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「訣別の宵」 抄

野間みつね



「失礼致します、副長」

　背中から呼び掛ける声に、土方歳三ひじかたとしぞうは鐙あぶみに掛けかけていた右足を下ろして振り返った。

　四月十日の夕刻、明日あすの江戸城明け渡しを控え、当日の混乱を避ける為ために松本まつもと良りょう順じゅんの寓居ぐうきょする今戸いまどに移るべく酒井屋敷を離れようとしていた、まさにその時である。

　声を掛けてきたのは、四日の日──歳三が勝海舟かつかいしゅうを訪ねた日──に流山ながれやまから歳三を追ってきた島田魁しまだかいだった。壬生浪士組みぶろうしぐみ時代からの古参隊士で、長らく永倉新八ながくらしんぱち率ひきいる二番隊の伍長ごちょうを務めた人物である。新八とは親しかったが、その離脱に際しては行こうを共にせず、勇と歳三に従った。伏見ふしみの戦いくさの折に、具足ぐそくを着込んだ新八を差し伸べた鉄砲につかまらせて塀へいの上に軽々引き上げた、という逸話いつわも持つ剛力ごうりきの巨漢ながら、折々に隊士名簿を作成するなど細かいところにも気配りが利きく。現に、合流してきた時、彼は四名の隊士を連れ、かなりの軍資金を携たずさえてきていた。殆ほとんど身ひとつで江戸に急行していた歳三にとって、それが四日以降の活動にどれほど助けとなったか知れない。

「どうした」

「……差し出がましいとは存じますが……」

　魁は、やや躊躇ちゅうちょする風ふうを見せて口ごもる。

「何だ」

「……一度、千駄ケ谷せんだがやの方にお立ち寄りになってから、移られては如何いかがでしょうか」

　歳三は二度まじろぐと、思わず魁の顔を見つめた。

　千駄ケ谷──甲州こうしゅう出兵以来別れている沖田総司おきたそうじが人知れず療養している植木屋平五郎へいごろう宅のある場所。

　今戸に移ってしまえば、今よりずっと遠くなる。それに、明日あすには今戸をも離れて鴻の台こうのだいへ向かう。今日きょうこの時を措おいては、千駄ケ谷の総司に会う機会は二度とあるまい。

　心の奥底で、気にはしていた。

　だが、決して外に出すことなく来ていたつもりだった。

　それを、見抜かれたのか……

（……いや、この男自身、気に懸かけていたのか）

　歳三は静かに相手から目をそらし、鐙に足を掛け直した。

「……これから勝先生とお会いする約束がある」

　早蕨さわらびの背に身を預けながら、努めてそっけなく応じる。魁はほんの少し惑うような表情を見せたが、それでは、と控え目に言った。

「私がひと足先に勝先生の所へお伺うかがいし、副長の御訪問が少しばかり遅れる旨むね、申し伝えておきましょうか。……もし、お差し支えなければ」

　歳三は再度、相手の顔を見た。

　少し躊躇ためらった後で、目を伏せて頷うなずく。

「……そうだな。そうしてもらおう」

「はい」

　魁は安堵あんどに似た色を浮かべると、深く頭を下げた。

「供ともは、如何いかが致しましょうか」

「……中島なかじま君を。ひとりでいい。目立っては、敵方に知れる」

「かしこまりました。では……」

「島田君」

　再び一礼して退さがりかけた魁を、歳三は声掛けて呼び止めた。

「……有難ありがとう」

　殆ど呟つぶやきに近い言葉に、魁がハッと目を見開く。

「いえ──そのような」

「後を頼む。なるべく早く、今戸へ向かう」

「はっ」

　畏かしこまって頭こうべを垂れる魁から目を離し、歳三は早蕨を出した。

　総司が病やまい篤あつい身を横たえていたのは、植木屋の庭の奥まった場所にある離れであった。

　案内あないされて通とおった歳三が胡座こざすると、彼は静かに目を開ひらいて、にっこりと微笑ほほえんだ。

「少しは、元気そうだな」

　とても元気とは見えない病やみ窶やつれた顔を見ながらそんなことを言ってしまう自分が、歳三にはやるせない。総司の笑顔も、何処どこか悲しく透き通っているように思えてしまう。

「明日あしたな、江戸を離れるんで、その前に、顔見に来たよ」

「近藤先生は、お元気ですか？」

「ああ」

　歳三は少しの間まも置かずに頷いた。

「ひと足先に、会津へ発たたれた。慌あわただしくてな、おめェに会ってから行けねえのを済まながってたよ」

　訊きかれるとわかっていたから、答は用意してきていた。本当のことなど、言えなかった。

「俺ァ色々と雑用があって残ってたんだが、それも済んだし、江戸城も明日あした明け渡されちまうし、居残ったって仕方ねえしな。──おめェも早く良くなって、会津へ来い。先生が首を長くしてお待ちなんだからな」

「土方さんは？」

「馬鹿。待ってるに決まってるだろう」

　歳三は怖い顔をしてみせ、総司の額に手を当てた。──少し、熱があるようだった。

「……まあ、俺もちょっと色んなしがらみがあって、真っすぐには会津へ行けなくてね。そこのところがつれェんだが」

「しがらみ？」

「人の世話になっちまうと、断われねえ仕事も出来るのさ」

　苦笑いする歳三に、総司はくすっと笑った。

「土方さん、律義りちぎだから……。でも、あんまり寄り道なさってると、私の方が先に近藤先生の所へ行ってしまいますよ」

「かもな」

　歳三が嘆息した時、にゃあ、という小さな声がした。振り返ると、縁側えんがわに真っ黒い猫が一匹、ひょいと上ってくるところであった。

「あ……その猫、一度餌えさをやったら、来るようになっちゃって」

「ほう」

　恐れる様子もなく寄ってくる黒猫に、歳三は目を細めて笑った。

「烏猫からすねこか。いいじゃねェか。大事にしてやれ」

　烏猫とは、その名の通り真っ黒な猫のことである。俗に、労咳ろうがいを病んでいる者がこの猫を飼うと病が治ると信じられていた。

「でも、庭に来る雀すずめを狙うんですよ」

「そりャア、それが猫ってもんなんだから、仕方ねェだろ。心配なんざしなくても、雀だってそう易々やすやす捕まりゃしねえよ」

　歳三は寄ってきた黒猫をひょいとつまみ上げると、膝ひざの上に乗せた。そして、その喉のどを指で撫なでつつ、半なかばひとりごちるように言った。

「おい、猫殿。こいつのこと、宜よろしく頼むぞ。しっかり、面倒、見てやってくれよ」

「嫌だなあ。真顔で何おっしゃってるんですか」

　総司は吹き出しそうな顔をした。

「土方さんたら、時々そうやって人以外の生き物に話し掛けるんだから。……今日は早蕨といらっしゃったんですか？」

「途中で置いてきた。馬で乗り付けたりなんざしたら目立っちまうと思ってな。中島君が見てくれている。……治るまでは、おとなしくしてるんだぞ。明日あしたっから、今迄いままで以上に薩長さっちょうの連中がうろつき出すからな。つまらねえことで死んだりするなよ」

「はい。土方さんも」

「当たり前めェだ」

　歳三は、身動きした猫を放してやりながら、唇くちびるをへの字に曲げた。

「そう簡単にくたばってたまるか。とことん戦ってやらァ」

　肩をそびやかしてうそぶく歳三を、総司は何処か眩まぶしげに見た。そして、そっと息をつくと、布団ふとんの下から右手を出し、歳三の方に差し伸べた。

「……付いてゆきます」

　静かな声が、夕闇に流れる。

「体は此処ここに在あっても、心は、ずっと、近藤先生と土方さんに付いてゆきます。……側そばにいます」

　差し伸べられた手、窶やつれ骨張った手を、歳三は両手で押し包んだ。ぎゅっと握った。握り締めた。不覚にも不意に胸が閊つかえて、すぐには何とも言葉を返してやれなかった。

（……どうして）

　目を閉ざして唇を引き結び、裡うちに呟く。

（総司なんだ）

　自分よりずっと、若い。自分よりずっと、剣士として優すぐれている。自分よりずっと、人から好かれている。自分よりずっと、純粋で清廉せいれんな心を持っている。

　なのに、なのに何故なぜ、自分より先に、不治ふじの病に命奪われようとしているのか。

　代わってやれるものなら、代わってやりたかった。

　だが、決して代わってはやれないことも、わかっていた。

「……土方さん、もう、行ってください。……私も、早く良くなって会津へ行けるよう、養生します」

　穏やかな声に目を開ひらくと、薄暗がりの中にそれでも透き通るような明るさを湛たたえた総司の微笑が見えた。

　歳三は頷いた。

　二度と、会えまい。

　多分、口には出さないが、総司もそう思っているだろう。

　だから、歳三も微笑した。最後の最後の別れに、つらく切ない顔は、見せたくなかった。

「……それじゃ、またな、総司」

　言って、今一度その手をぎゅっと握り締め、それから腰を上げた。

（いずれ──泉下せんかで）

　最高の温かいまなざしを投げ掛けておいて、歳三は、総司の微笑に背を向けた。

　烏猫のか細い鳴き声が、耳に残った。

　　　　　　　　　　　　　──『まなざし』下巻「訣別けつべつの宵よい」より








サークル名　　千美生の里（Twitter）直参　A-7,8（Webカタログ）

執筆者名　　　野間みつね





一言アピール

　架空世界物や似非歴史物が中心。大河ドラマ『新選組！』の伊東甲子太郎先生や超マイナーＲＰＧ世界を扱う等、ニッチな二次創作も。現在、架空世界の一時代を描く長編『ミディアミルド物語』を主に執筆中。今回の作品では“私家版 土方歳三”『まなざし』の「訣別の宵」冒頭から中途の区切りまでを「抄」として掬い上げた。









ニフーを待ちながら

間川るい子




　ニフーをはじめに見つけたのは文芸担当の小川だった。

　その日国道沿いにある「ブックス北野」で朝の品だしを終えた小川は、レジカウンターでのたりのたりとブックカバーを折っていた。ふと、レジカウンターから見て右手、児童書コーナーの片隅に猫の尾が揺れるのを見た。長くはない尾の先はかぎ状に曲がっている。猫？　なぜ猫が？　野良猫が迷いこんだ？　小川はブックカバーをざんと揃えて置くと、ひらりと児童書コーナーへと向かう。そこに猫の姿はない。見間違いかなあ？　でもそれは見間違いではないのだ。

　書店に猫がいたらいいと思わない？　そう言ったのは実用書担当の森だった。ねこお？　カワイイけど自分ネコアレルギーなんでつらいっす。ＰＣ書担当の庄野がまっさきに反応する。でもさあ、仕事している足元をうろうろっとしているの、猫が、それだけで仕事が楽しくなりそう。森は新刊コミックに防犯タグをぽんぽんと差し入れながら続ける。猫がいたらそれだけでしあわせ。毛があちこちに散らばって大変そうだし、庄野くんみたいなお客様だっているわけだしねえ、あ、森さん防タグありがとう助かるよ。コミック担当の椎名がやはり防犯タグを新刊コミックに差し入れながら言う。はい、みなさん居もしない猫にかまけてないでなるべくはやくその新刊出してくださいよ、もう平積み薄くなってるのもありますし。店長の筒井の言葉にそれぞれ、はい、はーい、ちぇっ。小川だけがレジで接客中、二千六百円です、チン、ガーガコッ、じゃらじゃらじゃら。

　しかし猫はあらわれた。小川が児童書コーナーで揺れる猫の尾を見た翌日、椎名がバックヤードへ入り込む猫の後ろ姿を見た。三毛猫。尾は短いかぎしっぽ。急ぎバックヤードへ向かうも、そこに猫はいない。ひとかけらも、毛の一本さえも。また別の日。備品の補充をしていた庄野の背後で、にあーーーおというふてぶてしい鳴き声が響いた。庄野がまだ折り目のついていないブックカバーの束を取り落として振り返るも、声の主はどこにもいない。庄野はくしゃみをひとつ、ふたつ、みっつ。そして森が、客のいない閉店間際の店内で、レジカウンターに我が物顔で座る猫をみた。猫だ！　三毛猫だ！　そんなところに座るな！　こら！　猫はレジカウンターから軽やかな仕草で飛び降り、しなやかに着地、右の前足が床に触れた瞬間にぽん！　と消えてしまう。

　　猫？　そうです、三毛の。猫ねえ、でも防犯カメラには、ほらこれが閉店前の時刻でしょ、なんにも映ってないんだよ、あれでも森さんはカウンターに向かって何か言ってるようですね。猫がカウンターに乗っていたので叱ってるんです。でも何もいないでしょう、いいから早く椎名さんの手伝いに行ってください、今日は新刊コミック多いから。筒井に追い払われた森はのろのろとシュリンカーに新刊コミックを入れていく。シュリンカーは静かに、慎ましく新刊コミックを呑みこみ、やはり静かに、ビニル包装済みの新刊コミックを吐き出す。あとは並べるだけです、どうか気を落とさないで。

　猫がいよいよあらわれたみたい。それって三毛の？　そう。かぎしっぽ。そうそう。ちょっとふてぶてしい奴。そうそうそう！　くしゃみ出ましたからね、自分、いますよこれは。でも店長には見えないみたい。あと、防犯カメラの映像にも映っていなかった。筒井はいかにもこういうもの見えなそうな男っすよ。こら呼び捨てしない。はあい。ねえ我々の三毛猫に名前が必要じゃない？　名前。確かに。ねこちゃん・吾輩・ミケ・タマ・ユーレイ・漱石・ミーちゃん・太郎・カフウ。カフウ？　なんですかそれ？　永井荷風だよ、知らないの？　ああ庄野くんがナガイニフウって読んだ人。やだーもー言わないでくださいよそれ。お問い合わせでお客様の前で言わなくてよかったね。やだーやめてー。ニフーっていいんじゃない？

　ニフウ？　ニフー？　ニフー、伸ばすの。いいねなんだかかわいい。やだやだ俺は断固反対です。いいよねえ、ニフー。愛らしい。キュートだわ。かわいい。ひでえ、もう俺ナガイカフウ読めないですよあーあ。

　我らが「ブックス北野」の猫、ニフー！

　ニフーは「ブックス北野」におけるあらゆる場所に唐突に現れては消え続けた。台車に頬を擦りつけ満足そうに目を細めてぽんと消える。レジ袋の山を崩して（目撃した椎名曰く「やばーい！」という顔をして）ぽんと消える。レジ点検中に小銭に手を伸ばし、森に、こら！　と叱られてぽんと消える。短いかぎしっぽの尾を機嫌よさそうに揺らす。あるときは不機嫌極まりないのですわたくしは、とぶんぶん振りまわす。「ブックス北野」の筒井を除く四人は時にいたずらに手を焼きつつもニフーを見かけるたびに鼓動を高鳴らせた。さっき文庫のところでニフーを見たよ、昨日はニフーがあくびをするところを目撃したよ、など情報交換のような自慢話のような話を差しこみつつ、入荷する本の山を解き、しかるべき棚へと入れ、あるいは積み、返品する本は段ボールへ詰めて、客がレジへ持ってきた本のバーコードを読み取り、カバーを掛けたり掛けなかったりするそれを袋へと入れ、紙幣や硬貨と引き換えに渡す。もちろんそれがすべてではないけれど。そういう日々が続いた。

　だがニフーはある日姿を消す。いつものようにぽんと消え失せる。でも二度とあらわれない。最後にニフーを見たのは、やはり筒井を除いた四人。四人は同時にそれを見た。

　棚卸の前夜。翌日の支度を終えた四人を、新刊・話題書コーナーの平積み書籍の上に顕現したニフーが見据えていた。書籍の上にその四肢をしっかと乗せている。こら！　と叱る森にも動じない。いつものように恐れをなしてぽんと消えたりはしない。だめだろう、ニフー、そんなとこに乗っちゃだめだよ。庄野がしゃがみ、ニフーに手を伸ばして言い聞かせる。その、白と黒と茶色がほどよいバランスで混じり合った、緑色の湖のように澄んだ水を湛えたような目、耳も猫も丸こいつくりの、短いかぎしっぽを楽しげに揺らす三毛猫の頭に、庄野は、ぽん、と手を置いた。

　ニフーはしゅるん、と消えた。跡形もなく、影も形もなく、毛の一本さえも残さずに。四人は息を飲んで押し黙った。四人にはニフーがもう二度とあらわれないということがはっきりと分かっていた。なぜかはわからないけれど。それはもうほとんど直感だった。さわっちゃいけなかったんだ。庄野が震える声で呟いた。そうしてくしゃみをひとつ、ふたつ、みっつ。ひとつ間を置いてもう一度。森が差し出したティッシュで四人は鼻をかんだ。それで最後だった。

　おわり








サークル名　　羊網膜傾式会社（Twitter）直参　C-50（Webカタログ）

執筆者名　　　間川るい子





一言アピール

　日々虚業に従事する見えない会社、羊網膜傾式会社です。

今回は庶務の間川るい子の見えない猫を愛でる小説をお届けします。

当作はText-Revolutions第2回で頒布した弊社社内報にも収載されています。その社内報には各社員の猫を愛でる文芸がございますので、気に入られたら、ぜひ。









ネコは、怒っている

せらひかり




「雷針の、ばかあーっ！」

　少女が叫ぶや否や、どおん、と近くの電柱が音を立てて割れた。

「ネコはっ、ネコは怒っている……！」

　確かに雷針は言っていた。ネコの黒くてぴんとした耳を撫でて、今度の仕事がうまくいったら、お前の願いをひとつ、かなえてあげようね、と言った。

　だが。

「ネコはあっ、こんなことはあ！　望んで、なーい！」

　黒髪、赤いジャケット、短いクロップドパンツ、足首までの小さなブーツをまとって、少女は肩をふるわせる。

　ボブスタイルのつやつやした黒髪の上には、三角形の、猫の耳。パンツの隙間からは、細長いしっぽがはみ出している。

　ネコは、猫であることが自慢だった。こたつでごろごろしたり、雷針に顎をすりつけたり、ひげを手入れしたり、高いところ（古いブラウン管テレビの上とか）に登るのが好きだった。

　断じて、人に、なりたかったわけではない。

「雷針のお、ばーかーああああ！」

　悲しいかな、叫んでも雷針は出てこない。何でだ。どうしてだ。

「……私、捨てられちゃったのかな」

　ぽつりと呟いたら、胸底に大穴があいたみたいだった。

　商店街の店は、朝早いせいかみんな戸を閉めている。もしかすると、ネコが飛び出してきて喚いているのが、恐ろしいのかもしれない。真っ黒な猫だったときは（それは昨日までのネコの生活だが）お隣のおばあちゃんが頭を撫でてくれて、こっそり煮干しのいい奴をくれたものだ。今では、出てくる気配もないが。

　もしかすると、おばあちゃんは、突然人間になったネコの姿におびえているのではないか。

　ため息をつくと、近くの空がごろごろと鳴る。ネコが機嫌のよいときに鳴らす音と違い、張り裂けそうな、痛い音だ。

「ふえっ」

　泣きそうになった。

　これまで通り、こたつとみかんの置かれた、狭い部屋で、木枠のガラスの戸越しに外を眺めながら、のんびりと暮らしたかった。さっき目が覚めて、猫じゃなくて人間だと気づいたときには、大混乱だった。素っ裸で往来に飛び出して、出くわした出勤途中のおじさんとお姉さんに「ふ、く！　服！」と絶叫され、怒られたと思って室内に飛び戻り、こたつの中にしばらく隠れた。しばらくうとうとしてから、転がっていた雑誌の表紙なんかを見ていて気がついた。人間なら、服を着ないといけないのだ。

　見ようみまねで、適当なタンスから布を引き出した。雑誌に出てくる子どもの格好をまねて適当に着たけれど、袖を通しただけでやっとの有様だ。

　靴紐なんかうまく結べないし。

　お腹も空いて、胸が悲しくてすうすうする。

「ふぎーっ」

　うめくと、小さな雷が落ちる。

　世界はどこも灰色で、自分がひとりぼっちだった。そんな中、誰かの声が耳に飛び込む。

「おおい、ちょっと、こりゃひでえんじゃねえか。お嬢」

「お嬢？」

　呼ばれなれない言葉だ。ネコが顔をあげると、一つ通りの向こうで、男が手を振っている。

　ちょっと小汚い感じのスーツに、無精髭の男だ。ぼやっとした瞼を開け閉めしながら、困ったように笑っている。

「そ。隣町まで聞こえてっぞ、お前さんの雷。誰かは知らんが、あんまり暴れてくれるなよ」

　見たことがある。知っている。ネコは叫んだ。

「風針？　ときどき、うちに遊びに来てた、ねずみのおもちゃの人？　風針、雷針がいなくなっちゃったよ！　あと、私ネコなんだけど！」

「ネコって雷針が飼ってたネコ？　急に雷獣が現れて暴れてるって聞いたけど、お前さんどこで雷獣になっちまったの。昨日まで普通の猫だったよな？　あと俺ねずみのおもちゃの人なのか」

　はいおまちどおさま、と、男の横で店員が声をあげる。店の軒先には、たこ焼き、焼きそば、と暖簾がかかっていた。

「風針、たこ焼き買ってる……わたっ、私の、心配を、して、来てくれたんじゃ、ないの……？」

　ネコの肩の周りに、青白い、小さな稲妻が無数に生まれる。静電気を帯びたみたいに髪の毛がふわふわと逆立つ。

「ちょっと待て、落ち着け！」

　風針が、腹巻き（何でスーツの下、シャツの上に腹巻きをしているんだ）から財布を取り出す。支払いを済ませてレシートも受け取っている。

「ちゃっかり買い食いしてんじゃ、なーい！」

　私を心配して来てくれたんじゃないのか！

　風針からすれば理不尽な怒りだったが、ネコから見れば、正当だった。

　ネコの雷を受けても、風針は足を止めなかった（たこ焼きについては、さっと脇の店舗看板に乗せて落雷を免れた）。スーツや顔をすすけさせながら、風針はネコに近づいてくる。

「いい子だ、腹減ってんだろ？　雷針が戻ってくるまでの間、ちょっと辛抱してうちで待ってろ」

「ひ」

　風針が笑っている。

　テレビで見たことがある、悪い大人みたいだった。

「嘘つき！」

「俺が嘘なんかついたことがあるか？」

「ねずみのおもちゃだって、こないだ壊したじゃない！」

「あれは洗濯したんだぜ。ちょっとぼろぼろになったけど。もう一個新しいの買ってやったじゃねーの」

「やだ！　やだ怖いよう！　雷針がいないよう！」

　闇雲に暴れるネコを、風針が軽々と抱き止める。どこかしら雷針と似た気配があって、ネコは、ふうふう文句を言いながらも静かにする。

「で、ネコ。何で人間の格好なんかになったんだ？　猫又になるには早いだろ？」

「そうなんだけど。起きたらこうだったよ」

「さてな。雷針が何か言ってなかったか？」

「特に……あっ」

　確かに雷針は言っていた。ネコのつやつやした耳を撫でて、今度の仕事がうまくいったら、お前の願いをひとつ、かなえてあげようね、と言った。

「あー、それでお前さんは、何て答えた？」

「覚えてない」

「あー」

「あっでもね、こたつの上を見ながら……思ったの。雷針はみかんを食べるけど、ネコにはあんまりいい匂いじゃない。体に悪いからって、雷針もネコには食べさせてくれなかった。けど、ネコも、食べてみたいなぁ、雷針と一緒のもの……って思った……」

「それか？　あいつ、こないだの仕事の特別ボーナス分、ここにつっこんだのか……」

「ぼーなす？」

「そ。知ってるよな？　風神と雷神、あっちこっちにいて町を守ってるけど、数人で組んでよその町の祭りを手伝うこともあるだろ。あれ手伝うとき、たまにボーナス貰えんのよ。上の神に。神力の割り増しボーナス」

「ぼーなすがあると、いいお肉が食べられる」

「うんまぁそういう、現金にするとか商店街のくじ引き運上げるとか、人間的な使い方もあるんだけど……」

　ネコから、風針が手を離す。離れた分、ネコの周りに空間が広がって、そこを、ひやっとした空気が吹き抜けた。

　雷針は、まだ戻らない。

「ふえっ」

「うわっ泣くな泣くな。雷針は多分近場の手伝いに出かけてんだよ、だからもうちょっと、こたつで寝てろ？　な？　たこ焼きやるから」

「ふえぇん」

　ネコは、ほたほたと涙をこぼし落とす。

　ぴりぴりした雷は、エネルギー切れなのか、ほとんど落ちてこなかった。ただ、涙に似た雨が、寂しそうに町の端から降り始める。

　風針が、近隣の家に声を掛けている。「もう、落ち着いたんで。ほんと、すみませんでしたね」「後で飼い主に謝りに来させますんで」心配そうな近隣からの声が、風針に応対している。

　ネコ、どうしたらいいの。

　ネコが泣いていると、風針が戻ってきた。よしよしと頭を撫でてくれるので、黙ってされるままにしていた。隙を突いて、家に押し戻される。

　風針がこたつに、袋を置いた。たこ焼きと、いくつかの総菜が詰められている。

「近所の人が、ネコちゃんに、ってさ。お前、すんごい心配されてんぞ。明日笑って謝りに行けよ」

　まだそんな気持ちになれなくて、ネコは涙でくしゃくしゃの顔を、風針のスーツの背中に押しつける。これでも一応スーツなのに、という風針の絶望に満ちた呟きなど、ネコには知ったことではない。

　初めて食べたたこ焼きは、しょっぱくて変な味がした。

　ご飯を食べたら、風針は行ってしまった。

　時計の音を聞きながら、ネコは頬を膨らませる。

　雷針の、ばか。

　こたつに入って、天板に頬を押しつける。

　一人で入っても、あんまり暖かくない。

　テレビだって、つけても空々しいだけだ。

　初めて食べてみたみかんは、酸っぱくて、ネコにはとても食べられない。でも、泣きながら、一個食べた。悔しかった。せっかく人間になっても、みかんを食べても、雷針は行方しれずだ。怒ったって、誰も、慰めてなんて、くれない。

　雷針の、ばか。

　悲しいけれど、だんだん泣くのに疲れて、涙が出なくなってくる。

　雷針の、ばか。早く帰ってこい。早く、帰ってきて。ねえ。

「ばかだねえ。春雷の仕事があるから、ちょっと留守にするって、言っといたのに」

　すやすやと寝入るネコの、頭を撫でて、雷針は苦笑する。風針の小言その他が携帯端末に大量に入っていてうるさいことこの上ないが、昔ながらの装束姿で、遠方の春雷の手伝いをしてきたのだから、端末を見る暇がなくて連絡を取れなくても仕方ないではないか。

　まさかネコが、置いてきぼりにされたのがショックで、雷獣に化けてしまうなんて知る由もなかった。

　やれやれ。

　こたつで寝ると風邪を引く。雷針はネコを引きずって、寝床に放り込む。放り込んでから、しばらく立ち尽くした。

「猫に戻ってもらわないと、自分が寝るとこないな……」

　ふわ、とあくびをして、雷針はネコの隣にこたつ布団を運んできて、寝転がった。難しい話は明日にして、今日は今日を終えるのだ。
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　ライト系も幻想も。不思議な物語などあります。黒猫は白くつしたも可愛くて好きです。









ピートの葬送

凪野基




「ピートが……猫が死んじゃったの」

　葬儀センターにやってきた少女はそう言って、両手で抱えるほどの白い箱を見せた。

　君がその箱を開けて現実を観測するまでは、猫は死んでいるし生きているんだ、などという文句を年端もいかぬ少女に告げることは適切ではなかろう。彼は腕を伸ばし、走査と照合を済ませてから箱を受け取る。

　箱の中身は、愛玩用の猫型ロボットだった。添付タグから、リリースから二十年も経っていることを知る。レアケースである。

　家庭用ロボットのファームウェアの更新アップデートがなされるのはリリースから長くて十年、それ以降はハードウェアともども次の世代のものに交換するのが一般的だ。二十年前の愛玩ロボットといえば四世代は前のもの、不具合も多かろう。

　経済的に買い換えが不可能だったのではない、と彼は少女の身なりから判断する。この猫は何か特殊な事情のもとに、旧型のままなのだ。そして電源系に問題が生じたか、ペットの死を演出するコマンドが実行されたかして、猫はその活動を停止したのだろう。演算と推論の末の結論は、続いてやってきた女性の笑みで肯定された。

「いらっしゃいませ」

　彼は規定通りの礼で女性を迎える。

　少女がその黒いワンピースの裾にまとわりつく。パンプスの踵を鳴らして、女性は薄く笑んだ。

「久しぶり」

「――お久しぶりです、帚木ハハキギ主任」

　帚木は、彼を造ったＡＩエンジニアである。

「このモデルのＡＩを組んだのが、学生時代の恩師でね。研究所で触ってるうちに愛着がわいて譲ってもらったの。最初のペットなのに随分古いモデルで、娘には可哀想なことをしたかなって思うんだけど」

　彼は黙って先を促す。葬儀センターに勤めるにあたり、沈黙は雄弁にして重要な感情表現である。表情筋と沈黙の長さを決定するのは単なるロジックではない。ＶＲ仮想現実空間で行われた、何万回という試行と評価。ほんの数時間に圧縮された学習と経験によって、彼は最適解を推論する。他でもない、帚木がそれを監督していた。

「……うん、いい顔してる。完璧だよ」

「鍛えていただきましたから」

　帚木は年月を感じさせぬ、主任時代と同じ笑みを浮かべた。出産のために職を辞して五年。復職したが通勤ではなく、在宅勤務だという。

　帚木に面立ちのよく似た少女は、ソファに腰掛けて来客用のＨＯＮホロノートを開いている。

「本当は、生きてる猫を飼えればよかったんだけど、飼育税を試算してびっくりしたわ。動物園で我慢してもらってる」

「税率がまた上がったとニュースにありましたね」

「そうよー、そりゃあね、月都市ここのリソースは何だって有限なんだから、ペットの飼育が制限されるのもわからないではないし、制限されてるからこそロボットが売れるわけで、私も仕事にあぶれないで済んでるんだけどさ」

　彼は苦笑を浮かべた。

「まさか。今や、ＡＩなしでは都市機能は維持できません。求められる機能はどんどん細分化していますし、それに応じたＡＩの学習プログラムや人格ペルソナ順化メソッドを施すことのできるエンジニアは、どこの企業にも厚待遇をもって迎えられるはずです。出産と育児のブランクを経たとしても、主任ほどの方が職にあぶれるなんて、考えられませんよ」

「ずいぶん買ってくれるんだ」

「主任のお仕事ぶりは、私もよく存じていますから」

　はは、と帚木は声を出して笑い、彼の肩を叩いた。彼が研究室にいた頃にも、試験で好成績をおさめるたびに帚木はこうして褒めてくれたものだ。その時はＶＲ空間に構築された数式の身体ではあったが、彼女の親愛と熱意は容易に推論できた。

「ところで、今日はピート君のご葬儀の件で……？」

　フロアに流れる環境音楽に紛れるよう、彼は声を潜めた。葬儀センターには他にも来客がある。打ち合わせのためらしい老夫婦や、出棺を見送るべくマスドライバーのビークル乗り場へと案内される遺族。声高に話せる場所ではない。

「そう。ピートも耐用年数が過ぎてどうしようもなくなっちゃってね。サポートもとっくに打ち切られてるし」

「アップグレード優待はお使いにならなかったんですか」

「うん、優待で買い換えようと思ってたんだけど、あの子がピートじゃないと嫌だ、って。ＡＩを積み換えるから同じピートだよって言っても、聞いてもらえないの」

　投げた視線の先には帚木の娘がいる。ホログラム映像に夢中になっているようだった。

「なるほど……」

　愛玩用ロボットの記憶や経験は次の機種へと受け継がれ、元のボディは貴重な資源として再化合・再利用される。長期性と環境への配慮、生きている動物を飼うよりも手軽で低コストであることが売りなのだが、容いれ物が変わればそれは別物だと言う少女の言い分も、間違っているとは言い難い。生命の連続性とプログラムの連続性は、感情を交えて論じるならば全くの別物だ。年少の者であれば特に、理よりも情が先立つのは珍しいことではない。

「話しているうちに、ピートはお星様になるんだよ、なんてうっかり言っちゃって」

「主任、愛玩用ロボットを宇宙葬にすることは再生資源法に抵触します。当センターではお受けできません」

「知ってる。だからこそ、なんだけど」

　帚木は再び彼の肩を叩いた。その顔はかつて幾度も向けられた、課題を与える時のもの。

「あの子、説得してくれない？」

　彼は葬儀センターの案内係として教育された。児童心理に関する教科書レベルの事柄は学習済みだが、論理を解さぬ子どもの感情は奔放で、寄り添いづらい。

　極めて柔軟であるとはいえ、基本的にはセオリー通りに思考を展開していくよう設計されたのが彼であり、一方で子どもはセオリーを軽々と跳躍してゆく。

　さて、どう言葉を尽くすか。シミュレートを開始すると同時に、作業メモリの片隅でアラートが閃いた。【マスドライバー射出十分前】

「これから、マスドライバーの打ち上げがあります。見学して行かれますか」

　帚木の娘が顔を上げ、ＨＯＮを置いて立ち上がった。帚木が頷き、彼は二人を伴って展望フロアに移動する。

　資源の制約が大きい月都市では、死者を宇宙葬にすることが例外なく定められている。

　宇宙へと射出されたコンテナの指示灯がすっかり見えなくなっても、少女は強化ガラスに額をくっつけていた。ほう、と吐き出した息でガラスが曇る。

「これが宇宙葬……星になる、ということです」

　彼は見学者にするように、帚木母娘に説明した。少女がガラスから離れて、頷く。

「一方で、ピート君のようなロボットや私のようなアンドロイドは資源として再利用されますから、再生資源センターでお別れをすることが義務づけられています」

「ピートが粉々になっちゃう……」

　少女の眼が潤む。斜めにかけたポシェットの紐を両手で掴んでいるのは、ここにはないピートのケースを守ろうとする気持ちの表れなのかもしれなかった。

　彼は口調を和らげ、続ける。

「そうです。私もピート君も、再生資源センターで分解され、素材ごとに分別されます」

「そんなのやだ！」

「でも、ピート君の筋繊維は誰かの義肢に生まれ変わるかもしれないし、私のボディは宇宙船の外殻になるかもしれない。違うものになって、また必要とする誰かの手にわたって、使われていくんです。……星になってずっと見守っていてほしい、いなくならないでほしいと願われることは、私たちにとって何より嬉しいことです。人のために在れと造られ、それが叶ったんですから、ピート君はあなたの言葉を喜ぶでしょう。でも、星になってずっとあなたを見守ることも新しい何かに形が変わることも、誰かのためであることには違いありません」

　少女は黙った。目まぐるしく感情が行き交う表情の奥に、彼の言葉を咀嚼しようとする理性が見える。

「ママが言ってた、バンブツはルテンするってこと？　お兄ちゃんはばらばらになるの、怖くない？」

　ポシェットを握りしめて少女が問う。帚木の早すぎる教育はともかく、知性体の感覚は人とは根本的に異なっていると、まだ理解できないに違いなかった。わからないなりに彼の感覚に寄り添おうとしていることが少女の優しさであり、人間らしさだと彼は判断する。

「センターで痛いことをされるわけでもありませんし、怖くはありませんよ。私だって元々はセンターで再生された資源で造られていますし、順番です」

　分子レベルでの説明を避ければ抽象的にならざるを得ないが、少女はやがてポシェットから手を離した。涙と悲しみはすでに消え、帚木に似た勝気そうな茶色の眼がまっすぐに彼を見つめている。

「わかった。ピートもセンターでお別れする」

　少女の口調からは、その内心を推し量ることはできなかった。一時の気紛れではいけないと、彼は問いを重ねる。

「よろしいんですか」

「うん。痛くなくて、ピートがみんなのためになるなら、いいよ」

　利他的に過ぎるのでは、と危ぶんだところで、帚木が「父親が警官で、みんなのためっていうのが口癖なの」と耳打ちしてくれたので納得できた。

「もう一回だけ、ピートを撫でていい？」

「ええ、もちろん」

　再びエレベーターで地下二層にまで降り、預かっていたケースを手渡す。

「……バイバイ、ピート。またね」

　栗色の毛並みをひとしきり撫で、頬ずりした後で、少女がケースを閉ざした。彼は直ちに手続きを開始する。

　箱の中の猫は猫でないものに形を変え、少女の暮らしを支えてゆくことだろう。

　そしていつか再び猫になり、少女と再会を果たすのかもしれない。








サークル名　　灰青（Twitter）委託-27（Webカタログ）

執筆者名　　　凪野基





一言アピール

　剣と魔法と理屈のファンタジー、文系SFを執筆しています。テキレボ3ではこれに「彼」サイドの事情を加筆した完全版を含む短編集と、自立する長編FTの試し読み無配（再版）が新刊です。ピピピと来た方はwebカタログをご覧くださいませ。









世界で一番かわいいこ

まるた曜子




　ついに引越を決めた。荷物の収拾がつかなくなったのだ。たまたま隣駅で分譲賃貸タイプが見つかって即決する。家賃はあがるけどそれ以上に広かったのだ。「タイミングよかったですね」と担当の女性がなあに微笑んていた。相変わらずなあは誰にでもモテる。

「わあ、サイズ制限なしでペット可だって。飼おう！」

「でも犬は昼間誰もいないと寂しがるっていうよ。猫かなあ」

　ふたりともペットを飼ったことがないのでよく調べないといけない。室内飼いはなおさら。実家が田舎だったので戸建の犬飼いや半野良猫はいっぱいいたけど参考にならない。あの頃は放し散歩する家もまだ多かったのだ。さすがに今はマナーが普及したようだけど。

　そういえば。

　　＊

　ヤコの家で仔猫と仔犬が同時フィーバーだそうだ。

　夕飯で学校の話題を出したらなあが食いついた。

「だめだよ、スーパーうちは生鮮品も総菜も扱ってるんだから。ウチじゃ飼えないよ」

　何年も前にお父さんに言われた言葉を繰り返す。あのときはお兄ちゃんが慰めてくれたけど悲しかったな。

「じゃあ見るだけ！　ねえ、まお、おれ見たい！　お父さんいいでしょ！」

「舞生、連れて行ってやって……」

　あ、こんにゃろ。なあのきらっきらした灰色の瞳とバラ色の頬にお兄ちゃんがくじけた。去年お兄ちゃんがお義姉さんと結婚して、直後からなあは躊躇なくお父さんって呼んでる。実際、なあの本当の父親は彼女の妊娠発覚後に消えちゃったロクデナシで、正真正銘お兄ちゃんが初お父さんなのだ。なのでとてもはりきってお父さんしてる。実年齢より頭が幼いなあは甘えるのがとても上手だし。

　自転車でヤコの家に向かう。中３の秋になんてのんびり。誕生日にもらった自転車でなあも遅れじとついてくる。そんなに見たいかー。かわいいもんね仔猫も仔犬も。うん。あたしだって見たいよ。でもなー、見ちゃうとなー。

「まお……っ!!!」

「っっっつ、ダメ！　そんな顔してもダメっっ！」

　真っ黒な仔犬はパンパンでむくむく、サビと縞の仔猫はくにゃくにゃでほわほわ。あーこれは反則だー。数の暴力だー。なあは真っ赤な顔で次々抱え上げては頬ずりして笑み零す。すっごいしあわせオーラ。ヤコ凝視。そりゃこんな外国のカレンダーみたいなシーンが自分ちの庭先で繰り広げられちゃね。そんなふにゃっふにゃのなあが連れて帰ると言い出すのは鉄板で、あたしはココロを鬼にしてその要望を叩き落とす。

「言ったでしょ、食品扱うお店は衛生が大事なの！　知ってて来たでしょう!?」

「まおのいじわるぅ……」

　あたしだって、家とお店は別棟なのに納得いかないよ。だけど難癖つける人はホントにいるのだ。

　涙目のなあにとっくに根負けしたヤコが味方に付く。オマエー、あたしの友達でしょーが。

「ねえ舞生、ホントに１匹もダメ？　貰い手がいないと保健所行きなんだよ」

「そんなこと言われても……」

「もうご近所はムリだし、ウチもダメなんだもん……」

「なんで避妊しないの」

「あたしとお母さんはしたいんだよ、だけどお父さんが『ペットにそんな金かけるな』って……」

　きまり悪げに俯くヤコにあたしも俯く。

「まお、ほけんじょってなに？」

　視線を逸らしたあたしたちを見上げて、なあが首を傾げる。もう３年生の秋なのにそんなことも知らないのか。なあは知らないこと多すぎだよ。

「飼ってくれるひとがいなかったら処分ってこと」

「処分て？」

「う、えと、死なせちゃうの」

「そんなのヤダあ！」

　世界の悲壮を掻き集めた顔でお腹にダイブしてきたなあをなんとか受け止める。ヤコ、ちょっと、もらい泣きとかしてないで。

「でもなあはお兄ちゃんと約束してきたよね、見せてもらうだけって。飼えないよって」

　柔らかい栗色の髪を撫でながら、ゆっくり諭す。

「…………」

「だから、殺されちゃう仔がでないように、なあが飼い主を見つけてあげるのはどうかな」

　その場しのぎで出てきた言葉だったけど、なあはぱっと顔を上げて「まお大好き！」と満面の笑みを浮かべた。隣でヤコが「なにそれあたしも欲しい……」と呟いてるのは無視した。

　いつもニコニコして、だけど基本めんどくさがりのなあが、精力的にポスターや写真をお店のガラスに貼りだす。それを流れで手伝いながらあたし受験生だよなと途方に暮れる。でもまあ、そんななあの姿を見たお父さんが「市場にも連れて行ってやろうか」と言い出した。本当の市場は業者さんしかいないし仕入れが終わったらすぐ帰っちゃうけど、少し遅い時間からは一般のお客さん相手に小売りもするんだそうだ。遠くの人もいっぱい来るし、飼いたい人も現れるかもって。お父さんにしてはナイスな提案。かわいい孫にほだされたんだね。ただしそれ平日だから学校休まないといけないんですけど。

「う、まあ、舞生は優秀だし、１日くらい休んでも平気だろ。夏生なつきは……まあ、いまさらだしなあ……」

　なあの成績は家族全員が頭抱える状態なのでお父さんは言葉を濁した。まあね、あたしがいつものようにがんばるしかないんだよね。すっかり板についた家庭教師役をさ。

　ヤコにも説明して、翌々日の朝早く、ダンボール箱をふたつ受け取ってお父さんのトラックで市場に向かった。箱の中ではそれぞれ仔猫が５匹、仔犬が４匹落ち着かなげにぽよんぽよん転がる。車揺れるからね。でもこれが見てて飽きないので市場にはあっという間に着いた。仕入れに向かうお父さんと別れて、市場の入り口近くで時間をつぶす。おしっこの処理したり、ミルクをあげたり、なあは楽しそうだ。

　お父さんの言っていた『一般の人が来る時間』になると、確かに歩く人の服装が変わった。そんな人にアピールするようになあが微笑んで声を上げる。まだ変声期前の男の子の声に振り向いた人たちは残らずロックオン、なあの笑顔が放さない。お店のお客さんにも振りまいていた『もらってくださいスマイル』にホンモノの赤ちゃん猫と犬だ。みんな「あああああ」と呻きながら撫でていく。なぜかなあも撫でられていく。詳しい説明を求められたらあたしがヤコ作のマニュアルを手に対応。そんなですぐに２時間が過ぎた。

　迎えに来たお兄ちゃんのライトバンで、後部座席を倒して寝ころぶ。同じように寝そべったなあがふたつの箱をのぞき込んで呟いた。

「まだ残っちゃった」

「たくさんいたからね。ええと、仔猫は２匹、仔犬も２匹減ってあと５匹かあ……けっこういるなあ。仔猫はどっちも雄と」

「なんで？」

「んー、気性が荒くなるからって言われてるね。でもちゃんと去勢手術すればそんなにひどくならないって聞いたよ」

「おれ、手術代だす。そしたらもらってくれるかな」

「なあが？　ムリムリ、高いんだよー、５万円くらいするんじゃない？　５匹分もなんてとても」

「大丈夫だよ」

「大丈夫じゃないよ、そんなお小遣いないでしょ。それとも前借りするの」

「違うよ、でもまおにはひみつ！」

「はいはい」

　鼻息荒いなあは放っておいて考える。がんばってるなあを泣かせたくないけどどうしよう。

　その後も配ったチラシやポスターからヤコんちにも貰い手が現れて、ラスト仔猫１匹まで持ち込んだ。なあの秘密作戦は撃沈だったようだ。ションボリして「ダメだって……」と落ち込んでいた。

　サビ模様のうねる軟体を何度も何度も撫でて、なあの大きな目からは今にも涙が零れそうだ。ヤコのお父さんが設定したリミットは明日。

「ねえまお、このまま逃がしちゃダメなの？」

「うーん、まだ自分じゃエサが捕れないからカラスの餌かな」

「やだあ……」

　甲高く細い鳴き声の仔猫に顔を埋めてなあも泣き声をあげる。ヤコがゴメンねと鼻をすする。ヤコのせいじゃない。

　しょうがない、最後の手段だ。

　翌日は日曜日。昨日の夜にお父さんに談判して手に入れた封筒を右手に、左手をなあとつないでヤコの家を訪れた。

「メーテルと南の避妊手術代を私と亜矢子、この仔の去勢代を夏生が出します。だから殺処分しないでください」

「おじさんおねがい！」

　今まで貯金してたお年玉から手術代をひっぱりだしてきた。ヤコの分は実質ヤコ母だし、なあの分は、調べたら３万あれば足りるとわかったので肩代わりする。ちまちま貯めててよかった。

　初めてなあを見たおじさんが戸惑ってるのがわかる。西欧系クォーターのかなりかわいい男の子の泣き顔に怯んでる。わかるわかる、こんな子にひどい人だなんて思われたくないよね。母親二頭の名付けはおじさんで、かわいがってるってヤコが言ってたし悪い人じゃないハズだ。

　―――しかも余所のこどもに８万円出させてって体裁悪いよね。

　狙いは違わず、根負けしたおじさんは「そこまで覚悟したなら」と、お金は受け取らずに頷いてくれた。なあが飛びついたのでおじさんは赤面してオロオロ。気持ちはわかるけどあたしはちょっと目を逸らす。

　ヤコも、なあに頬ずりされて満足そうだ。

「遊びにきたら撫でさしてくれる？」

「もちろん！　おいでよ！　夏生くんなら大歓迎！」

「ヤコ？　なあだけ？　……まあいいけどね」

　サビ猫―――ヤコ父命名はらんま―――を撫でながらキラキラ輝くなあに満足する。なあにはやっぱり笑顔が似合う。できたての、ホントは甥っ子だけど、あたしの大事な《弟》。仔猫も仔犬もかわいいけど、いま世界で一番かわいいのはなあ。お姉ちゃんはがんばりますとも。

　　＊

「ペットショップ行く？」

　まだ荷造りすら終わってないのに飽きたらしい、なあがそわそわと提案してくる。

「あたしたちはこっちでしょ」

　放ったスマホが放物線を描いてなあの手元に収まる。画面を見たなあの笑みが深まった。

《ペットレスキュー　保健所から家族をお迎えしませんか》

fin.








サークル名　　博物館リュボーフィ（Twitter）直参　B-23（Webカタログ）

執筆者名　　　まるた曜子





一言アピール

　好きな人と見つめ合う、その先へ。生活密着恋愛小説》

現代ベース・家族/恋愛を軸に子供達の成長を描く、作内スパンの長い１冊完結作を発行。なぜか「思わぬエロ」「えっちぃ」等言われます。

今回は『淅瀝の森で君を愛す』からほんわかエピソードです。ヤマもオチもどんでん返しもない子供達のとある日をどうぞ！









猫の言い分

森村直也




　先生は小さな花束を差し出して、俺におめでとうとつぶやいた。

　俺の肩にも届かない背を精一杯伸ばして、七歳年下のライバルは残念だったなと吐き捨てた。

　主任研究員うみのおやは舌打ちした上ため息ついた。隠す気もない不機嫌顔で下から俺を見上げてくる。そんなんだから彼氏の一人も。つい滑った少しかすれた俺の声は、鳩尾に決まった拳に遮られた。

　寒風が雪雲を連れてきた日。履いていたブーツを窮屈に感じた日。

　ＳＧα―０３。俺の製造番号は、耐用超過リストに入れられた。

　＊

　琥珀色の抽出液は俺の知らない味だった。香ばしさの後から苦みが広がり、美味いとはとてもいえなかった。渋面は販売車の店主に笑われた。それが大人の味ってもんさ。店主は言って、しまったとばかりに口をつぐんだ。

　俺はそれを見なかったことにする。

　昼前の公園は人も少なく居心地が良い。聞こえてくるのは葉擦れの音と、池に流れ込む水の音。遠くさえずる小鳥の声。

　すり寄ってくる切り込み耳の野良猫はにゃあにゃあ猫らしい声で鳴き、膝上の醜く太った牡の三毛猫、三毛太は返すつもりかぶにゃあと醜い声を上げる。

　背後で響く紙音は、店主が新聞をめくる音。……やたらと気になる気がするのは、紙面の見出しのせいだろうか。

　天使引退。ＩＧＬの仕様ミス。ゲノムデザインは生命への冒涜か――。

　座ったままで振り払うようにのびをする。猫のように。猫と一緒に。見上げた先、木々の間に広がるのはうすら霞んだ、春の空。

　……こんな空を表すのは。

　流れ出たのは低い音。地を這い浸し、どこまでも流れていくような。

　口を閉じる。歌をやめる。低い音も、また、止まる。

　風に舞い遊ぶヒバリのようなと言われていた。何よりも高く澄み、壊れゆくただひとときの宝石を永遠にしたとさえ噂された。つい、二ヶ月ほど前までは。

「やめてしまうの？」

　散歩途中といった風情の老婦人だった。店主からカップを受け取り、ゆったりのんびり歩き出す。

「とてもきれいなバスだわ。『卒業』と聞いて少し残念だったけれど」

　ここいいかしら。俺の返事を待つこともなく、婦人は向かいへ腰掛ける。

「おめでとう」

　そしてにこりと俺を見上げた。

　三毛太がのそりと寝返りを打つ。切れ耳の図体ばかりが大人の『仔猫』は、俺の足下で腹を見せる。婦人は息を吹きかけながら琥珀色の液体を。

　俺はわずかに、口ごもった。

「……おめでとう、なんですかね」

　知らない声。聞き慣れない声。二十数年慣れ親しんだ俺の声ではない俺の声。

「男の子はいずれソプラノを卒業するものよ」

　あなたは少しばかり遅かったようだけど。からからと楽しげに笑う。

「嬉しいでしょう？　大人になるのだから」

　男性は十代半ばでソプラノを卒業し、女性と恋して子供を残すものである。だからやっぱりおめでとう。婦人は言葉を続けて優しく笑んだ。

　メディアはただただ辛辣だった。ボーイソプラノを約束されたＩＧＬ――International Genetic Laboratory――のＳＧα型デザインチャイルド、俗に言う『製品』の声変わりだ。設計ミスだの生命倫理への冒涜だだのスキャンダラスに書き連ね、『不良品』の悲劇を謳った。

　神父でもある合唱団の先生は、神の名の下『成長』した俺を祝福し。次席に位置するライバルは、悔しいだろうと言外に俺へ言ってのけた。

　遊歩道を歩いて行く。ぶらりぶらりと歩いて行く。『面倒見るなら避妊まで』切り込み耳の猫の絵入りの看板が道行く人々を見張っている。

　俺が歩けば、まとわりつくように三毛太も歩く。不細工にでかい甘えん坊、永遠の『仔猫』は時折蹴られてぶにゃあと鳴く。

　ＳＧα型の俺の仕事は少年合唱団で歌うこと。永遠のボーイソプラノを持つ身として、神様よりも不遜で確かなＩＧＬの名の下で。のどの異変を感じ始めた雪のちらつくあの日まで。

　歌うことは嫌いじゃなかった。歌うことは仕事だった。主席をこなし、誰より難しい曲を歌った。生まれる前に刻み込まれた、遺伝子の仕様のままに。

　祝福され、悲劇と言われ、悔しかろうと推し量られ。

　そして『仕事』をなくした今。俺は時間を余らせている。

　ぶなぁ。

　不意に三毛太が声を上げた。俺の足に体当たりをかました後で、茂みの方へと駆けて行く。不細工な身体を揺すりながら、無様に足音を立てながら。

「三毛太？」

　ぶなぁごなぁと声がする。ガサリゴソリと音がする。にゃおんぐるぁと声が返る。猫らしからぬ騒々しさで、そこに居るのがすぐにわかる。茂みの深さを目で測り、近場のベンチに腰掛けた。……そのうち戻ってくるだろう。

　木漏れ日がずいぶん眩しくなっていた。

　人が増えた気がしてみれば、遠くで鐘が鳴り響く。昼だ。

「昼飯は食わんのか」

　聞き慣れたアルトが降ってきた。煙を吐き出す人影が、猫を見るように俺を見下ろす。

　公園は研究所に隣接するから。……研究所内は禁煙だから。

「あんたは」

「なに、まずは物より煙だよ」

　昼飯らしい包みをベンチへ投げ置き、風下を選んで立つ。長い髪が煙とともにそよりとなびいた。

「ＢＧＭをリクエストしても？」

　キンとわずかな音がして鈍色硬貨が降って来る。反射的に手を出せば、額面はコーヒー一杯飲めるかどうか。

「きれいな歌なんか、歌えない」

　ＳＧ型開発主任はからりときれいなアルトで笑う。プロに払う額じゃないだろ。

　ならばと旋律をなぞってみる。オクターブ低い成人合唱団の音階を。こわごわ歌詞を乗せてみる。低く地を這うように広がるように。

　時々音が引っかかる。のどが詰まって、声が掠れる。口が回らず、歌詞が滑る。

　しばらく歌わなかったから。歌う場が、なかったから。

　歌詞が切れる。歌が終わる。

　風が巻き、葉擦れが降る。人々の休み時間を謳歌する声が、合間を浸して響いている。

「歌唱特化のＳＧだな」

　あのとき舌打ちした口が、笑みと溜息を溢してくる。

「あんたが作ったんだろ」

　まぁな。タバコをもみ消しベンチに座る。しとやかさとは無縁な仕草で、サンドイッチにかぶりつく。

　遺伝子活性、ホルモンバランス、環境因子、約十年の遅延の意味。永遠の『子供』の条件のその繊細さ。漏れる呟きは研究者としての彼女の日常。

　そして物を中に入れたまま。

「αとしては耐用超過扱いだが……」

　思いつきのように口を開き。

「続ければ良いんじゃないか」

　のんきに平和にのたまった。

　午後の始業の鐘が鳴る。あーあと彼女は腰を上げる。俺はひらひら手を振って、猫のようにのびをする。

「そういや、三毛太は」

　茂みを示す。そういえば静かになっていた。

　見やる彼女を目で追えば、顔色が見る間に変わっていく。

「……まさか」

　タイトスカートをものともせず、彼女は茂みに足を踏み入れる。かき分け進み、二歩、三歩。

　ふぎゃあ！

　目の前を、細身の猫が横切った。

「どら猫捕獲！　あんたはあっち。絶対捕まえて！」

「……え？」

　訳もわからず走り出した。

　細身の猫は少し離れて毛繕い。近づく気配に再ダッシュ。もちろん俺まで全力疾走。追い詰め逃げられ爪を立てられ。撒かれて探して追い続けて。

　日が暮れる頃ようやく捕獲に成功した。

　＊

　――殺すなんて残酷でしょう？

　多くの人の意見を思う。

　――子を産む幸せを知らないなんてかわいそうだわ。

　どこかの愛護団体は言う。動物はみな『自然』であるべき。

　――ずっと子供でいればいいの。

　何十匹もペットを飼う、大富豪の一言だったか。

　――本能を曲げるの？

　純真無垢なシスターは先生の陰から呟いた。

　＊

　ぐたりと三毛太は眠っている。ほんの一時の眠りの中で、永遠の『仔猫』は強制の『仔猫』に成り代わった。

「知らんがな」

　器具を片付け施術台を殺菌し、彼女はあっけらかんと言い放つ。

「デザインするのも人の都合。避妊、去勢もヒトのエゴ」

　かわいそうとか生き方だとか、思いやるような理由じゃない、と。

「うちの遺伝子署名サインが残ったら困るんだ」

　それこそ新聞が食いつくネタで。

「腕出せ」

　容赦もなく俺の腕に消毒液を塗りたくる。……悲鳴はどうにか飲み込んだ。

「迂闊だったわー。あんたが声変わりするんだもの。予測すべきだった」

　雌猫は檻の中で暴れている。耳欠けのない、おそらく野良猫。俺と目が合い、背中を逆立て威嚇した。

「この猫、どうするんだ？」

「中絶だね。避妊もさせてもらおう」

　野良猫が増えても困る。全部の面倒も見切れない。

　生まれた命を殺すのも面倒。産ませないのが『一番早い』

　かわいそうとか。嬉しいとか。幸せなはずとか。残酷だとか。

　――猫にはまるで関係ない。

「産ませたい。だめか？」

　雌猫は威嚇し続ける。檻の中に閉じ込められた、現状にただ憤る。

「三毛太もコイツも感謝も何もしないと思うぞ」

　雌猫は野良で雑種。三毛太は見た目通りのどら猫だ。血統も何もそもそも研究所製おれのきょうだいで。

　猫が特別好きでもない。どうせしばらくは手を焼かせられることになる。……三毛太のように。

　それでも。

「俺が産ませたいと思ったから」

　かわいそうとか。嬉しいとか。幸せなはずとか。残酷だとか。

　――それは俺の気持ちじゃない。

「着床してるかどうかもわからん。生まれても、子どもは去勢も避妊もする。捨てることは許さん。覚悟ってのはそういうもんだ。それと」

　彼女おやは俺むすこへ人差し指を突き出した。

「仕事しろ。猫のようにふらふらするな。合唱団の代わりの仕事、見つけて就職してみせろ」

『大人』になる気があるのなら。








サークル名　　HPJ製作工房（Twitter）直参　C-47（Webカタログ）

執筆者名　　　森村直也





一言アピール

　SFで近未来と言いつつほぼ現代。

即興掌編から長編まで。無配多数。

機械仕掛けのシニカル・ノベルをお楽しみください！









なんでもない猫の日

青波零也




　秘策――待盾まちだて警察署刑事課神秘対策係は、今日も暇である。

　

　係長の綿貫栄太郎わたぬき・えいたろうの姿もなければ、珍しく他の部署から押し付けられた事務仕事もない。本来の仕事であるオカルト事件の情報もない以上、最近配属されたばかりのヒラ係員・八束結やつづか・ゆいにできることは、対策室の棚で埃を被っている、過去の記録を読み漁ることくらいである。

　机の上に資料を積み、ぱらぱらと無造作にページを繰って文字列と画像を頭に叩き込む単純作業だが、中に書いてある内容はそれなりに興味深い。

　神秘対策係、通称「秘策」とは、Ｃ県警待盾署にのみ存在する係である。

　係の目的はただ一つ、「オカルトが関わる事件の真相解明」。

　ここ待盾市は、何故かはわからないが、古くから怪奇現象の類に事欠かないことで知られている。住人の間では常日頃からオカルティックな噂が囁かれ、「特異点都市」などという通称で呼ばれることもある。それだけ不思議が身近にある場所であり、自ずと不思議な事件も多くなる。

　しかし、人知を超えているように見える事件の中で、それが真に「超常現象」であることは、いくら不思議が身近なこの待盾でもあり得ないはずなのだ。そこには必ず「超常」という言葉の下に、事件の真相と己の罪を隠そうとする人間がいる。

　故に、不思議の国の住人、現実にあり得ざる存在が事件に関わっていないことを証明するため、神秘対策係――秘策が必要とされている。

　とはいえ、秘策の仕事はあくまでオカルトが関わる事件を証明することであり、事件が人の手によるものであるとわかれば、そこからは事件の種類に相当する部署が動く。結果として事件そのものを収拾するのは他の部署であり、元よりオカルト絡みの事件そのものも全体から見れば決して多くない以上、秘策の影はとても薄い。

　そんなわけで、署内でも「一体何やってるんだあいつら」という視線を浴びながら、常日頃から暇を持て余している八束だったが。

「……それ、面白い？」

　資料に没頭している最中、突然割って入ってきた声に意識を引き戻され、はっと顔を上げる。

　大きく見開いた目に飛び込んできた光景は、机の上に山になった、色とりどり、姿もとりどりのぬいぐるみ。そして、ぬいぐるみの群れに君臨する、髪一本残さず剃り上げた頭を晒し、今にも人を睨み殺しそうな血走った目を黒縁眼鏡越しにこちらに向けた、どう見ても堅気には見えない男であった。

　とはいえ、この男が凶悪な顔つきをしているのはいつものことなので、八束はちょうど読み終わった資料の束を示して問う。

「結構面白いですよ。南雲さんも読みますか？」

「いい。眠くなっちゃうもん」

　見た目の印象とは正反対の、ぼんやりと間の抜けた声を返した男は、視線を再び手元に落とす。そこにあるのはピンク色の箱に入った裁縫道具と布と綿、そして少しずつ形になりつつある新たな机上の住人であった。

　南雲彰なぐも・あきら。八束の先輩兼教育係に当たる、神秘対策係主任である。が、この男が先輩らしく振舞っているところは、八束が記憶している限りほぼ皆無。ほとんどの場合において「先輩」や「教育係」という肩書きは、八束に仕事を押し付けるために使われる。

　それで本人は何をしているのかといえば、見ての通りぬいぐるみ作りであったり、編み物であったり、果てには今まさに南雲がカーディガンの上に羽織っている、見るからに温かそうな褞袍どてらの作成だったりする。

　――仕事をしましょう、南雲さん。

　八束は、心からそう思っているし、繰り返し声に出してすらいる。だが、南雲が聞き入れたためしはない。

　行動それ自体に害はないものの、可能な限り仕事に手をつけない。それが、南雲彰のモットーのようだった。はた迷惑なモットーである。

　とはいえ、今日は仕事を押し付けられているわけでもないため、南雲の奇行に文句を差し挟む理由はなく、代わりに気になったことを聞いてみることにした。

「……しばらく、猫ばかり作ってませんか？」

「気づいた？　にゃんこかわいいよねー。にゃーん」

　猫の鳴き真似をするその瞬間も、南雲は眉間に深く刻んだ皺を全く崩さない。表情から言動が読めないのもいつものことなので、適当に流して続ける。

「猫に関係する記念日、近々ありましたっけ」

「猫の日は二月二十二日だからもうちょい先。世界猫の日は八月八日だから既に過ぎてる」

　猫の鳴き声から来た『猫の日』の存在は知っていたが『世界猫の日』は初めて聞いた。また一つ、役に立たない知識が増えてしまった気がする。

　南雲は、仕事に関係のないことばかりよく知っている。自分の興味あることしか記憶しようとしない、という方が正しいかもしれない。その辺りは「忘れる」という能力を持たない八束にはよくわからない感覚なのだが。

「なら、どうして猫なのですか？」

　南雲が作れるぬいぐるみのラインナップは多彩だ。机の上を見るだけでも、テディベアをはじめ、犬、兎、アザラシ、ペンギンなど、ありとあらゆる動物が南雲を取り囲んでいる。何を作るかは南雲曰く「その日の気分」だそうだが、一つの動物を種類こそ違えど大量に作っているのは珍しいことだ。

　すると、南雲は、ぴたりと手を止め、この一週間で揃った猫のぬいぐるみに視線を向ける。アメリカンショートヘア、スコティッシュフォールド、アビシニアン、ペルシャ、ベンガル、マンチカン……。それぞれの特徴をきちんと再現した精緻なぬいぐるみは、きらきらと輝く釦の瞳を南雲に向けている。

　そんな、ぬいぐるみたちの視線を隈の浮いた目で受け止めた南雲は、ぽつりと呟くように言った。

「最近、うちの庭に、よくにゃんこが来るんだ」

「野良猫さんですか？」

「んー、どうかな。いつも来るわけじゃないし、ふっくらしてて毛並みもいいから、どっかで世話はされてんのかも」

　黒地に口元とお腹が白、それに加えて白い靴下がポイントの超美にゃんこなんだよ、と南雲は器用にも不機嫌そうな面に夢見るような口調で畳み掛けてくる。南雲の視線を追えば、黒地に白い口元を持つ猫のぬいぐるみが、白い靴下を履いた前脚を舐めていた。きっと、件の猫を真似たものなのだろう。

「しかも、そのにゃんこ人懐こいらしくてさ、お袋とか真まこととか、毎朝真っ白なお腹もふもふしてるらしいんだよめっちゃうらやましい」

「南雲さんも、心置きなくもふもふすればいいじゃないですか……、って、そっか、猫触れないんでしたっけ」

「そうなんだよおおお何で俺だけダメなんだよおおおおかしいだろおおお」

　つるりとした頭を抱え、大げさな動きで机に突っ伏す南雲を、八束はただ呆然と見つめていることしかできない。

　――南雲は、典型的な猫好きかつ重度の猫アレルギー持ちである。

　その事実を八束が知ったのは最近のことだが、その時も、猫の背中を見送りながら、仏頂面はそのままに切なげな空気を纏っていたことを思い出す。八束の気のせいだったかもしれないが。

　そして、一通り「おおおおお」と言い終わった南雲が、ぴょこんと頭を上げ、うって変わって軽い口調で言い放つ。

「というわけで、猫のぬいぐるみを愛でるという代償行動中」

「はあ」

　わかったような、わからないような。

　とりあえず「家に来た猫に触れない」ということと「猫のぬいぐるみを量産する」という行動が、南雲の中で繋がっているらしい、ということだけを理解した。それだけ理解すれば、十分だったから。

　そういえば、と言いながら、八束は一回閉じた資料の束をぱらぱらとめくり、猫という言葉を含んだページで手を止める。

「過去に猫又が目撃されたという届けがあったみたいですね。特に害はなかったようですが」

「ああ、それは俺も覚えてるよ。八束がここに来る前だな。結局、見間違いってことで片付いたはず」

　確かに、資料の上では「依頼者の見間違いでありその後猫又の目撃情報はない」と締めくくられている。些細な出来事ではあるが、一体どんなオカルト的現象がどう事件に繋がるかわからない。「害がない」と判断することも、秘策の仕事だ。

　他にも似たような出来事はあったのだろうか、と次の資料に手を伸ばしかけたところで、ぽん、と南雲が手を叩く音が対策室に響き渡る。

「あっ、猫がダメでも、猫又なら触れたりしないかな」

「は？」

「尻尾が二股に分かれるんだし、アレルギーの原因になるものも変化してるかも。俺、ちょっと猫又探しに」

　がたっ、と椅子から立ち上がる南雲を一瞥し、はっきりと言っておくことにする。

「南雲さん、変な期待をかけると、期待を裏切られた時のショックが大きくなりますよ」

「あー……。そだね」

　結局、すとんと椅子に座り直した南雲に、八束は資料を繰りながら苦笑する。

「そもそも、猫又なんてこの世に存在しませんよ。以前も見間違いで決着しているわけですし」

「いや、案外、探したら出てくるかもしれないじゃない。いいじゃない猫又、愛でるパーツが一個増えるんだよ？　もふもふ尻尾が二つもあるんだよ？」

「南雲さんって、妙な方向にポジティブですよね」

「いやーそんなに褒めないでよ照れちゃうじゃない」

「褒めたわけじゃないんですけど……」

　言いながらも、八束はちらりと南雲を見やる。猫のように気ままでわがままな先輩は、「照れる」という言葉とは裏腹に、今にも死にそうな顔色に険しい表情を貼り付けている。

　それが「いつものこと」とはいえ、人並みの表情を見せないこの男の真意はいつだってわからないまま。それを、どうにももどかしく感じるのは、果たして八束だけだろうか。

　思っていると、黒縁眼鏡越しの朽葉色の瞳と、視線がぶつかって。

「どしたの、八束。人の顔じっと見て」

「な、何でもありませんっ」

　

　秘策――待盾警察署刑事課神秘対策係は、今日も暇である。








サークル名　　シアワセモノマニア（サイト）直参　A-17（Webカタログ）

執筆者名　　　青波零也





一言アピール

　「幸せな人による、幸せな人のための、幸せな物語」をモットーに、ライトでゆるい物語を綴る空想娯楽屋。謎めく魔法世界の御伽話、不思議に満ちた架空都市の現代もの、終末世界の群像劇など、ＳＦ風ファンタジーを中心に取り扱っています。今回はなんちゃってミステリ『時計うさぎの不在証明』の番外編をお送りいたします。









喪に猫を放つ

坂鴨 禾火




　その日あたしは、タケシが死んだのを町内掲示板のペンキの板に貼ってあったのを見て知った。葬儀は今日だったから、とりあえず髪は昇天ペガサスＭＩＸ盛りだと派手すぎるから、タケシも死んでるし一等減じてＭＡＸ昇天盛りくらいにして出かける。美容院お任せだから正式名称は知らない。葬儀案内にドレスコードの表示はなかったし、今通りがかった掲示板でももう一度確認したけどやっぱりない。でもたぶん服の色は黒だ。そんなことぐらい、あたしも知ってる。

　葬儀屋から頼まれなくてもあたしのクローゼットの中身は黒ばっかりだからどれを着ても間違いない。葬式でなくても一等好きなブラックフォーマルのドレスに、レースの手袋に黒ストッキングに十八センチヒールのうんと足首が細く見えるやつを履いて、その上からアンクレットをあしらいに添える。真珠の黒いみたいなやつ。せっかくなので真珠の（これ白の）イヤリングとネックレスを二連、バッグにはペットボトルの水と煙水晶に紫房の数珠を突っ込んでゴーだ。ドレスは確か葬礼用の奴だったと思うんだけど塗れた毛並みのようにつやつや光った。ベルベットじゃないんだけど。黒繻子。足首丈までドレーピングたっぷりな傍らに大きくスリットを入れる。だから足はしっかり見えるし、その上を流れ落ちる水が後に水たまりを作ったみたいな計算され尽くしたシルエットが最強なのだ。見えにくい方の足首にアンクレットを結んだから反対の足も抜かりはない。ともかく、と遠くに見えてきた葬儀屋お仕着せの鯨幕に思った。黒なんだから問題はない。

　弔問受けに立っていた姑さんがあたしを見て一瞬顔色を変えたが、アイスキュロスのヒラタですうこのたびはご愁傷様でしたこの前お会いしたときにはお元気そうだったのにいと香典を押しつけ盛り髪を下げながら芳名録に名前を書く。アイスキュロスというのはお姉さんの太ももの上に顔を載せて、プラトンだのソフォクレスだのを聞ける妙ちきりんなバーで（頼めばデカルトあたりまで読んでくれる）、妙に人気だったが、お姉さんを確保する方が難しかったらしく今は不定期営業になっている。あたしはパイドンとかゴルギアスとか読めなかったから（一応日本語訳だったけど）、正確に言うとお店が忙しいときに待合いでお客さんとおしゃべりするだけのヘルプを二、三日やっただけだ。心当たりがあったらしい式場入り口のおじさんがさっと目を反らして扉を開けた。遠くからお姑さんがあたしのバッグを睨んでくる。

　何だろうと思って見たら、こないだ出かけるときに付けたでかいファーのポンポンが付けっぱなしだった。なによう、こんなのフェイクじゃない。偽物よ偽物と思ったけど、多分フェイクだろうがお構いなしにファーは駄目っていう頭になっているらしかったからボールチェーンをぶちぶち切って、というか外して目立たないように葬儀場の隅にぽいっと放った。まあ最初からそのつもりだったんだけど。毛玉は転がって耳と尻尾を出すとやがて走り出す。

「ねこー」

　きらきらした幼稚園児の歓声が響いた。良いところの子供みたいな服は制服だろう。そうだねー、猫さんだねーとばつが悪いのを誤魔化しながら空いた手で何か気を紛らわすものがないのかバッグの中を探すと、この前買ったチョコボールが出て来たから箱ごと子供にあげる。子供は喜んで走っていった。キャラメルだけど。あたしはピーナツ派だったんだけど間違って買っちゃったから一口食べたきり放り込んでいたのだ。

　難を逃れた毛の塊が式場の隅に隠れて毛を舐め始めたのを見て、あたしもこそこそと隅の方の席に座った。いまのはタケシのお孫さんなんだろうか。タケシももう六十過ぎてたからおかしくはない。感慨に浸りながら祭壇を眺める。お棺の前でてきぱきと采配をしているのは喪主の奥さんで、まだ四十そこそこのできる感じの美人。確か苦節を共にしていた一度目の奥さんはもう亡くなっていて後妻だ。まあタケシもいい男だし、ばりばりの実業家でお金もあった。ただしあまり勉強が出来た方ではないらしく、そのことを本人も気にしていて、だからあんなにいい奥さんがいるのにアイスキュロスのお姉さんの膝の上で聴く饗宴にハマる。でもそんなことはここで言うべき話ではないだろう。つまんない白と黄色の菊の祭壇の上のタケシの遺影も、菊に併せてクソつまんない顔をしていた。ピンクゴールドの菊ってないかな。

　ざわざわ鳴っていた式場が静まりかえって、扉が開くとぴかぴか禿げのお坊さんが祭壇の前の高いところに来て座った。やがて読経が始まる。木魚のばちがぽこぽこ上がるのが面白い。棒の先を白く包んだのが雪見だいふくみたいだ。そんなことを考えていると、例の扉のところのおじさんと弔問受けのお姑さんが慌てて式場の中に入ってきて、喪主の奥さんに耳打ちをした。その前では経の巻子を読み終わったのか坊主の声が長く伸びて止む。

　それではお焼香を、と言ってまた坊主は前を向き直った。

　縛を解かれた式場内がまたざわざわ鳴る。最初は喪主の筈だったが、その喪主はお姑さんと例のおじさんひそひそ話しながら見る、視線の先がこっちに向いているから、他の弔問客までこっちを見ていた。あたしっから焼香して欲しいってことなんだろうか。誰も何にも言わないから、こういう時のために放っておいた毛玉猫を探したけれど、よく見ると毛玉は例の幼稚園児にがっちりホールドされて身動きが取れないみたいだから、しょうがないと諦めて通路へ出た。黒のドレスが翻る。なによう。近づいてきたタケシの遺影を睨みながら呟いた。菊の花の中のタケシは知らん顔だ。自分だけ天国に行こうとしちゃって。ずっといっしょだって言ったじゃない。そりゃあ奥さんもお子さんもいるのは知っていたけど、でもそっちには言わないってちゃんと決めてたし、タケシも言った事はないはずだ。ずっといっしょって言ってたのに。なによう。腹立ち紛れに香炉をひっくり返すと煙が立ち上がった。火の粉の飛んだ座布団にぶすぶす穴が開いて危ないから、あたふたしているお坊さんの衣首を掴んで引きずり下ろす。そのまま経台の前に立った。やっとタケシと同じ高さだ。お棺には小さな窓が開いていて、そこからタケシの死に顔が見える。タケシは天国に行こうとしているけど、あたしは天国から遠い。全然いけない。ずるい。逃げ切れると思ってるんだろうか。さっきはあたしに扉をあけてくれたおじさんが、今度は引きずり落とそうとアンクレットを掴んだから紐がちぎれた。黒真珠っぽいビーズが飛んでおじさんの顔にまともに当たる。足首が自由になったので、ついでに持ってた数珠も投げつけて、お棺の蓋をぱかんと蹴り上げた。タケシの遺骸にせものではない。たぶん。パイドンとかゴルギアスは読めないけれど、あたしは賢い猫だったから、タケシの遺骸にせものではないことをよく確かめるとひょいと跨いだ。それから通路に降りると車の道を空けに走り出す。

　祭壇の煙は菊の花に回ってもうもうと立ちこめていた。その中で散ったビーズがむくむくと立ち上がる。猫だ。全部黒猫。さっきの幼稚園児がねこ！　と座席で叫んだ隙に、それまでずっとホールドされていた毛玉猫が間をすり抜けてあたしに追いつく。本当はあたしにお焼香の順番が回ってきたときに、毛玉猫には後の方で鳴いてもらってこっそりお棺を跨ぐつもりだったんだけど今更仕方なかった。

　振り返るとスモークみたいになってる祭壇の前で、タケシがむっくり起きあがっていた。そうしてふらふら歩き出す。遅い。超遅い。しょうがないから戻って肩を貸しながら水を口元にあてがってやった。水分補給は結構大事だ。それでもやっぱりふらふら歩いているから、式場の前に来た火車（人力車っぽいやつ。車夫はいなくてめちゃめちゃ燃えてる）に猫が全部収まっていた。後はタケシだけだ。祭壇前から椅子をなぎ倒して奥さんがまさに押っ取り刀で枕刀を構えつつ、ザ・鬼って形相で追いかけて来る。なによう。あんたにはタケシが残した小判があるじゃない。それでも奥さんは追いかけてくるから、しょうがないんでちょっと重いけどタケシを横に抱えて車を呼びつけながら跳躍した。唸れ、あたしの十八センチヒール。尻尾みたいにドレスの裾がぶわっと開いて奥さんの鼻を叩く。タケシ生き返らすことも出来ない人間風情が、あたしとタケシの楽しい旅路を邪魔するなんて出来る筈がない。

　あたしはタケシが食べちゃいたいくらい好きだ。大大大大大好きだ。大好きなタケシを奥の座席に座らせて、あたしはその横に収まると車に出発を命じる。なんだか人力車を呼んだ結婚式みたいだ。周り全部喪服だったけど、考えればこのごろは男は結婚式にも黒スーツなんだから大差ないかと思ってこっちにスマホ向けてるにーちゃんに、マックスハッピーな笑顔を向けた。ゆっくり車が動き出す。

　タケシといればあたしの地獄も楽しい地獄、退屈な菊の花と蓮の台がひしめき合ってる天の国とか極楽よりも刺激に満ちたエンターテイメントが充ち満ちている。プラトンだのソフォクレスだのが地獄にいるのかは知らなかったけど、たぶん別府とかにもつながっているはずだ。そうしたら九州をぐるっと回って、ついでに四国と西国も回って帰ってくればいい。あたしとタケシを載せて冥途に向かうはずの車は音もなく宙に浮かぶと、異次元みたいに真っ黒な奈落にまっすぐつき進んでいった。








サークル名　　ねこまた会（Twitter）委託-02（Webカタログ）

執筆者名　　　坂鴨 禾火





一言アピール

　委託「ねこまた３巻」は王道ファンタジー「ソード＆シールド」（宮音）＆死体祭りin京都の「老花月」（坂鴨）に加え、ファンタジー観をめぐる座談会を収録。盛り髪のお姉さんは必ずしも出ませんが、いろんなファンタジーが楽しめます。どうぞご覧くださいませ！









桜池の鈴

Ｎａｇｉｓａ




　明治中期、桜の蕾が少しずつ開き始めた頃のこと――

　江戸から続いた呉服屋の娘、絹江と、その母、静江、そして静江が嫁入りの際にどうしても連れて行きたいと願った猫の小町が白昼堂々と姿を消したのだった。

　老舗の呉服屋の中でもひと際人当たりのいい旦那、その旦那を支える妻の静江の姿はとても仲睦まじく、娘の絹江が生まれてからは親子三人、誰もが羨む理想の家族だった為、恨みを買うとは思えないと、彼らを知る者たちは、聞き込みに来た警察に話す。

　事件か事故か、判断ができる決定的な証言を得ることができないまま、夕暮れになり夜になると、静江が変わり果てた姿で戻って来た。

　目を奪われるような清楚な美しさは欠片もなく、全身が泥に塗れ、着物も辛うじて大事なところだけが隠せているにとどまり、本来の着物としての用途を満たしていなかった。

　ただ事ではないと誰もが思ったが、それを口にしなかったのは、まだ愛猫と愛娘が戻っておらず、それらを彼女が知っていると思ったからだったが、その思いは砕け散る。

　静江の証言が一転二転するので、確証を得るには難しいと判断、さらに静江がどんな目にあったのか、それを問うと、情緒不安定になり彼女を知る者は別人に見えてしまい、やはり深く追求することが出来なかった。

　それから七日が過ぎたある晩のこと、ふたりと一匹が忽然と姿を消してから八日目の夜、呉服屋の店先に絹江の姿が在った。

◆◇◆◇◆

　絹江が戻ってから四十九日が経過すると、絹江に更なる変化があらわれる。

　この年、絹江は八歳になっていたが、美人が故の宿命か、実際の歳よりふたつからみっつ歳上に見られてしまうが、身体つきは八歳の平均とそう大差はなかった。

　しかし、戻って来た時の絹江の姿は、十四～五歳の顔つきで、八歳にしては女の身体つきにもなっていた。

　八日でそれほど成長するだろうか……

　成長してしまうほどの経験をしたというのだろうか。

　そうだとしたら、どんなことが絹江の身に？

　父親も警察もそれらを聞くが、絹江も静江も固く口を閉ざし、消えていた間のことを話すことはなかった。

　成長した姿も見慣れてしまえば、もしかしたら知らぬ間にそうなっていたのかもしれない。

　子の成長は早いという――絹江の父は、そう思うことで、妻と娘が忽然と姿を消した謎の出来事そのものはなかったことにしよう、記憶の奥深くに閉じ込めて蓋をして、新たな記憶を上書きすることで、あれから四十幾日を暮らし、今に至る。

　やっと元の暮らしに戻れたというのに――口には出さないが、そういう目で絹江を見ていた。

「絹江、そこで何をしている？」

　夜、寝る前に店の方の確認をするのが、父の最後の仕事となっていた。

　部屋に戻ろうとした時、台所から聞こえる物音が気になり覗いてみると、そこには素肌に着物を羽織っただけの姿の絹江が、何かを夢中になって食している。

　髪は乱れ、食べる音を響かせ、その姿は飢えた獣のようにも見える。

　実の娘に声をかけるのに、かなりの時間がかかるほど、衝撃的な光景だった。

　衝撃的な光景は更に続き、振り返った娘の目が光り舌なめずりをして見せる。

　それでも出来るだけ平静を装い、声をかけ続けた。

「夕食では、味付けに要望を出したそうだね、絹江。味の好みが出るのは、大人になりつつある証拠だな。大人は、そのように夜中に漁るように物を口にしたりはしないものだよ、絹江」

　叱りつけるつもりは初めからなかった。

　このまま他愛のない話でも出来たら、何かが変わるかもしれない――そんな気持ちで声をかけた。

　だけど、絹江にはその思いが伝わらなかったようで、奪われると思ったのか、叱られると思ったのか、威嚇するような唸り声を出して父親の横を走り抜けて出て行く。

　その行動はまるで猫そのもので、気づけば、いつ付けた傷だろうか、手の甲に引っかかれたような痕からうっすらと血が滲み出ていた。

◆◇◆◇◆

　絹江、静江、小町の件から幾年月が過ぎ、明治・大正・昭和と時代も変わり今は平成、この平成と呼ばれる時代のとある年の夏の日のこと。

　その夏は雨が降らない日が続いた干ばつの年で、池などが干上がることも珍しくなかった。

　市の中心部は栄えて近代的なビルが建ち並ぶが、そこから数分車で移動をすると、昔懐かしい自然の風景がわずかに残っている。

　歴史を感じさせるしだれ桜あり、その近くには桜池と呼ばれる池がある。

　その池の水位が減り、底から子供の白骨が見つかったのだが、誰なのか、判明することが出来ないまま翌年の春を迎えると、八十半ば頃の老女がしだれ桜を眺めながら、こんな話をし始めた。

「明治の中頃、老舗の呉服屋の娘と妻、そして飼い猫が忽然と姿を消したが、その日の晩に妻が、八日後に娘が戻ってきたが、飼い猫が戻って来ることはなかった。その一件から四十九日が過ぎた頃から、娘が異常な行動をし始める。魚油を異常なほど口にしたそうな。江戸時代から続く呉服屋、明治になっても昔ながらの灯りをともしていたのだろう。行燈は高価になり、安価な魚油を使うことが多くなった頃だ。あんたらは信じるか、化け猫の存在を。行燈を好むと言われている化け猫、行燈に代わり魚油を好んでも不思議ではない。娘の名は絹江と言ってな、戻って来ない飼い猫の小町を思い、気がふれた。絹江の身体には小町が憑りついているなどと言われてな。だが、それらは全て間違いじゃったということか。ほれ、見てみい、あの辺りなのだろう？　子供の白骨があったのは。あそこに転がっている小さなものは鈴ではないかい？　猫の小町にはな、ふたつの鈴が付いていたそうだが、そのひとつを絹江が持ち帰っている」

　そこまで話を聞くと、老女が何を言おうとしているのか、だいたいの憶測はできる。

　とても考えられないことだが、ふたりと一匹の身に何かが起きて、ひとりだけ戻ることが出来なかったと考えられる、それが絹江だ。

　おそらく、起きた何かは、絹江が桜池に落ちたかなにかだろう。

　一緒にいたであろう、母の静江は必死に娘を助けようとしたはずだが、それが叶わなかった。

　その様子を、猫の小町も見ている。

　小町は静江が嫁ぐ時にも一緒にと実家から連れてきた猫で、絹江が生まれた時から小町はずっと一緒だった。

　救えなかった静江の気持ち、ひとりで残る絹江の寂しさをなんとかしたいと考えた結果、鈴のひとつを自分の代わりに残し、絹江の姿に化けて静江の元に戻った。

　四十九日は忌明けで喪に服す期間が終わることを意味する、その日を境に絹江の様子が明らかにおかしくなったのは、今までは絹江の魂も近くにあったが、その日を過ぎてから小町の猫のとしての本質が強く出たことから……とも考えられる。

　何年生きたら化け猫になるのか、その決まりはないと思うが、小町は八年以上生きていることになる、化け猫になる可能性は十分にあると言ってもいい。

「こういう話を聞いて、あんたらはどう思うかね？」

　老女がしだれ桜を見ながら訊く。

　そしてこう続けた。

「私はね、猫の深い愛情のあらわれだと思っとるよ。その確信は、あの鈴が物語っている。そう思わんかね？」

　確かに、そういう解釈もできる。

　だが、真意は当事者にしかわからない。

　それでも、猫の小町が絹江の姿を真似て静江の元へ戻った話は、美談としてこれからも話伝えられていくのだろう。

完結








サークル名　　Black69cross（URL等無し）直参　C-40（Webカタログ）

執筆者名　　　Ｎａｇｉｓａ





一言アピール

　メインは二次創作です。オリジナルの活動固定ジャンルはなくその時に書きたいジャンルを扱っておりますが、頒布物は内容に関係なく全て１８禁とさせて頂いております。ご興味頂けましたら年齢確認できるものをお持ちになってお立ち寄り頂ければ幸いです。宜しく願いします。









長靴を履いたスコの恩返し

たつみ暁




「森山義希、恩返しに来たぞ」

　ガソリンスタンドでのバイトを終え、コンビニ弁当の入った袋をぶらぶらしながら、一人暮らしのアパートへ帰り着いた俺を出迎えたのは、膝までの背丈しか無い、一匹の猫だった。

　耳がクタンと垂れているこいつは、スコティッシュフォールドとか言ったか。

　付き合って一年になる彼女が、

『スコはほんっとうに可愛いの。でも、耳が塞がってるからこまめにお掃除してあげないと可哀想な事になっちゃうんだよ。その手間も楽しいんだけどね』

　と、自宅のスコについていつものろけているので、少々の嫉妬を覚える程に、記憶に染みついている。

　だが、こいつをただの『一匹の猫』と呼んで良いものか。立っている。革の長靴を履いた二本足で立っている。そして偉そうに腰に手を当ててふんぞり返り、喋ったのだ。

　……うん、きっと疲れてるんだ、俺。今日も年度末の繁忙期でてんてこまいだったしな。幻覚と幻聴だ。

「おいおいこらこら無視するんじゃない」

　すいっと横をすり抜けて玄関のドアを開けようとすると、長靴を履いたスコは慌てて二本足でつとつとと俺の前に回り込んで来て、にょきっと爪を出した両腕を掲げ、威嚇のポーズを取った。

「憶えておらぬのか。我は十五年前、お主に命を救われた猫だ」

　憶えていない訳ないだろう。俺は溜息をつく。

　あれは小学四年生の冬の下校中。猛スピードの車に轢かれそうになった猫を、ほとんど条件反射で車道に飛び出し助けて代わりにはねられ、三日ほど意識不明になった事がある。忘れたくても忘れられない生命の危機だ。こいつがあの時の猫だというのか。

「猫は二十年生きると猫又になる。我は先日生誕二十周年を迎え、めでたく猫又となり、お主に恩返しをしに来る事が出来た訳だ」

　二十年生きるとかどんだけ長生きだ。スコは特別な掛け合わせだから寿命が短い、とも彼女は言ってなかったか。というか、完全に外国猫のはずのスコが猫又って何だ。日本妖怪と西洋妖怪の垣根を軽々と超えて来るな。

「はいはい、わかったわかった。で、その猫又さんが俺にどんな恩返しをしてくれるんですか」

　折角コンビニで温めてもらった麻婆弁当が、また冷えてしまうではないか。出来るだけ早くこの話を切り上げて、非現実じみた夢から覚めようとおざなりな返事をすると、猫又スコは、顎に手をやり、にやり、とやけにニヒルな笑みを浮かべてみせた。

「我はお主に人生を救われたからな。我もお主の危機を救ってやろうと思ったまでよ」

　人生って。猫なのに人生って何ですか。俺の心の突っ込みも無視して、スコは先を続ける。

「お主は今、大きな悩みを抱えているだろう。それを解決しておいた。涙ちょちょぎれて我に感謝するが良いぞ」

　恩返しの相手の意向も聞かずに事後報告ですか。ていうか恩返しに感謝するって堂々巡りになるんじゃないのか。俺のスコに対する脳内突っ込みが止まらない。

「それではな、義希。お主の人生が幸いに溢れる事を祈っておるぞ」

　言いたい事だけ言い切って、スコはかつかつと長靴音を立て、片手を振り振り、二又に割れた尻尾を振り振り、アパートの階段を降りてゆく。

　何だったんだ一体。白昼夢にしては時間が遅すぎる。幽霊に出くわしたと考える方がしっくり来る。

　猫なのに狐につままれた気分でぐったり脱力し、玄関の鍵を開けて部屋の電気を点ける。その時、上着のポケットに突っ込んでいたスマホが、軽快な着信音を奏で出した。

　発信者は『母』。無視したい気持ちを少しだけ抱きながら、仕方無く『着信』を選び、電話に出る。

『もしもし、義希？』

　電話の向こうの声は、最近聞いてばかりだったヒステリックなものではなく、落ち着いたそれ。

『今日ね、正輝が捨て猫を拾って来たの。スコティッシュフォールドっていう、珍しい猫なんだって。すっごく可愛いの』

　正輝とは五つ年下の俺の弟だ。このところ喧嘩が絶えずに、すわ離婚秒読み段階かと思われていた両親。そこへ、大学生という大事な時期に一人置いて俺だけ家を出てしまった事に、罪悪感をおぼえていなかった訳ではないが、あいつ、そんな事をしたのか。

『それでね』

　母の弾んだ声が続く。

『お父さんと三人で必死になって猫ちゃんの面倒を見ている内に、喧嘩ばかりしていたのがばかばかしくなっちゃったねって話になって。もう一度皆で頑張ろうよって仲直りしたの。義希にもずっと心配かけちゃって、本当にごめんね』

　かちり、と。

　頭の中のパズルのピースがはまった。

『お主は今、大きな悩みを抱えているだろう。それを解決しておいた』

　長靴を履いたスコの台詞が蘇る。正輝が拾って来たスコによって解決した、家庭崩壊の危機。

　あまりにも出来過ぎた感が無くもないが、自然と笑みが浮かんで、ぷっと吹き出してしまった。

『どうしたの、義希？　笑っちゃうくらい変だった？』

　電話の向こうで母が小首を傾げる気配がうかがえる。

「いや、良かったなって思っただけだよ」

　麻婆弁当は冷めてしまっただろうが、俺の胸には今、温かい灯がともっている。

「今度、お土産持って帰るよ」

　両親仲が悪くなってから実家には寄りつかずにいたが、近い内に彼女を連れて帰ろう。スコ好きの彼女だ、きっとうちのスコの事も好きになってくれるに違いない。いわんや、家族も彼女の事を。

　スコの恩返し、か。

　なんて駄洒落みたいな事を考えながら、俺はバイトが休めそうな日を探し求めてカレンダーを眺めながら、彼女から教わった猫の世話の仕方について、母と話し続けるのだった。








サークル名　　七月の樹懶（Twitter）直参　A-18（Webカタログ）

執筆者名　　　たつみ暁





一言アピール

　普段は物騒なファンタジーを書く事が多いですが、今回のアンソロについては、「お題は『猫』、何か穏やかな話を！」と模索した結果、ほのぼのした話になったと思います。ちなみにこの話はスピンオフであり、前フリの物語が存在します。それを収めた短編集は、テキレボ３当日に残部があるといいな、というかんじです。









猫の王

孤伏澤つたゐ




　猫の往来ばかりしかない、その狭い空間を、ぼくは王国と呼んでいた。

　握りつぶされた発泡酒の空き缶が転がり、食い散らかされたキャット・フードとその袋もしたいままに放置されて、雨が降ると猫の尿と下水のにおいがする、雨が降らないだけのその王国では、猫に餌をやるのに皿を使わない。袋を剃刀で十字に裂いてひろげておくと、猫たちはめいめい頭を突っこんでそれを食べ、尽きると男に向かってニャアと鳴いた。

　猫は何匹もいた。一匹、二匹の数ではない、十を超える四足が餌を食い、午睡に丸くなっているのだ。

　王国には郵便すら、ほとんどとどかない。月末にまとめてとどく光熱費と水道代の請求書だけが、外とのつながり。――外の人間たちは、王国の住人をほとんど存在しないものとして扱っている。存在を把握しているのは、請求書類の送り主くらいで、それだって紙の上でのことだ。

　王国をゆききするのは、猫たちと、男だけ。

　男は、世の中から抹消されていた。

　王国にははじめ、男がひとりと猫が一匹いたという。猫はいまも殖えつづけているが、人間はひとりから殖えなかったらしい。――いや、時折は増えた。

　けれどすぐ、人間はひとりになるのだという。王国にはたまに、人間があらわれ、居着くことなく去ってゆく。王国は人間には棲みづらく、人間がやってきては去るというくりかえしを、男はみおくりつづけた。

　そんなはなしを、ぼくは猫から聞いた。

　その雄猫は左目が盲いていたが（仔猫の時分に罹った感染病が原因らしい）、王国のあらゆることを知っていた。男が寡黙な分、雄猫はよくしゃべった。去ってゆく人間を男が引きとめたことがない、というのも猫が教えてくれたのだ。

　またくる、と言いのこす人間もいたが、おなじ人間が二度あらわれることはないのだと、猫。

　きみもそうだろうと、わずかな冷笑すらむけられた。

　ぼくは、王国にはいりこんだ何番目かの人間だった。

　その雄猫が答えられなかったのは、これまで何人の人間の出入りがあったのか、ということくらいで。それを知っているのは、ばばだけだ、と言った。

　ばばというのは雉虎模様の老猫で、かの女は男よりもしゃべらない。緑の大きな目を見ひらいて、いつもどこかを睨んでいる。かの女はぼくとおない年なのだそうだ。男と最初に王国にいた猫、ばばはだから、ばばなのだ。

　ばばのはなしをくわしくしておこう。かの女は男ともっとも長い時間をすごしている存在で、他の猫たちもかの女には一目置いている節がある。焦げ茶の毛で鼻の周りだけが白い。下顎には牙がなく、加齢ゆえではなくそれは生まれつきなのだそうだ。これは男から聞いたはなし。男はかの女が生まれたときから二十年以上の時間をともに分かちあっていることになる。

　ばばはふとった猫だ。王国の猫たちのうちで、ばばはママの次に太っているだろう。焦げ茶のからだをいつも横たえているが、巨大なとろけたチョコレートアイスのようで、一日のほとんどをそのチョコレートアイスの擬態ですごしている。

　だからぼくは、すぐにかの女の存在をわすれてしまう。ぼくがかの女をかの女としておもいだすのは決まって男に抱かれているときで、そんなときかの女は焦点を一点にしぼってぼくだけを見ている。

　ぼくはかの女の視線がおそろしかった。猫が空間のある一点を見つめているとき、それは霊的ななにかをとらえているのだという迷信がぼくの恐怖を増大させた。

　肉体という可視の覆いによって隠された内側を透視されているような気になるのだ。かの女はぼくのうちの空虚な亡霊を、注視している。

　ぼくは、かの女とはなしをしたことがない。かの女からはなしかけてくるこ とは一切なかったし、こちらからはなしかけるつもりは一切なかった。――ヴェルサイユ宮殿の掟じゃないけれど、この古老に、つい一週間前にまよいこんだ人間がはなしかけることなど言語道断なのだ。

　そして、かの女たちにとってぼくは王国に足を踏み入れてその平穏を乱すだけみだしてたち去る、ぶしつけなこれまでの人間たちと、なんら変わりはなかったのだ。

　猫のはなしばかりではなく、王国に属さない王国の住人のはなしもしよう。

　ガラスに四方を区切られ、猫たちの爪から守られてゆらゆらとまどろむ朱い魚たち。王国にあって、唯一王国のことわりから逃れうる存在。かれらは王国の傍観者であった。

　かれらは縁日の夕過ぎ、男が持ってきたという。ビニルの巾着に五つばかり泳いでいるのを、猫たちのとどかぬよう梁につるし、どこかでひろってきた埃まみれの水槽を丹念に拭いて砂利を敷き、浄水器を取りつけた。魚がその中を泳ぎだすさまを、片目の雄猫は少しだけ熱っぽく、ぼくに語って聞かせた。猫たちは、生簀の中に生餌がはなされたのだと思ったとか。――猫たちは、水槽に見入っているときがある。猫らなりに、前脚のとどかぬ生餌をいかにして腹におさめるかを思案していたのだろう。魚が白い腹を水面に浮かべると、男はそれをつまみあげて近くにいる猫に与える。猫はそれを待っている。

　四本の足を揃えて眼を凝らす猫に食われて、瞼のない目で王国を傍観しつづけるしかない魚たちは、ようやく、王国の一部となる。

　かさねていうが、それが王国。ひとりの男と、かぞえきれない猫が、金魚に傍観されて朝をむかえ、夜をおくる。

そこでぼくと男は缶詰に直接手を入れて食事をし、子猫がじゃれるように抱きあい、倦んだら眠った。

　ぼくは、死んだ金魚を食わないだけのけもので、あった。

　ふたたび、猫のはなしをしよう。王国の猫の正確な数はわからないが、つねに顔を見るのは金色の毛の隻眼とばばをあわせた六匹で、あとは思い出したときにふらりと餌だけを食べにくるものや、散歩の途中に立ち寄るもの、雌猫を求めて旅をしているものが、時折あらわれる。

　かれらはたいてい居ついている猫のすきを見て餌をむさぼり、雌猫を犯し、見つかると追い立てられて時には制裁を加えられることもあった。猫の正確な数がわからない、というよりは、何匹が王国に属する猫であるかがわからないと言ったほうが、語弊はすくないかな。

　男は、王国の猫であろうと外の猫であろうと、猫に対しては平等だった。猫は、猫である、というだけで王国に存在することを許されていた。

そして、ぼくは人間である、というだけで、いずれ王国から去っていくものと見なされている。

　ぼくにはなしかける猫は、隻眼の黄色い猫――マサムネだけだった。

　ほかの猫たちもそうだけれど、かれは当初、ぼくを避けていた。ぼくを、というより、かれの場合は人間を避けていた。かれは男に対しても一定以上の距離を保ってちかよらない。ほかの猫たちのように餌をねだるなんてなかったし、さわらせるなんてもってのほか、という態度だ。視界が半分欠けているから、その分警戒心がつよいんだよと男は気にする風もなかったが、その隻眼の猫が本を読むぼくの膝にすりよってきたのは、ぼくがいくらか王国の悪臭になれたころだったろうか。

　本を閉じることもページを繰ることもできず、毛のみじかい雄猫の胴体をもてあましていると、

「マサムネという名を知っている？」

　と、雄猫は金色の左目だけでぼくを見上げ、問いかけた。

「知ってる。独眼竜のことでしょう」

　だからあなたはマサムネなのかとぼくが問いかえすと、雄猫は不服だったらしく、ニャアとひくく鳴いた。

「ぼくはニンゲン族の歴史のはなしなどしていない。ぼくがいうマサムネとは、猫族の偉大な王の名だ」

「猫にも王がいるのか」

　的外れな返答に、猫はぐうと喉を鳴らすと、人間にすら王がいる、猫族にもいて当然だろう、と言った。

「いわゆるfelis silvestris catusとニンゲンたちが呼ぶところの我々猫族の王の名だ。いまの猫族とニンゲン族の和平を築いた猫さ。かれは片目がなく、金色の瞳と毛をもっていた。だからぼくはマサムネと呼ばれている。君のいうところの独眼竜はぼくたちの王の名にあやかったにすぎない。ニンゲン族にはなんとかいうことわざがあるだろう。“名は毛をあらわす”」

　雄猫があまりにまじめくさっているので、ぼくは思わずふきだしてしまった。さかしらげな口をきいたところで、かれはやはり猫だ。

「“名は体をあらわす”だろ」

　からだとおなじくらいあるのではというながい尻尾でぱたりと床をたたいて、雄猫は、そうそれだとあっさりあやまりを認めた。

　ぼくはやわらかそうに見えるかれの背を撫でた。逃げられるかと思っていたのだが、ゴロゴロいいながら、ぼくの太腿に前足をのせた。予想していたよりも毛足がみじかくかたい毛で、背骨の感触がなまなましい。

　雄猫をなでていると、男が奥から顔を出し、ぼくを呼んだ。伸び放題で櫛をとおさないの髪はからまって、みなちがう方をむいていた。

　マサムネがちらと男を見る。男はまだ寝ぼけている眼で、ぼくにひっついている雄猫を一瞥すると、「なんだ、おまえ、こいつには懐くのか」 と、めずらしいきのこをつみとるみたいに手を伸ばした。

　雄猫がひょいと水槽の上に跳んで逃げると、男はつまらなさそうに顔をしかめ、こんどはぼくをその腕に抱きこんだ。

　節くれだった分厚い手をこばまず、簡単につかまるぼくを、男は王国の、もっとものろまで、からだの大きないきものだとかんがえている。

　ニンゲンはこわいいきものだから、逃げなきゃいけないんだよ。

　男はからかうようにぼくの耳元で、そう、笑った。

「人間はすぐに仔猫をさらってゆくからね」

　仔猫が生まれるたび、行方の知れなくなるものが何匹かいるらしい。スコティッシュ・フォールドの血の混じったママの仔は、とくに。

　それをおぎなうように、かの女はいつも、仔猫を生み、それを抱えているのだ。

「マサムネは俺にもさわられたがらない」

　いまは水槽の上に陣取る雄猫は、彫像のように動かない。

「猫族の王の伝説をはなししてくれた」

　あまり器用でない手つきでぼくのブラウスのボタンをはずしてゆく太い指を、押しのける。

「猫には猫の神話があるらしい」

　金魚たちがまどろむ水槽の上で、黄色い猫は、金色の瞳を見ひらいて、人間を見ている。

　ぼくは雄猫によく見えるように、男の後頭部に腕を絡めてかたい長髪を梳いた。絡まって指の関節にひっかかるのを強引にとおす。猫の撫で心地とはちがう、指にまとわりつく男の髪が、ぼくは好きだった。からだにまわされた腕に力がこもる。抱きすくめられて、ぼくはぼんやりと天井の梁の線を目でなぞった。

　男に、猫の神話についてたずねてみたかった。だが、かれはそんなことに興味はないはずだと気づいて、――知っていたとしても、きっといまは話してはくれないだろう――やめにした。彼はきっとそこまで猫たちに興味を持っていない。

　ぼくたちは、完全に外とへだたった王国で、律儀に衣服を身につけて人間の生活をまねている。滑稽でいとおしく、猫たちが決していとなむことのできない人間の毎日を演じる。

　肩から背中への線をなぞるように、荒れた手のひらがぼくから人間を剥いでゆく。その手がわずかな痛みをともなってぼくの背をすべるとき、ぼくはいつも悲しい。

　隻眼の雄猫は、こんもりと丸くなって、まだ、ぼくたちを見つめている。

　見ひらいた瞳。王国にむけられて、それはひとつの惑星のように、まるい。








サークル名　　ヨモツヘグイニナ（Twitter）委託-13（Webカタログ）

執筆者名　　　孤伏澤つたゐ





一言アピール

　静かに暮らしています。









奥州平泉猫騒動

ひなたまり





「わー！　こらっ、ちょっと、待ちなさいよ！」

　毛越館けごしのたち中に響き渡る那津なつの声に、基衡は筆を止めた。

　基衡はゆっくりと立ち上がると伸びをし、広大な池をたたえる庭を眺めた。庭に咲く梅の花々と、ウグイスの可愛らしい鳴き声が、待ちわびた北の春を告げる。

　ここは、陸奥国平泉。東北を治める大豪族・藤原清衡の本拠地である。基衡は、清衡の次男で十七歳の青年だ。平泉・毛越の地に館を建て、正室の那津と暮らしていた。

　昨年の春に祝言を挙げたばかりの、基衡より二歳年上の妻・那津は、北の方となってからも少女の如くのびのびと過ごしている。

（那津は、生まれも育ちも筑紫の島だからな。北対で、じっとしていられないのだろう）

　基衡はクスクスと笑い、声の響く稽古場に向かった。

　那津は、陸奥の大戦で源氏に敗れ筑紫大島に流された、安倍宗任の末娘である。父母を亡くした那津は、十三歳の秋、従兄の藤原清衡に呼ばれてこの平泉にやってきたのだ。幼少の頃より、父・宗任からあらゆる武術を学んだ那津は、この平泉でも指折りの弓の使い手だ。

（また季春と、矢馳せ馬対決でもしているのかな。それとも剣術の試合か）

　季春すえはるとは、基衡の乳兄弟で、藤原家筆頭家臣・信夫佐藤氏の嫡男である。二十歳の季春は、平泉一の武者と讃えられていた。その季春を、那津は矢馳せ馬で負かしたことがあるのだ。剣術でも互角の戦いを見せる。

　これは楽しみだと、基衡は笑みを浮かべながら稽古場へ向かった。

　しかし稽古場では、小袖袴姿の那津が地面を這いずり回っていた。季春は床下を覗き込み、何か呼びかけている。

「何をしているんだ、お前ら」

「あっ、若！　そっちに行ったから捕まえて！」

「へっ？」

　那津の声に、基衡はキョトンとした。

「若、仔猫がそこに！　あっ！」

　季春の大声に驚いたのか、タカタカと白い仔猫が走り出した。基衡は思わず駆け寄り、両手を伸ばして仔猫を抱き上げた。

「なんだお前、ずぶ濡れじゃないか」

　仔猫は基衡の腕に顔を擦りつけ、プルンと震えた。袖が濡れるのも構わず、基衡はそっと仔猫の毛を拭った。

「季春、乾いた布をくれ」

「あっ。は、はい、若！」

　季春から麻布を受け取り、基衡は丁寧に濡れた毛を拭き上げた。仔猫はうっとりとした表情で、基衡に抱かれている。

　麻布で拭くうちに、猫の毛は空気を含みふんわりとなる。ふわふわの白い毛並みが、基衡には心地良かった。

「どうしたんだ、この仔猫は」

「那津様が、遠乗り中に拾ってこられたんですよ」

　季春はぎろりと那津を睨んだ。那津は季春にとって、敬愛する主君の妻、そしてこの毛越館の北の方である。しかし一方では、幼馴染であり親友であった。季春は実の兄のように那津の世話を焼いていた。

　那津は肩をすくめた。

「だってこの寒い中、河原で泥だらけになって鳴いていたのよ。可哀想だったのよ。だから拾ってきて洗ったの」

「ふぅん。でも那津、猫は水に濡れるのを嫌がるんだぞ」

「そうなの？」

「だから、洗うときは丁寧にしてやらなきゃだめだ」

「へぇ、知らなかった。ごめんね、手荒くしちゃった」

　那津の言葉に、仔猫はニャーと鳴いた。猫って人間の言葉が分かるのかしらと、那津は目を丸くした。

　基衡は仔猫をじっと見つめた。仔猫は茶色の瞳をうるうるとさせ、基衡を見上げている。

「ね、若。この猫、飼っていいでしょ？」

「那津様！」

　那津の願いに、季春は眉をつり上げた。

「なんで季春が怒ってるのよ。飼っちゃだめなの？」

「あのですね、俺は猫を拾ってきたことを怒っているんじゃないんですよ。この毛越館の北の方とあろう女性が、供を付けずに遠乗りなど……」

「えー、たまには良いって、季春は言ったじゃないの」

「たまにはどころか、あなた、毎日毎日お一人で遊びに行ってるでしょうが！　探し回る俺の身にもなって下さいよ！　あなた様にもしものことがあったら、俺は若や御館みたちに首をいくら差し出しても足りないんですよ！」

　季春の怒鳴り声が響き、仔猫がミャーと心細げに鳴き声をあげた。基衡は微笑み、仔猫に頬ずりした。

「よしよし、もう大丈夫だぞ。俺が飼ってやるから」

「えっ、若。拾ってきたのは、私だよ？」

　那津がプゥと頬を膨らませた。

「確かに那津が拾ってきたけど、那津は猫を飼ったことがないだろ」

「まあ……。島で暮らしていたときは、猫は湊にたくさんいたけど、飼ったことはないわね」

「猫を飼うには、知識が必要だ。飼い主に知識がないと、猫は安心して暮らせない。それに、俺が飼うってことは、那津もこの子の面倒を見たり抱っこ出来るってことだろ」

「それもそうか」

　那津はにっこりと猫に笑いかけ、ちょんと毛を触った。

「知ってるか、那津。猫は、経典をネズミから守ってくれる、貴重な存在なんだぞ」

「あら。若ったら、物知りなのね」

「……と父上が言っていた」

「なーんだ、御館の受け売りか」

　仔猫は基衡の膝の上で、ゴロゴロと喉を鳴らしている。

「そうか、そうか。腹が減ったか」

　基衡は仔猫に微笑むと、厨くりやに向かった。那津と季春も、基衡の後を追う。

　厨の侍女から粥を分けてもらい、仔猫に近づける。仔猫はしばらく椀の周りを回り鼻をひくつかせ、粥を舌先で掬った。しばらくすると、椀をカタカタ鳴らしながら、仔猫は粥を啜った。ちゅくちゅくと粥を啜る仔猫の様子を見て、三人はホッと胸を撫で下ろした。

「可愛いわね」

　那津がうっとりと仔猫を見つめた。

「ねえ、若。この子の名前、なんて付けようか」

「那津が決めろよ。那津が拾ってきたんだ」

「えっ、いいの？」

　那津の顔がパッと明るくなり、基衡は嬉しくなった。基衡は那津の笑顔が、子どもの頃から大好きなのだ。

「雌猫だから、女の子らしい名前にしてくれよ。太郎とかじゃだめだぞ」

「わかってるわよ。うーんとね……、じゃあ、小夜さよがいい」

「小夜？」

「私の故郷の大島にはね、夢の小夜島という、それは綺麗な小島が沖に浮かんでいるのよ。潮が引くと、小夜島に渡ることが出来るの。緑の松と赤い鳥居が映えて、とても美しい眺めなのよ」

「そうか……」

　夢見るように故郷の大島を語る那津に、基衡は目を細めた。

　故郷を離れ、はるか北の平泉に一人でやってきた那津。初めて見たときは愛らしい姿にときめき、次に見たときは凛々しく弓を引く姿に惚れ惚れとしたものだった。

　いつか那津を、彼女の故郷に連れて行きたい。平泉からは、博多への商船が出る。俺は船に乗り、那津の故郷を二人で訪れたい。いや、季春も一緒に、仲良く三人で。

　いずれ偉大な父・清衡の跡を継ぐ自分には許されないことだと基衡には分かっていたが、それでも願わずにはいられなかった。

　仔猫は粥を平らげると伸びをし、基衡の膝に乗り、丸くなった。

「小夜、小夜や」

　基衡は仔猫の名を呼び、毛を撫でた。小夜は腹が満たされたのか、ニャーとか細く鳴き、背中を丸めて目を閉じた。








サークル名　　時代少年（Twitter）委託-39（Webカタログ）

執筆者名　　　ひなたまり





一言アピール

　日本史・奥州藤原氏メインで活動しています。Text-Revolutions3では、奥州藤原氏第二代当主・藤原基衡の妻となる宗任女の生涯を描いた長編小説「わだつみの姫」を頒布します。今回寄稿させていただいた「奥州平泉猫騒動」に登場する基衡・那津・季春がメインのストーリーとなっています。









溝になく花

領家るる




「俺はよぉ、初めてお前さんを見た時、“これが化猫遊女か！”って思ったんだ」

「何をいきなり言いしゃんすか……」

　甚一郎かんいちろうは梅井花魁の膝枕を借りながら、脈絡もなく紡いだ。還暦の老体に酒の巡りは早く、ふわふわと湯に浮かぶような温かさは極楽浄土にいるようだ。加えてこの店は景色が良い。格子付きの窓から赤提燈に照らされる夜桜が美しく、こうして二人で眺めるのは、仮初の夫婦となって二度目のことだった。

三月一日、それは二人の出会いの日。初めて迎える記念日は、仕事を早く切り上げてしっぽりと垂れ込んだ後、丸一年分の思い出話に花が咲く。

「初めて見た時になぁ、お前さんの目が金色に見えたんでぇ。あれに驚いて、お前さんの前まで近寄っちまったんだよなぁ……。ところが近くで見たら普通に黒色をしてやがった。不思議なこともあるもんだがぁ、アレが運命の瞬間ってやつだったんだろうな」

　二人が出会った夜も、今日と同じように吉原は盛況だった。客引き男に檻から伸びる女の手、訳知り顔の遊女に群がる旅人衆――――どこにでもある浮き世の喧騒の中に、ひそりと咲いていた梅井を見初めたのは甚一郎ただ一人だった。大店の脇に隠れるようにして佇むこの店には梅井花魁しかいない。騒ぎ立てる番付も、花魁道中すら蚊帳の外で、この店だけが孤島の如く隔離され、秒針すらも千鳥足に思える独特の雰囲気が好きだった。

「目ぇが金色に見えたんわ、主さんの見間違いにござんす」

　梅井は甚一郎の頬を撫でながらふわりと笑い、「裏を返しに来てくださった時にも聞きなんした」と続けた。梅井の優しい瞼はいつ見ても黒い。どうしてあの時、金色に見えたのだろう。あまりにも美しすぎて輝いて見えたのだろうか？　そんなことを問うたこともあったが、梅井は首を傾げるばかりだった。出会いから一年、仮初の夫婦も板に付いてきた頃だ。窓からゆらりと忍び込んできた桃色の花びらが、甚一郎の手酌に浮かぶ。それは千鳥足を覚えた秒針が花びらに化けたように、ゆらりと不規則に且つ定期的に、暖かい春風に運ばれて座敷の中に落ちて行く。

「ところで主さん、そろそろ廓通いもお開きの頃でござんしょう？」

　梅井の柔らかな声色が鼓膜に届くと、甚一郎は物憂げに瞼を細めた。桜が浮いた手酌を一気に飲み干し、酒臭いため息を長く付くと、やれやれと重たい頭を持ち上げ、胡坐をかいて座り直した。

「梅井、お前さんとの男女の遊びが一年限りたぁよ、一体いつの約束でぇ？　俺ぁまだまだ、お前さんが必要なんだよ。なぁ、お竹の事ならなぁんも心配いらねぇんだ。なんたってアイツは、父親なんか居なくたって構わねぇんだから」

　甚一郎は梅井の手を両手で握り、一言ずつ訴えるように拍を取りながら説得を試みた。

「主さん」

　梅井は少しだけ柳眉を下げて困り顔を向け、ゆるゆると首を横に振る。

「お竹さんにとって、お母さんが死んだこの一年、父親の主さんだけが頼りにござんす。奥さんが先立たれた今日までの一年、この梅井が主さんをお支えなんした。次は、主さんがお竹さんと向き合ってくれなんし」

　心底心配している梅井の声が届いているのかいないのか、言葉の途中で甚一郎はぷいとそっぽ向き、握り返されそうになった手を袂の中へと引っ込めた。「主さん」と気を引こうと声を掛ける梅井の汐らしい態度までもが気に食わなくなったのか、甚一郎は「うるせぇな！」と怒鳴りつけた。

「お竹と俺の問題だろ！　女郎風情が口出しすんじゃねぇよ！　家に帰った所でアイツだって、俺とは喋らねぇんだからな！　俺の事なんか居もしねぇみてぇにしやがるくせに、野良猫ばっかり構いやがって……！　こんなだから女の餓鬼なんか生むもんじゃねぇ……」

　頬を怒りに紅潮させながら憤りを撒き散らす甚一郎の腕をそっと擦り、梅井は「主さん」と繰り返し声を掛けて諫めさせた。ちらりと横目で梅井を眺めると、柔らかい微笑みをまだ困らせている。

「女子おなごはね、十五にも成れば立派な女にありんす。とどのつまり、男の事をよう気遣えるようになろうというもの」

「気遣われた覚えなんてねぇよ！」

「主さんが怖い顔をするからにござんす」

　甚一郎は、んぐ、と音を鳴らして言葉を噤む。当を得ている。

「吉原にいらしたんも、元はと言えば主さんがおうちでお酒ばかり飲んでお竹さんにやつ当たるからでござんしょう？」

　ついには何も言い返せなくなった。

「奥方様の亡き後、一人じゃ生きても行けんって言いながら泣いて、荒れて、人の言うことも聞かんからって、一夜の夢を見に来たんが始まり」

　つい昨日のことのように耳に付いて思い出すのは、商売仲間の言葉だ。「そんなに寂しくて仕方がねぇなら吉原に行って慰めて貰って来ようか！」と肩を組まれ、半ば無理やり連れて来られた。この商売仲間は名前を次郎と言い、女遊びには目がない。妻に先立たれ、娘とも馬が合わず毎晩酒に溺れている甚一郎は上手く付け込まれ、次郎の下心に付き合わされた。とはいえ、家で途方もない悲しみを背負い酒に明け暮れるくらいなら、女遊びの一つでも興じた方が一時的にも気分は晴れるかもしれないと思ったのも確かだ。何よりも一回くらいお竹を怒鳴らない夜がないと、今度はお竹の気が滅入ってしまう。まさかこんな出会いがあるとは思いもしなかったけれど。

「仮初の夫婦に成れて一年、梅井は主さんの弱い所も優しいところも、不器用なところもよう分かりんした。その梅井が言うてますのよ、主さんの優しさがあれば大丈夫。お竹さんやって、父親の不器用なところはよう解るお歳です」

　袂に引っ込めていた手をいつの間にか膝の上に突き立て、甚一郎は俯いていた。この歳になっても優しさは身に染みる。思えば、亡き妻にも同じことを言われた。店が立ち行かない時、苦しい時、慰めてくれた優しい微笑みが、梅井に重なる。甚一郎は瞼を擦り「解ったよ」と一言漏らした。

「今夜は早々に切り上げらぁ」

「よくぞ言いなんした」

　梅井は勘一郎の俯く横顔を眺めて安堵した。それでは早々に、と勘一郎の傍で三つ指を付き、頭を垂れる。

「主さんとお竹さんが仲直り出来ますように、梅井もお天道様にお祈り申し上げます」

「ああ、ありがとうよ梅井。にしてもなぁ……一年も置いちまった。この溝は埋まるもんかね」

　勘一郎は照れくさそうに頬を引っ掻きながら、横目に梅井を眺めた。伐が悪そうに一縷の不安を口にすると、梅井は顔を上げずにくすりと笑った。

「主さん、どうしても素直になれん時はね、お竹さんの傍におるっていう、野良猫の手を借りなんせ。動物が傍に居れば、話しかけやすいもの。お竹さんの傍にいる野良猫を上手くお使いなんし」

　そう助言を添えて顔を上げた梅井の瞼は、見初めたあの宵と同じく金に輝き美しく、まるで月の色を宿したようだった。優しく微笑んだ彼女の表情が少しだけ眉間から歪み、まるで猫の様な錯覚を見せ始めると、勘一郎は全身が竦み上がった。摩訶不思議な現象を目の当たりにして恐怖のあまり今にも叫び出しそうになったが、それよりも先に勘一郎の耳もとで「勘一郎！」と鼓膜が破れんばかりの大声を放たれた。

「ぎゃぁ！」

　二倍の驚きで二倍の悲鳴を上げた。声の主は馴染みの次郎で、勘一郎が上げた声に逆に驚いて身を翻していた。両者顔を合わせて息咳切り、飛び跳ねた鼓動が止むのを待つ。

「勘一郎てめぇ、何処行ってたんでぇ？　こんな大店と大店の隙間小道で胡座掻いてやがってよ！　どんだけ探したと思ってやがる！」

「へ……？　何言ってんでぇ次郎どん？」

　自分は今の今まで梅井花魁と酒を飲んでいた筈だ。小さな座敷で酒を飲んで、夜桜を見ていた。ところが何処を見渡しても畳一つ落ちていない。次郎が言う通りここは大店の裏の汚い小道で、細い溝の傍に草臥れた雑草が生えているだけだった。さっきから眺めていた夜桜も赤提灯も、壁のようにそびえている大店の敷地に咲いているものだ。どんちゃんどんちゃん、相変わらずの喧騒は、小道の向こうから聞こえる。

「一体何やってんでぇ？」

　次郎は放心している勘一郎の頬をぺちぺちと叩いた。

「…………今、何日だ？」

　梅井とは一年も一緒にいた筈だ。

「ああ？　おめぇさんもう痴呆か？　今日は三月一日だろ？」

　やはり一年は経っているということだろうか？

「ったくよう、初めて吉原きて迷子になるたぁ子供かよ？　嫁さん看取って一週間も経ってねぇってのに記憶まで飛んだんでぇ？　お前さんを探してたお陰で番付の店が満席だ。どうしてくれんだ！」

　ペン！　と再び次郎の張り手を食らった。どうやら時間は経っていないらしい。つまり、初めて遊郭にきたその日から、時間は経っていない。梅井もいない。今までの時間はなんだったのか、勘一郎には理解が出来なかった。嫁を看取ったショックで本当に頭がおかしくなってしまったのだろうか？　引っ叩かれた頭を押さえながら考えても、答えは出なかった。

「にゃぁん」

　何処かで猫の鳴き声がする。振り返ると、次郎が立っているそのすぐ背後に黒猫がいた。いつもお竹が可愛がっている野良猫で金色の目をしている。最後に見た梅井の優しい瞼にそっくりだった。

　

　なぁ梅井、お前はやっぱり化け猫遊女だったのかい？　それとも死んだあいつが猫に憑り付いたのかなぁ？　誰かの手がなきゃ、まだまだ一人で生きてはいけなかったよ。独り立ちすんのに一年も掛かってちゃ、死んだアイツに笑われちまうかなぁ？

嗚呼、今すぐ、お竹に会いてぇな……。

　溝の傍で俯く老人の姿を、猫は黙って眺めていた。








サークル名　　うずらやの小金目創庫(URL）直参　C-27（Webカタログ）

執筆者名　　　領家るる





一言アピール

　うずらやの小金目創庫は、『うずらや：轂冴凪』『小金目創庫：領家るる』の合同サークルです。ひたすら愛梟と愛うずらを愛でる折本や、（少しふしぎ/含）SF本など書きたかったものだけを引っさげて参りました。「鳥散歩」「300字SS」「掌繋」「白衣ラリー」他企画参加致しますので、宜しくお願い致します。









笑う窓

烏合某




その窓を通り過ぎてくれ

鍵をかけても駄目なんだ

いつの間にかまた開いていて

風もないのに澄んでいる

やわやわと君は近付いて

身を乗り出したりするだろう？

揺り籠を揺らす手は瞬いて

枝が

折れる

風もないのに

だから猫よ

構っておくれ

賢しく彼を構ってよ

あの窓を通り過ぎるまで

にゃわにゃわ見張っておいてくれ








サークル名　　シャリヴァリ　直参　C-20（Webカタログ）

執筆者名　　　烏合某





一言アピール

　もじゃもじゃ絵も描く個人サークルです。

詩も絵もモノクロでちょぼんとしてます。









僕の守りたいもの

Kyo-asu




僕の名前はハル。フミという男に飼われていた猫だ。

毛並みは、オスだけど三毛猫で、結構珍しいみたい。

僕はマンションに住んでいる。十階に部屋があって、家からの眺めはいい。

そんな僕の環境を変える出来事があった。

勘のいい人なら気付くと思うけれど、飼われて『いた』──そう言うのには理由がある。

フミはなぜか僕のもとからいなくなっちゃったんだ。

ある朝、起きたらフミは具合悪そうにしていて、フミの奥さんであるミカが心配そうに見守っていた。

いつもフミは、マンションの下に停めてある赤い車でシゴトに行くんだけど、その日は別だった。

ウーウーうなる車が家の下に到着すると、そこから何人か、青い上下の服を着た男が来て家の中に上がり込んだ。

どうやら、うなる車はミカが呼んだようだ。

フミはミカと一緒に、男たちに連れられて車に乗ってどこかへ行ってしまった。

夜になっても誰も帰ってこなくて、僕はお腹がすいたのだけれど我慢するしかなかった。

こんなとき、勝手にご飯が出て来ればいいのにな、とも思ったけれど、それよりフミとミカが心配になってきていた。

翌日になって、疲れ切った顔のミカが帰ってきた。

フミは？　僕はそう訊きたくて鳴いたのだけど、人間に言葉は通じない。

どうして僕ら猫は人間ほど舌が発達していないのかと、僕はときおり悲しくなる。

僕の薄い舌じゃ、ミカの指先を舐めるぐらいしかできることがなくて歯がゆかった。

それから数日、ミカは一人で慌ただしそうにしていた。

家には知らない人がたくさん来て、人見知りの激しい僕は家の中を逃げ回ることになってしまった。

慌ただしい日々が落ち着いてからも、ミカは一向に元気になる様子がないし、フミに至っては帰ってくる気配がない。

まったく、ミカを放っておくなんてフミはひどいやつだ。

自分の大好きな人が辛そうな顔をしているのに、知らんぷりして帰ってこないなんて。

僕はそう考えたけれど、心のどこかで別のことも考えていた。

もうフミは帰ってこないんじゃないか。

どうして帰ってこないのかは、考えたくないから考えない。

でももしフミが帰ってこないなら、ミカはずっと悲しい顔をしたままなのかな？

もう笑わなくなってしまったミカを見ているのが辛くて、僕はある決意をした。

フミを見つけて、髪の毛引っ張って家に連れ帰ってやる！

心を決めた僕は、ミカに黙ってこっそり家を抜け出した。

とは言っても、僕にフミのいる場所のアテがあるわけじゃない。

ミカとケンカして、シゴト場に引きこもっちゃったのかもしれないし、気ままにフラっと旅に出たのかもしれない。

僕ら猫だったら、後者はだんぜんアリなんだけど。

とりあえずの捜索場所として、マンションから見える公園を選んだ。

少しうろついたところで、僕は早くも不安になってきた。

僕みたいな、人間から見たら小さい生き物がフミを探して、それで果たして見つかるのかな？

でも、きっとフミは僕を見かけたらすぐ気付いてくれると思う。

そう思い直して、公園の木陰に座り込んだ。

すると、後ろから誰かの話す声が聞こえて僕は振り返る。

「そこの若いの。お前マンションの猫だろう」

そこにいたのは、サバトラ柄の大きなオス猫だった。

僕はびっくりして、少し尻尾が太くなってしまう。

「まあ驚きなさんな。お前のことはよく知っているよ。マンションの上の方からよく外を覗いているな」

「おじさんはこの公園の猫ですか？」

「ああそうさ。この辺の外猫の総取締さ」

「どうして僕のことを知ってるんですか？」

僕は尻尾が少しずつ落ち着いてきて、サバトラのおじさんとまともに喋れるようになってきた。

「お前のその毛並み。見るからにオスなのに、三毛猫なんて珍しいさな。お前の姿を見てすぐにわかった」

おじさんは自分のヒゲを前足で触って、確かめるように僕に言う。

「お前のところ、数日前まで慌ただしかったな。何があった？」

「それが僕にもわからないんです。僕を拾ってくれた人が突然いなくなっちゃって、僕は今その人を探しているところなんです」

「ほう、探すとな」

「猫みたいに、どこかに旅に出たのかもしれないし。その人の奥さんが悲しい顔をしてるから、はやく見つけてあげなきゃって」

僕の言葉を聞いて、おじさんはヒゲを触る手つきをやめて目を細めた。

そして僕を値踏みするみたいにジロジロと見る。怖いからやめてよ。

「お前、その姿で人間を探せるとでも思っているのか？　やめとけ。人の多いところに出かけていったら、疲れて車に轢かれるのがオチだ」

「……」

「でも、探すというなら方法がある。……どうせなら人の姿になってそやつを探してみるといい」

「え？」

おじさんの言っている意味がわからなくて、僕は思わず聞き返してしまう。

「お前のようなオスの三毛猫には、昔から不思議な力があると言われていてな。自分の意思次第で、人の姿に化けることができるんだそうな」

「人に？」

「そうさ。人の姿になりたいと念じてみろ」

僕はおじさんの言うことがにわかに信じられなかった。

だってあたりまえでしょ？　僕は猫として生きてきたんだから、そんなおとぎ話みたいなこと……。

なんて考えていたら、おじさんから猫パンチが飛んできた。早くやれってことらしい。

仕方なく、僕は意識を集中させて『人間になりたい』と願った。

するとどうだろう、僕の冬毛でもふもふした腕がにゅっと伸びて、白い肌になった。

足も長くなって、おっと。二本足で立つことなんて滅多にないから、バランスを崩しそうになってしまう。

おじさんは、僕が毛のないつるつるした肌をもつ人間になったのを確認すると、僕の方へ物を投げてよこした。

「それを着ろ。真冬ではないが、さすがに裸でいると寒いだろう」

渡されたのは黄色い上着とごわごわした藍色のズボンだった。

おじさんの用意の良さに僕は驚くと、その気持ちを見透かしたように彼は言葉を続ける。

「お前のここ数日の様子を観察していて、きっとその服が必要になる時が遠からず来ると思ったのだ」

僕は五本の指が伸びる自分の手をまじまじと見た。まだ人間になったなんて信じられない。

「猫に戻りたかったら、ただ『猫に戻りたい』と願えばいい。姿はお前の自由さ」

僕の理解が追いつかないのを無視して、おじさんは話を続けた。

まあ、猫にとって理解の追いつかないことって日常茶飯事だ。不思議なことを不思議がることにこだわり続ける必要はどこにもない。かえって、そんなの良いことないよ。

だから僕は自分の体を隅々まで見るあいだに、人間の姿をした自分をすっかり受け入れてしまった。

ズボンがお尻をちくちくと刺激するのだけは、いつまでも慣れなかったから、それを除けばだけど……。

僕はおじさんに猫語で礼を言うと、公園から出て行く方向へ足を向けた。

おじさんは去ろうとする僕に『驚いたりはしゃぎすぎたり悲しくなったりすると、耳と尻尾が猫に戻っちまうことがあるから気をつけるんだな』と言ってくれた。

気をつけなきゃ、と僕は頷く。

そうそう、どうやら人間の言葉も喋れるようになったみたい。

ちょっとだけミカに僕の今の姿を見せたいと思いつつ、家に帰ったら驚かせちゃうな、そしたら僕もびっくりして耳が猫になっちゃうな、と考えるとこのまま帰るわけにもいかなかった。

僕はお店の並ぶ中を一人歩いていた。

人の姿になって歩く街は、猫の時とは全然違った景色に見えた。

まあ、家猫だから外にでることなんて滅多になかったけれど、病院へ連れて行かれる時なんかに見る風景とは違ったんだ。

猫には人間の街は大きすぎる。看板なんかとーっても高いところにあって、あれじゃ首が疲れちゃうよと思ってた。

でも人間の男の子になってみたら、案外ちょうどいいんだなこれが。

僕の姿は子供ではなく、かといって大人でもない微妙な見た目をしていた。

猫としては結構歳を重ねているつもりだったんだけど、もしかして僕の心が子供っぽすぎるのかな。

聞くところによると、猫はキョセーシュジュツをしたところで心の成長が止まっちゃうらしい。

シュジュツを受けたのは大人になる前だったから、そのせいで僕の心は子供のままで、人間になってもこんな格好なのかも。

そんなことを思っていたら、フミとミカと三人で暮らした日々が写真みたいに頭に浮かんだ。

はっきり言って、フミは僕のことを可愛がりすぎていた。

フミとミカは一緒に暮らして結構長いようだったけれど、二人のあいだに子供はいない。

その代わりといってはなんだけれど、僕を子供のように思ってくれていた。

僕が暖房のきいた部屋でごろごろしていると、フミはよく僕にちょっかいを出した。

特に僕のお腹がお気に入りなようで、白い毛のお腹に顔をうずめてくる。

他にも僕の両脇の下を持ち上げてゆらゆら揺らしたり。

僕がすごく嫌がった顔をすると、それを見たミカがフミに注意する。

「ほら、ハルが迷惑そうな顔してるよ」

ってミカが言うと、フミは手や顔を離して『ごめんなぁ』と言いながら僕の額を撫でるのがお決まり。

それが懐かしくて、まるでその記憶ははるか遠くに過ぎ去ってしまったようで、僕は悲しくなった。

僕は二足歩行の足を止めて、うつむく。

お願いだ、フミ。帰ってきてよ。

もしフミが猫だったとしたら、ふらっと家からいなくなることの意味がなんなのか、わかるよ。

でもわかるからこそ、理解したくないんだ。

フミとミカと僕の三人で暮らすのが楽しくて、その生活を守りたい。

僕は止めた足を叩いて、もう一度歩き出した。

また会えると信じたい、僕を動かすのはその気持ちだけだった。








サークル名　　goodycole（Twitter　URL）直参　B-27（Webカタログ）

執筆者名　　　Kyo-asu





一言アピール

　テキレボ新刊のファンタジー短編集『ハッチポッチ』に収録している短編小説『孝行息子』のスピンオフ、前日譚的作品です。私はどんな小説を書いても集○社のコバ○ト文庫みたいな作品になってしまいます…。コ○ルトっぽい可愛い少女小説が大好物です。私の青春の本は『マリア様がみてる』でした。









迷い猫の告白

sunny_m




　アタシ、ただちょっとママを困らせたかっただけなの。こんなことになるなんて、思ってもいなかったのよ。

　ママったらあの日、本当に酷かったの。久しぶりのお出かけ、アタシ楽しみにしてたのに行き先は病院だったのよ。

　そう、病院。アタシ、定期的に検診を受けているの。別に病気とか、そういうわけじゃないわ。ママが心配性なんだけ。アタシは健康そのもの。食欲は勿論あるし、見ての通りの艶のある身体。病院のドクターもナースも、アタシのことお姫様扱いしてくれるから嫌いじゃないんだけど。でもねえ、病院って場所はやっぱり苦手。場合によっては注射とか打ってもらう事もあるでしょ？　それだけじゃないって分かっているんだけど。でもでも、やっぱり苦手なものは苦手なの。病院って言葉を聞くだけで、アタシ、センシティブになっちゃう。

　だからアタシ、ママの隙をついて逃げ出したの。でも、ちょっと隠れて心配をかけるだけ、ママがアタシを呼んだらすぐに出ていくつもりだったのよ。

　だけどねえ、そんなアタシに知らない男のコが声をかけてきて。そう、ナンパ。まあ、ね、アタシがあんまりに美人なのが悪いんだけど。でもちゃんと断ったのに、ナンパ君、しつこくて。嫌だっていうのにあいつ、追いかけてきたのよ。

　アタシ、勿論逃げたわ。だってナンパ男は嫌だもの。アタシに釣り合うスマートな男性じゃないと、一緒に歩くのだって嫌。最近ワイルド系が流行りらしいけど。身だしなみができていない男子とか、アタシ的にはありえないわ。

　だからアタシ、必死で逃げたわ。あんなに全力で走ったのって久しぶりだった。つるつるのフローリングか、ふかふかの絨毯の上でしか駆けたことのない、このアタシが汚い泥の上を駆けたのよ！　ホント、自分のことながら信じられない！　その時はでも、ナンパ男を振り切るために必死だったの。汚れるとか、気にしていられなかったのよね。

　まあ、あんまりに必死で、どこをどうやって逃げたのか解らなくなっちゃったのは迂闊だったけど。

　アタシ、箱入りで。ママが心配性でアタシを外に出してくれなくて。そのことに不満はないけど、でも、夢を見たことはあったわ。見知らぬ土地で迷子になって、ドラマチックな冒険を繰り広げる、アタシが主人公の物語みたいな夢。でもそんなこと現実に起こるわけがないって諦めてもいた。そもそも思慮深いアタシが迷子になる筈もなかったし。

　でも、それが現実に起こってしまって。しかも迷い込んだ街は、夢で描いていた場所よりもずっとおかしな街だなんて。

　ふふ。アナタたちの街と来たら。本当に驚きの連続だったわね。

　肌に鱗が生えてたり、頭に角が生えていたり、髪や肌が素っ頓狂な色合いだったり。なんとなく人の姿をしているとはいえ、人じゃないモノばかりいる街だなんて。そんな簡単に迷い込むような場所じゃないわよね。ふふ。

　アナタは確か狐、だったわよね。

　ねえ、ちょっと尻尾を出して見せて？　理由？　そんなのアタシが見たいからに決まっているじゃないの。駄目？　ケチねえ。

　ふふふ。あの街ではアタシまで普段と違う姿になっちゃった事も、驚いたわ。

　さすがアタシよね。普段とは違う姿になってもちゃんと可愛いんだもの。ミニドレスがよく似合う長い手足と華奢な体、お尻で揺れる尻尾。ふわっふわの長い髪の毛と三角の耳。もちろん小顔でばっちり可愛らしい貌に大きな釣り目の瞳。アタシ、鏡で自分の姿を確認したときにあまりの美少女っぷりに自画自賛しちゃったわ。そういえば美少女に猫耳と尻尾って確か萌えっていうやつじゃない？ママの恋人が前に言っていたわよ。ね、アナタは萌えた？　正直におっしゃいな。

　……顔色も変えやしない。ホント、アナタって堅物。

　まぁ、アタシの可愛らしさはさておき。

　おとぎ話のアリスみたいに、おかしな場所に自分が迷い込んでしまったことはすぐに理解したわ。世間知らずのお姫様ってママにもよく言われているアタシだって、さすがにこれはおかしいって解るわよ。ここは普通じゃない、ママのところに帰れなかったらどうしよう、こんなに可愛らしいアタシなんだもの、暗黒街に売り飛ばされちゃう、って。そうは見えなかったと思うけど、本当に怖かったんだから。

　ああ、思い出したらまた怖くなってきたわ。ねえアナタ、アタシの事を抱きしめてくださらない？

　……もう、冗談よ。そんな風に嫌そうな顔しないでよ、さすがのアタシも凹むんだからね。さっきも言ったけど、本当にアナタって堅物。常葉が、そう、アナタのご主人様、彼も言っていたわ。アナタは堅物で融通が利かないって。ま、アタシから見たら常葉も堅物だけど。

　ふふ。たった五日間の間だったけど、あの街で過ごせて楽しかった。色々あったけど珊瑚も蘇芳もよくしてくれて。あの子たちとのお喋り、楽しかったわ。蘇芳から色々な話を聞けたのよ。珊瑚の淹れてくれたホットミルクもアタシの舌にちょうどいい温度だった。

　でも珊瑚は男の趣味が悪いのが玉に瑕よねえ。なんであのコ、時雨みたいにもっさりした子を構っているのかしら。アタシには及ばないけどそこそこ可愛いし、珊瑚のこと好きなコは他にもいるみたいなのに。なんで時雨かしらねえ。あいつ、本ばっかり読んで、寝癖が付いているのも気にしないような男よ？　どうなのそれって。腐れ縁？　んー、そうだとしてもアタシだったら御免だわ。ああいう、自分の身だしなみに無頓着な人って。ナンパ男の次に許せない。

　その点、アナタは合格。アナタならアタシの隣に並んで歩いても許せるわ。

　何よう、またしかめっ面。もう、照れ隠しなんかしなくてもいいのに。

　ああん、もう、冗談だってば。手を離さないで。常葉も言っていたじゃない。私が帰り着くまで手を繋いでいることって。だから、ほら、指を絡めてアタシのこと離さないで頂戴。

　そう、ありがと。

　……ふふ。たった五日間の事だったけど、本当に楽しかった。迷子になって不安だったのは最初だけだったわ。

　本当に、最初に出会ったのがアナタでよかった。

　あの街に迷い込んだ最初の時から最後の時までずっとアナタと一緒にいられて、アタシ、本当に嬉しかった。

　ありがと。

　……。アタシの『小首かしげて上目遣いのポーズ』で堕ちなかった人ってアナタが初めてよ。アタシがこの顔をすると、メロメロになっちゃうって。どんな願い事だって叶えたくなるって、小悪魔なママからお墨付きをもらっているのに。

　時雨や常葉もアタシに興味がなかったって？　馬鹿ね。あいつらには愛想なんか、ひとっつも振りまいてないわよ。甘く見ないで。アタシ、誰にでも愛想がいいわけじゃないのよ。

　そうよ、アナタだから愛想を向けていたんじゃない。

　それがアナタったらアタシからの色目を全部スルーするんだもの。アナタのそっけない態度。アタシ、自分の魅力がなくなっちゃったんじゃないかって自信を無くしたわ。だから試しに関係のない通行人を誘惑したんだからね。

　……はいはい、そうですね。アナタが来なかったら、アタシ、危ないところでした。これからは色目を使う相手はアナタだけにします。でも、勘違いしちゃった人が有名な怪盗だったなんて、アタシが知るわけがないでしょう？

　だってアタシ、迷い猫よ？

　ああんもう、反省してるってば。でもピンチのアタシを助けに来てくれたアナタは最高に格好良かったし、これって結果オーライってやつよね。

　え、それも常葉様の言いつけだって？　もう、無粋なことは聞きたくない。本当にアナタって職務に忠実な執事様よね。腹立たしいくらいだわ。

　……わかってる。アナタがアタシをこうして送っているのも、アタシのことが心配だからじゃない。あの犬狼の家に仕える執事だからに過ぎないって。主人から言われただけだって。アナタはアタシの事なんかこれっぽっちも思っちゃいないって。

　あ、ううん、何でもないわ。ちょっとした独り言よ。もしかして、アタシのこと全部、知っておかないと気が済まないの？　束縛する男はアタシ嫌いよ？　なんてね、ふふ。

　それで、結局のところ勤勉な執事様は結局のところ誰が好きなのかしら。

　好きな人はいないって、嘘。アタシの目は誤魔化せないわよ。

　アナタが好きな人って、珊瑚じゃない？

　え、違うの？　あれえ、おかしいわね。アナタが珊瑚に見惚れていたのは勘違い？　うーん、それじゃあ珊瑚によく似ている人。たとえば、珊瑚のママ、とか、おばあちゃま、とか。

　あら、今度は当たったみたいね。アナタの事ならなんだってお見通しなんですからね。うふふ。

　あん、図星だからって視線をそらさないでよ。往生際が悪い執事様ね。

　まあ、アナタが誰を好きかなんて関係ないけど。好きな人がいてもいなくても、アナタがアタシを好きになるまで追いかけるだけよ。

　なあに、その顔。あきれてものが言えないって書いてあるわよ。ふふ。そうね、普通だったら好きな人がいる時点であきらめるのかもね。

　でもね、アタシがアナタを好きなの。アナタに好きな人がいることなんか、アタシのこの気持ちをあきらめる理由にはならないわ。

アタシ、アナタに会いにまたあの街を訪れるわ。道を憶えたし、常葉にも許可は取ったわ。次は迷い猫じゃなくてちゃんと客人として伺うつもりよ。まだ少し先の話だけど、ママが子離れならぬ猫離れできるようになったら、あの街に住みつこうかな、とも考えてもいるの。

　本気よ？　大好きなママと離れるなんて事、アタシ、冗談になんかしないわ。

　ねーえ、知ってた？　猫ってね、なかなか執念深い生き物なの。

　必ずアナタを手に入れてやるから、覚悟しなさい。








サークル名　　白玉（Twitter）直参　C-5（Webカタログ）

執筆者名　　　sunny_m





一言アピール

　sunny_mの個人サークルとして活動。

のんびり淡々とした日常系が多め。時々切ない日常系。すこし不思議な世界を舞台にしていても日常系。

綺麗なお姉さんとか猫背な青年とか美少女とか好き。

今回の猫作品は前回アンソロ「小さな食堂にて」とかその他もろもろの作品と同じ世界観です。









白猫魔法店

seeds




　そのお店は、喧噪でにぎわう大通りから一本外れた、静かな路地の先にありました。

　人通りなど無いに等しい、閑散とした細い道の行き止まり。注意していなければ見落としてしまいそうな、何の変哲もない古ぼけた木の扉。

　よく目を凝らしてみれば、その扉に小さな看板が釘付けされていることに気づくでしょう。

　少し傾いて取りつけられた看板には、『白猫魔法店』の文字。そう、そこは知る人ぞ知る、魔女ラヴィーナの店。

　勇気を出して扉を叩けば、不機嫌そうな声が返ってくるでしょう。

「なんだい？　ラヴィーナなら留守だよ！」

　なんだいなんだい、こんなちびっこがお客とは、ウチの店も落ちぶれたもんだね。

　え？　なんで猫がしゃべってるのかって？　あんた、使い魔って言葉を知らないのかい？　魔女とくれば使い魔、これは常識だろう？

　なんだって？　魔女の使い魔は黒猫なんじゃないかって？　いやだねえ、年寄りみたいなこと言って。今や使い魔も多様化の時代さ。アタシみたいな白猫なんてありふれた方。イタチやらカバやらを使い魔にしてる魔女もいるってんだから、世も末だねまったく。

　話が逸れてるって？　うるさいね、ここからが本番さ。

　ああ、確かにアタシは白猫だ。頭のてっぺんから尻尾の先まで真っ白だろう？　だからラヴィーナはアタシにペルルという名前をくれた。遠い国の言葉で「真珠」って意味なんだとさ。

　……可愛い名前だって？　いやだね、照れるじゃないか。褒めたって何も出ないんだからね！

　その代わりに、ひとつ面白い話でもしてあげようじゃないか。

　ラヴィーナが魔女として名を馳せる前、それこそあんたみたいな、年端も行かない女の子だった頃の話さ。

　昔々、とある町にラヴィーナという名の女の子がおりました。

　ラヴィーナはとても体が弱く、家から出ることができませんでした。

　いつも部屋の窓から、街角ではしゃぐ子供の姿を眺めては、ため息をついているラヴィーナを不憫に思った父親は、せめてもの慰みにと、小さなぬいぐるみを贈りました。

　喜んだラヴィーナは、そのぬいぐるみに名前をつけ、肌身離さず連れ歩きました。ご飯の席にも、勉強の時間も、お風呂の中にまで持ち込んで、夜はもちろん一緒の布団で眠ります。

　そんな日々が続き、いつしかぬいぐるみはラヴィーナにとって、何でも話せる一番の親友となっていました。 悲しい時も嬉しい時も、いつも一緒にいてくれる友達。苦手なことも、初めてのことも、ぬいぐるみが見守ってくれると思えば何でも挑戦できました。

　そしてある日、奇跡が起きたのです。

　それは、すっかり薄汚れてしまったぬいぐるみを買い替えたらどうかと提案されて、そんなことできないと部屋に立てこもった日のことでした。

　ぬいぐるみを抱きしめ、寝台で泣き濡れるラヴィーナの腕の中で、なんとぬいぐるみがもぞもぞと身じろぎをしたではありませんか。

　驚いて飛び起きたラヴィーナの前で、それまでヌイグルミだった白猫はぶるぶると体を震わせると、こう言いました。

『もう！　いくらなんでも強く抱きしめすぎだよ、ラヴィーナ。苦しいったらありゃしない』

　文句たらたらの白猫は、呆気にとられるラヴィーナの膝からひょいと飛び降りると、すたすたと窓に近づいて、一足飛びで窓枠に飛び上がりました。

『あーあ、ずっと同じ格好をしてたから体が痛くなっちゃった。ねえラヴィーナ、外に遊びに行こう。もう家の中は飽き飽きだよ』

　ラヴィーナは喜んで、白猫と共に家を飛び出しました。そして毎日元気に遊びまわるうちに、すっかり元気な女の子になりましたとさ。めでたしめでたし。

　……そんなバカな話があるもんかって顔をしてるね？

　いいかい？　ラヴィーナは魔女なんだ。魔女ってのは努力してなるもんじゃない。生まれついての才能なんだよ。

　小さなラヴィーナは無意識のうちに、ぬいぐるみに魔法をかけていたのさ。

　儀式としても条件が揃っていたんだろうね。対象に名前をつけ、肌身離さず連れ歩き、愛情を――魔力も注ぎ続けた。何より、友達が欲しいという切なる願いが、そこにあった。

　だからアタシは、ずっとラヴィーナのそばにいる。昔も今も、これから先も。このステキな魔法が尽きる、その時まで。

　 そのラヴィーナはどこへ行ったのかって？

　それがねえ、あの子ったら新しい魔法の研究に余念がなくて、どっかで新しい術式が開発されたと聞いちゃふらりと出て行って、一月も二月も戻らないなんてことがザラなのさ。 今回は何だったかな、知り合いの魔女が近くまで来てるってんで、その魔女の開発した新しい魔法薬の作り方を教わるんだって張り切ってたんだっけ。

ついていっても面白くないし、店を長く空けるわけにもいかないから、アタシが残ってるってわけ。

　なあに、ラヴィーナがいなくても、あんたの用事は済むだろうよ。 見たところ、あんたは薬を買いに来たんだろう？

　あんたの年で惚れ薬ってことはないだろうから、家族の誰かが熱でも出したのかい？

　ああ、心配するんじゃないよ。作り置きの薬はたんとあるし、なければすぐに調合してあげるからね。

　……猫に薬が作れるのかって？　お言葉だね。ここの看板を見なかったのかい？

　ここは『白猫魔法店』。放浪癖のあるラヴィーナに代わって、このペルルさまが一切を取り仕切る店なのさ。

　猫の手ってのは案外器用なもんでね。料理に洗濯、掃除に調合、ちょっとした魔具の作成なんかもお手のもんさ。ラヴィーナほどじゃないが魔法も使えるんだよ。

　さあ、猫の手も借りたいほどの悩み、このペルルさまに打ち明けてごらん！

おしまい








サークル名　　星明かり亭（URL）直参　B-35（Webカタログ）

執筆者名　　　seeds





一言アピール

　幻想世界ファーンを舞台に展開するオリジナルファンタジー小説「伝説の卵神官」シリーズを主軸に、SF・現代ものなど色々と書き散らしております！

短編連作から超長編まで各種取り揃えておりますので、眠れぬ夜のお供に、ぽかっと空いた時間の暇つぶしに、どうぞご活用ください♪









【まお】

玖田蘭




　祖母の家の猫は、「マオ」という名前だった。マオマオ鳴くからマオ。普通猫はニャーって鳴くもんじゃないのと、当時小学生だった私は祖母に聞いたことがある。

　マオは捨て猫で、私や祖母の前でもいつもきょどきょどしていた。だからその雄猫がマオマオ鳴いているのは、本当はニャーと鳴く勇気すらないからではないか――やせっぽちの老猫を見るたびに、私はいつもそう思っていた。

「どうも、隣に越してきました。河野真史こうの　まおと申します。真実の真に、歴史の史でマオ、です」

「はあ、鏑城七瀬かぶらき　ななせです。よろしく」

　よれたチェックのシャツに冴えない眼鏡。絵に描いたような、というか今時オタクでもこんなあからさまな格好はしないよなとすら思わせるほど、一昔前のファッションができあがっている。

　大学に入る少し前に祖母が亡くなって、飼い猫だったマオはさらにその数年前にいなくなっていた。私も、そういえばそんな名前の猫がいたななんて思いだしたのは、アパートの隣人が律儀にも引っ越しそばを振舞ってくれた後だった。

「マオさん、家の電球取り換えてもらっていいですか」

「え……あ、はい。構いませんけど、あの」

「あー、大丈夫です。男友達とか時々来ますから」

　彼が越してきてから半年たって、マオさんはアパートの皆の便利屋になっていた。どこで働いているのか平日は定時に帰ってくるし、土日も大体家にいる。だからこうして電球の取り換えを頼んだり、一階の角部屋に住んでいる大家さんの日曜大工に付き合わされたり。

　私もお風呂場とか、高い所の電球の取り換えは彼に頼むことにしている。マオさんは決まってばつが悪そうに頭を掻いて、ひょろりと長いその背を折り曲げるようにして私の話を聞いてくれた。

「か、鏑城さん。本当に入っていいんですか」

「はいどうぞ。っていうか、逆に気持ち悪いからそんなキョドんないでください」

「すいません、どうも」

　デザインも古めかしい黒縁の眼鏡を押さえつけたマオさんは、のそのそ靴を脱いで私の部屋に上がり込んだ。

お風呂場とトイレの電気を新しいのに付け替えたい。

　さして申し訳なさそうにでもなく頼んでみれば、彼ははい、とだけ呟いて真っ直ぐトイレに向かった。女子大生の部屋には興味がないらしい。

「椅子かなにかは、ありますかね？　それだけお借りできれば、後は必要ないので」

「そこにありますけど……女子大生の部屋って興味ないんですか」

「仮にあったとしても、あるって俺が言っちゃったら変態みたいですよね」

　椅子に乗ってガタガタとカバーを外しながら、マオさんは空気を吐き出すようにして笑った。一人称、俺っていうんだ。意外。

　ともあれ私は作業するその背中をぼんやり見つめながら、祖母の家にいたガリガリの猫を思い出していた。ニャーと鳴く勇気もない、怯えきって可哀想なマオ。おぼつかない後姿が、マオさんに重なった。

「あ、あの。鏑城さん」

「はい」

「リビングに戻って結構ですよ。慣れてるんで」

「……ひっくり返りそうだったから」

　そんなに頼りなく見えますかね。

　マオさんはまた空気を吐くように笑ったが、まったくもってその通りだと思う。何かの拍子に足を滑らせて、そのまま頭を打って死にそうだ。

　背中をじっと見つめてると、やがて電球の交換が終わったようだった。オッサンくさい掛け声で足場にしていた椅子から降りると、彼はかけていた眼鏡を私に手渡してくる。

「え、なに」

「お風呂場、曇るといけないので」

「眼鏡なしで見えるの？　っていうかコレ、度ォきっつ」

「至近距離だったら見えてるから、大丈夫だと……多分」

　大丈夫なわけがない。

　実際マオさんは壁に手をつきながらお風呂場まで歩き、更には台に上がろうとして足を踏み外した。

　むしろどこまで見えてるんだと問いたくなったが、かけると世界がぐらぐらし出すようなどの眼鏡をかけているのだ。本気で自分の真ん前しか見えてないないと言われても、なんら不思議ではない。

「マオさん、ウチで飼ってた猫に似てる」

「猫？」

「正確にはウチのおばあちゃんちで飼ってた猫だけど、マオっていうの。よろよろ歩くし妙に挙動不審だし、そっくり」

「猫ですか」

　マオさんはまたカバーを外して、慣れた手つきで電球を変えていく。昨日は一階の階段下の部屋に住んでるキャバ嬢のお姉さんから呼ばれてたし、そういう時ってやっぱり緊張するんだろうか。……案外この人、何も考えてないのかもしれない。

　電球を回す音がきゅるきゅると響く浴室内で、彼は少し考えて声を出した。少し、いがっぽい声だ。

「マオっていうのは、猫の鳴き声からきてません？」

「あ、それ。おばあちゃんも言ってた……今はそう聞こえる時もあるけど、猫って普通ニャーでしょ」

「でも、ニャーって名前つける人、あんまりいませんよね」

　電球が外れた。こちらに背中を向けているマオさんが今どんな表情をしているのかは、私にはわからない。ただ多分声からして、笑ってるんだろう。

「マオって、猫の中国語読みとかじゃなかったでしたっけ。いや、俺もあんまりそういうのに詳しいわけじゃないけど」

「そうなの？」

「調べてみるといいかも」

　そこまで知りたいことでもないので、適当に濁しておく。絶対ないとは言い切れないけど、向こう二年くらいは猫を飼う予定はない。

　マオさんはさらに続ける。

「あ、猫って鰹節ダメなの、知ってました？」

「うそ」

「聞いた話なんで、そこまで信憑性ないかもしれませんけど。鰹節ってミネラル……マグネシウムを多く含んでるので、あげすぎは駄目なんですって。でもそれって、何でも適量を守れってことだと思いますけど」

　俺猫飼ってないからわかんないんですけどね。

　人間のマオさんはこっちに顔だけ向けて笑うと、眼鏡返して下さい、と手を伸ばしてきた。その手に、分厚いレンズの眼鏡を返してやる。今時薄型とかそういうのが主流じゃないのかな。

「人間だって、食生活気をつけないと病気になるんだし。猫もそれと一緒なんじゃないですかね」

　なんともし訳なさそうに頭を掻いた彼は、それでは、と首を折り曲げて玄関から出ていこうとする。引き留めたのは私だった。

　確か戸棚の中に、実家から送ってきたお菓子なんかがいくつか入っていたはずだ。何度も大丈夫ですお気持ちだけでと頭を下げ続けるマオさんに舌打ちをかますと、彼は比喩ではなく本当に少し飛び上がってリビングに入ってきた。横顔が死にそうだ。

「コーヒー飲みますか」

「あ……はい。いただきます、はい」

　家から送ってきたクッキーとコーヒーを、テーブルの前で正座しているマオさんに差し出す。インスタントだから、味とか香りは勘弁してほしい。

「マオさん、マジでマオに似てる」

「はあ、猫のですか」

「そう、猫の。おばあちゃんが死ぬ何年か前にいなくなっちゃったんだ」

　猫は死ぬ前に姿をくらますらしい。

　それが痛みを避けるための本能的な行動だっていうのは、どっかのテレビで見た。別に、猫の方には飼い主に対して最後まで格好をつけたいとか、そういうことはないのかもしれない。

「勝手にいなくなるんだよ。すごいガリガリで、外に出たら一発で車にひかれそうだったのに。おばあちゃんが拾ってきてから、一回も外に出なかったのにさ、その日に限って窓から飛び出していったんだって」

「それはそれは」

　コーヒーに舌をつける。ブラックコーヒーは大人の飲み物で、全部飲めたらカッコイイみたいに思ってた時期があった。今はそんなこと関係なしに、角砂糖を一個だけ入れる。マオがどこかに行ってしまったあの時から、やっぱり苦いのは嫌いなままだ。

「好きだったんですね、マオくんのこと」

「……好きっていうか、可哀想だったなぁって。子供心に不憫だったんだろうって思う。風が吹いたら死にそうだったから」

　いつか死んでしまうんだろうと、子供ながらに分かってしまうほどみすぼらしい猫だった。ふらふら歩いて、ある日目の前でコテンと倒れて動かなくなるものだとばかり思っていたのだ。

　実際お正月とお盆くらいにしか祖母の家に帰ることはないのに、何となくあの臆病な猫は、どこにもいかないと思っていた。

「マオさんは、突然いなくなったりしないよね」

「さあ、どうでしょう。会社の関係もありますので」

　そう言うとマオさんは、残ったコーヒーを飲み干して立ち上がった。クッキーには手を付けないまま、もしかしたら甘いものは苦手なのかもしれない。

　お暇します、と頭を下げる彼を今度は引き止めず、私はその背中を見守った。

「それでは、クッキー美味しかったです。ごちそうさまでした」

　クッキー食べてない癖に。

　声を聞きながら、私はテーブルの上のスマホに手を伸ばした。猫にあげちゃダメなもの、少しだけ調べてみる。

「……猫、カフェインだめなんじゃん」

　それから程なくして、マオさんは部屋を出ていった。急な転勤が決まったのと、転勤先で結婚することを決めたらしい。

　角部屋の大家さんが対して興味もなさそうにそう言ったのを聞いて、私はやはりあの日コーヒーを飲ませなければよかったと、そっと唇を噛んだ。








サークル名　　創作サークル綾月（Twitter）直参　C-22（Webカタログ）

執筆者名　　　玖田蘭





一言アピール

　はじめまして、『創作サークル綾月』です！

２０１５年７月に設立いたしまして、現在１２名のクリエイターが所属しています。

『創作サークル綾月』では文筆に限らず、さまざまな創作行為を通して表現活動をしていきたいと思います。

モットーは「一人ではできない。皆でならできるかもしれない」

どうぞよろしくお願いします。









その男、猫好きにつき

亀屋たむ




　和室に鎮座する炬燵から青年の上半身が突き出ていた。彼、水澤は常々「猫に嫌われたら生きて行けない」を主張してやまない男であり、その脳内には大学周辺の野良猫・家猫マップが作り込まれていると専らの噂である。

　今、彼は手元にスマートフォンを持ち、そのカメラを前方へ向けていた。先程から体は直線かつ腹這いで、そこから動く様子はない。周囲にクッション材の類はないので、そろそろ体勢が辛くなって来る頃合いだろう。

　カメラの焦点、縁側では猫が陽光にそよいでいた。長い毛が顔から尾先まで高密度でスパークし、陽だまりへ投げ出した手足や腹、胸は白、それ以外は濃茶と茶が混ざっている。冬の午後二時の南向きの座布団の上である。ぴったり閉まった窓ガラスの向こうには六畳程の庭があり、茶色い芝生と一本の松が見えるだけで見晴らしが良く、つまりとんでもなく陽当たりが良い。

「もっと近寄っていいのに」

　猫の隣で胡座を掻いている坊主頭の青年が片手をヒラヒラと振った。すると水澤は瞬時に眉間に皺を寄せ、スマートフォンを持つ腕を動かした。手がカメラと猫の間に入ってしまって、はっきり言って邪魔である。

　青年は高江と言い、水澤のサークルの先輩にあたる。高江は長い背を丸め、ヒラヒラさせていた手で傍らの携帯電話を取った。そして指先でトントンと表面を軽く叩くと、再び傍らに置く。

「近寄って猫に嫌われたら生きていけないので、大丈夫です」

　邪魔者が消えた画面に、水澤の目が再び吸い込まれた。

「猫カフェとか行くんだっけ？」

「行かないです。猫が寄り付かなくて俺の周りだけクレーターみたいになったら、もう生きていけないじゃないですか」

　水澤の視線は微塵も動かない。その様子を少し眺めると、高江は緩慢な動きで立ち上がり、和室の引き出しから煙草とライターと灰皿を取って縁側へ戻った。ひょろっと高い猫背が日向にやや短い影を落とす。猫の目がうっすら開き、そしてまた閉ざされた。微笑んだように見える口元では白い髭が微かに揺れている。

　この猫付き一軒家は元々高江の祖父のもので、彼が大学生になってから世話になっている。今日は大学のサークルの有志で鍋をするという話で、今は買い出し組の帰宅を待っている真っ最中だった。

　高江はガラス戸に手をかけると一息に戸を開いた。冷たい外気がドッと縁側へ押し寄せる。彼は軽く首を竦め、それから腰を降ろして今度は脚を外へ投げ出した。

「執念を感じる妄想だなぁ」

　首元を解してから、高江は煙草に火を付けた。白い靄が薄い空へ昇っていく。彼は顎を上向かせて味わうように煙を吐き出すと、スッと片眉を持ち上げ、傍らで溶けている筈の毛玉へ目をやった。

　猫は立ち上がっていた。寧ろ歩き出した後だった。水平やや下ぐらいに保たれたモップのような尾が、先端だけを左右に揺らして去って行く。その小さな後頭部の向こうには目を見開いた水澤の顔があった。両眉が目蓋と離れて盛大に持ち上がっている。猫は炬燵へ向かっているらしい。

　水澤はカメラのシャッターを切る事も忘れて、一歩一歩近付いて来る猫を見ていた。距離が縮まるにつれて口が開いていき、まごついた視線が畳の上へ落ちていく。猫の歩みは一定で足音はなく、感情に特段の乱れはなさそうである。やがて手が届く位置まで猫がやって来たところで、彼はついに顔を伏せた。同時に手にしたスマートフォンも畳に倒れ込む。

　猫は素知らぬ顔で水澤の背中をわざわざ踏み越え、炬燵布団を掘り上げて首を差し込むと、流れるようなほふく前進で炬燵内へ消えて行った。手慣れたものである。水澤が顔を伏せてから最後に尻尾が収容されるまで一分も経っていない。そして顔を伏せた水澤は一ミリも動かない。音も立てない。息すら潜めているようである。

　その後頭部を見て、高江は煙草をくわえた。そして庭へ体を向け直し、空を仰いでフーッと長い煙を吐いた。枯れた庭に時間が溶けていく。

「テレビぐらい点けとけば良かったなぁ」

　消えた煙の残像を目で追って、ようやく出て来たのはそんな言葉だった。今日は風がなく気温こそ季節相応に低いものの、大層良い天気である。家は大通りから遠い閑静な住宅街の一画にあり、地域的に老人が多く周辺に子供も赤ん坊も住んでいない。つまり背後の和室なら衣擦れの音だって拾えてしまう。不本意である。

　掠れた声が背後から漏れていた。最初は「えー」とか「あー」とか「どうしよう」とか、そんなありきたりの内容だったのだが、それが次第に具体性を帯び、遂には「ぐにゃぐにゃしてる」だとか「骨っぽい」だとか「体温高い」だとか「尻尾硬い」だとか、想像を超える初心な感想ばかりになった。聞いたこちらの胃が汗を掻きそうだ。

　恐らく猫が彼の体や脚に寄りかかっているのだろう。猫にしてみれば家具の使用ぐらいの認識なのだろうが、罪作りな話である。

「高江さん、高江さん」

　半身だけ振り向くと水澤がしっかり顔を上げていた。持ち上がった頬が紅潮して目が潤んでいる。首も赤い。スマートフォンは畳の上でのびていた。

「猫って重いんですね」

「六キロあるから」

　内緒話のように潜めた声が「六キロ」と繰り返す。

「ところでカメラは？　今シャッターチャンスでしょ」

　彼らの目がほぼ同時に投げ出されたスマートフォンに集まった。しかし、焦点が集合したのはほんの一瞬で、水澤の視線だけがすぐに外される。それから彼は両肘をついて頭を抱えた。

「下手に動いたらこの状態が崩れるかもしれないじゃないですか」

「ふうん」

「猫に逃げられるなんて生きて行ける気がしない……」

　高江は視線を僅かに遊ばせて、それから再び体ごと水澤へ向き直った。

「布団ぐらいは捲ってみれば？」

「嫌ですよ。それで嫌われたらどうするんですか」

「炬燵の中は夢の世界ですよ」

　その言葉に水澤がより深く頭を抱えて悩み始めた。肘が畳にめり込む程の勢いで、見ている分にも痛そうである。何せ自分に猫が寄りかかっているお宝映像なので、日頃から猫画像を収集する彼にしてみれば撮影せずにはいられない類のハプニングだろう。

「俺は写真が好きなんじゃなくて猫の可愛い姿を目視したいのであって、猫に嫌われたくないんですよ」

　呻くような水澤の言葉に、高江は指先の煙草を見つめた。

「そうだなぁ。何されて嫌だと思うかは、猫が決めるんだから」

「それは……」

「それに、ここで逃げられても猫カフェとか行けばいいじゃない」

　水澤が下を向いて咳き込むようにブッと息を吹き出した。それを見た高江の口の端が片方だけ持ち上がる。指先に挟んだ煙草を下に向け、家の外に灰を落とした。

「あああ、今まで行かない派で主張して来たのに。もう触らないとかあり得ない。猫触りたい」

「宗旨替えしたら？」

　水澤が顔を上げた。目元がほんのり赤い。

「いや、でも継続は力なりと言うか初志貫徹と言うか、途中でやめるのは良くないような気が」

　高江はサッと指を持ち上げた。指先には煙草が挟まっている。

「俺、さっきまで禁煙中だったんだけど」

　水澤の頬が迅速に引き攣った。目が「ダメですよね！」と言っている。しかし声には出さない。

「信念を貫きたいなら猫カフェを諦めればいいだけで」

「それですねそれがですねそれなんですよ。このぐにゃっとした重みがたまらないと言いますか逃れ難いと言いますか、人生における至福と言いますか」

「じゃあ宗旨替え」

「そんな事したら俺のキャラがブレるじゃないですか！」

　高江は少し考えるように視線を宙に泳がせ、それから煙草を吸おうとして一旦動きを止める。煙草は随分と短くなっていた。

　一方の水澤は曇った目で自分の手元を凝視していた。唇を僅かに開き表情は固い。いかにも深刻そうである。そこに籠った声がぼそっと落ちる。

「俺の価値なんて、もう鍋奉行ぐらいしかない」

　高江は吹き出した。それから目元を和らげ抑えた声で笑い出した。

「安心していいと思うよ。水澤君にブレはないから」

　高江は煙草を灰皿に押し付け、先程と全く同じ緩慢な動作で立ち上がり戸を閉めた。外気が絶たれ、再び縁側がじりじりと陽光で温み始める。戸が閉まっていれば、この時間帯は炬燵にいるよりも縁側の方が温かい。

　その時、背後から「あ」という声が聞こえてきた。何事かと振り返ると、水澤が「トイレ行きたいんですけど」と掠れた声を出し、瞳を揺らしながら高江を見ていた。








サークル名　　たむや（Twitter）委託-46（Webカタログ）

執筆者名　　　亀屋たむ





一言アピール

　活動開始ほやほやの個人サークルです。ファンタジー中心でライトからハイまで、現代も異世界も書いて（いけたらいいなと思って）います。ラブは少ないよ！　最近は現代・変な生物・短編、の３拍子揃った小説をメインに修行中です。よろしくお願いします。









黒ねこのしっぽを切った話

壬生キヨム




黒ねこのしっぽを切ったら正面がどちらかわからなくなったのだ



黒ねこのしっぽを切ったらわからない番号ばかり電話が来るのだ



黒ねこのしっぽを切ったらＥメールを送っても送っても戻ってくる



黒ねこに許しを請いに出かけたが夕方なので道が違った



観覧車にたった一人で乗り込めば犠牲は私だけで済むのだ



黒ねこのしっぽ自体は切ったとき”私ではない”と言って消えた



大切なひとが犠牲になってでも一生ぐっすり眠れなくても



幸運をもたらしたのが自分だと思ってもみない黒ねこだった



いつのまにしっぽの生えた黒ねこが他人んちの子として眠っている








サークル名　　cieliste（Twitter）直参　カフェ-4（Webカタログ）

執筆者名　　　壬生キヨム





一言アピール

　短歌とボーイズラブ小説。

恋愛関係かどうかはともかく、人間関係ではある短歌をつくっています。









相思相愛

夜海月亭ちーず。




　ある日、高校時代の同級生から電話が来た。

　いわく、「猫を飼わない？」と言う事だった。何でも家の近所の公園に捨てられているのを拾ったらしい。ダンボールの中に居た４匹のうち３匹は貰われていったが、最後の１匹の引取先がなかなか見つからないそうだ。で、とうとう高校の知り合いにも声をかけ始め、俺の所にも連絡したと言う所存。

「とりあえず見にきて」

　その一言に行く事に決めた。別にその女の子が可愛くて、最近彼氏と別れた噂を聞き、（これをきっかけに）と邪まな欲望を抱いたからではない（強調）　姉が結婚して家を出ていった事で何となく淋しくなったのを残った親、俺自身もが感じていて、それで「猫でも飼おうか」と親父が提案したのだ。

　その夜に親父と母さんに話をし、了承を得てから改めて同級生に連絡する。幸いにも明日の午前中は空いているとの事なので、すぐに行く事に決めた。その時に聞いたのだが、すでに何人かが見に来ているのだが芳しくないようだ。

ちなみに全員、男。ライバル多し。……念のためにもう１度言うが邪まな考えの元に彼女の家に行くのではない（再度強調）

「いらっしゃい、久しぶり！　学祭以来よね？」

「うん、半年ぶりぐらい。あの時は学祭に呼んでくれてありがとう。他の大学を見に行けて面白かったよ」

　呼ばれたと言っても、まぁ、俺１人だけでなく高校時代の友人全員なのだが。

　挨拶もそこそこにおじゃまして居間に通される。高校生の時に何度か会った事のあるお母さんに「お久しぶりです」と挨拶し、ついでお父さんにも挨拶をする。猫を見に来た事を言うと２人とも「とにかく見てやって」とニコリと対応してくれた。先に飼っている猫が子猫に物凄い敵意を示し、隙あらば攻撃をしようとするので飼う事を断念したと聞く。

　その猫は小さなダンボールに入れられてやってきた。　彼女の足下に居る黒猫は主の抱えている箱を見上げて毛を逆立て「シャー」と鳴いている。お母さんがその猫を抱き上げて、廊下に出し素早く閉めると、今度は外で大声で鳴き始めた。自分のアイドルの「地位」を脅かす存在に並々ならぬ敵意が見て取れた。それはそうだろうな、人間、可愛い方に興味が湧くものだから。

「ご対面ね」

　箱を床に置いた彼女がそう言ってからフタを開けた。

そいつは小さな小さな毛の塊だった。

　箱の片隅に居た、虎縞の、小さな塊。

　そのつぶらな瞳と目が合ったとたん、

ズキューン！

　何かが俺の心臓を貫いた。

　直後、胸が高鳴り、子猫を凝視してしまう。これをきっかけに「あわよくば」を狙っていた同級生の事なんか頭の中から綺麗さっぱりなくなった。

　子猫は子猫で大きな声で「ニャア」と鳴くと同時に俺の方に駆けだし、箱の壁に飛び乗る。

「あらあら」

　同級生が苦笑して両手で持ち上げ、床に降ろす。瞬間、子猫は俺に向かって一直線に駆け出すと、左足の足首にガシッと抱きついた。

ズキューン！　ズキューン！

　ダメだ、俺、萌え死ぬ。

　猫がこんなに可愛いとは思いもしなかった。母さんが「実家で猫を飼っていた頃があった」と言うが、その理由を深く理解できた気がする。

　とにかく可愛い！

　可愛いぞ、子猫！

　再度言う、俺、萌え死ぬかもしれない！

「まぁ、この子だけが残って２日の間に何人も来てたのに、こんな事１度もしなかったのにねぇ」

　お母さんの言葉にお父さんも頷き、興味深そうに俺の足下を見ている。

「飼います」

その言葉は脳を通す前に出た。

「俺、こいつを貰っていきます」

　惚れるとはこういう事なのだろう。その場にしゃがみこみ、未だに俺の足にしがみついている子猫を撫でる。

凄く恐くて淋しい思いをしていたんだと思った。

　人間の勝手な都合で親とムリヤリ引きはがされて狭い箱に押し込められて捨てられ、そして、また人間の都合で兄弟達と離ればなれにされた。しかも、この２日間はたった１匹で箱の中で過ごし、外からは敵意の声。いくら部屋の中では多少の自由はあっても、こいつの怖さは想像以上だったのだろう。

　そう思うと、この小さな存在が愛おしくなった。愛おしくて愛おしくてしかたがなかった。

　頭から背中にかけて、軽く撫でると子猫は足から放れて俺を見上げ、また鳴いた。

　早々に家に連れて帰る事にした。

　箱に入れるのが可哀想で胸に抱いていく。帰宅の道中、道路でも電車の中でも数人が珍しそうに俺を見ていたが気にならなかった。俺の服に爪を立ててしっかりとくっついている子猫だけをただ見ていた。

「ただいまー」

　居間に入るなり、親父と母さんに子猫を見せた。

　２人は笑った。それはそうだろう、まさか、貰われてきた子猫が俺の胸にくっついているのだから。

「あらまぁ、気にいられちゃったみたいね」

「だな」

　こんなに気に入られてるんだったら、飼うしかない。そう言って親父も母さんも子猫を歓迎してくれた。

こうして我が家に新しい『家族』が増えた。

　トラオと言う名前は親父の一言、

「見事な虎縞の男の子」

から決まった。母さんはキラキラネームばりに可愛い名前を考えたようだが、口にしてみればトラオが１番しっくりときたので採用する運びとなった。

　猫なんて初めて飼うので、餌の与え方やトイレのしつけ、はてはかかりつけとなってくれる病院までを皆でパソコンと睨めっこをして調べたが、母さんが飼っていた頃の記憶を引っ張り出してくれたのは大きかった。ただ、トイレのしつけはたいへんだった。ゲージの中で淋しそうにしているトラオが可哀想で、枕元に寝かせてみたが見事にオシッコされてしまい、臭い匂いに起こされるわ、母さんに怒られるわでえらい目にあった。でも、トラオがトイレを覚えた後は楽になった。

　親父が家の中でトラオが自由に動き回れるようにと大工さんに頼んで、入ってよい部屋（さすがに物置に入られるとたいへんだし、置物のある親父と母さんの寝室、そしてトレイとお風呂も立ち入り禁止にした）のドアに猫用の出入り口を作って貰った。

　子猫特有の愛くるしい動きで家族を笑わせてくれ、日々成長していくトラオに俺達３人は和まされた。

　生来の性格か、はたまた我が家の空気に合ったのか、トラオはのんびり屋に育った。

　ただ、成長しても相変わらず俺の足にしがみつくのは止めなかった。

　親父や母さんに甘える事があっても、足にしがみつくのは俺だけ。俺が大学から帰ってくるとドアを開ける音でわかるのだろう、玄関に駆け足で出てきて、俺が上がると同時に足に飛びついてくる。子猫の時は踏み潰してしまわないかと心配だったが、踏まないコツを覚えた事、そしてトラオが踏まれない姿勢を覚えた事で、すっかり慣れてしまった。

　俺の足にしがみついて引きづられるトラオを面白がって親父がスマホで撮影し、それを会社の同僚や部下の人達に見せた所、「投稿してみれば」と言われ、動物番組で採用されて賞金をいただくと言う幸運な事もあった。もちろん、トラオには高級猫缶を進呈した。

　冬に炬燵に足を入れれば、トラオは中で俺の足にしがみついたまま寝る始末。風呂やトイレはドアの前まで着いてきて、出てくると「待ってました」と飛びついてくる。さすがに寝る時は足にくっつかないが、それでも暑い季節は足や手に抱きついてくる。

　今日も俺の足にしがみつく虎縞の猫を見る。

「トラオ」

「……」

「お前、重くなったんだから少しは自分で歩いて体重減らせよ！」

「ミャ～」

　足をぶんぶん振るとトラオは鳴いて抗議するが離れるつもりはさらさらないらしい。

「ったく、なんでこんなに俺の足にしがみつくんだろう」

俺の独り言に母さんが笑いながら答えた。

「それだけ貴方の事が好きなのよ」

　足下を見る。両の前足で俺の左足にしっかりと抱きついている虎縞の猫を見る。

　……そうか、俺がトラオに一目惚れしたように、トラオも俺に一目惚れしてたのか。だからこうやって片時も離れないようにしてるのか。

　そう思うとトラオが愛おしくてたまらない。

　しゃがみこんでトラオの頭を撫でる。

「トラオー、お前、可愛いヤツだなー！」

「……ミャー」

　明らかにうざそうな目で俺を見たトラオが鳴いたが、それでも離れようとしないトラオが可愛い。

　トラオは俺より先に老いて先に天国に帰っていくが、その時まで大切にしようと思う。

　トラオが俺の所に来て良かったと神様に報告できるように。








サークル名　　ちーず書店（Twitter）直参　B-19（Webカタログ）

執筆者名　　　夜海月亭ちーず。





一言アピール

　｢書きたい物を書く｣をモットーに雑食執筆活動をしています。着物スキーでニャンコスキー。









冷たい雨が生温い

緑川かえで





　棘つきの荊鞭が空気を掻き切り、背中に鋭い爪を立てては切り裂いていく。鞭の尖った爪に一切の慈悲や容赦もなく、何の罪さえない咎人の背を穿ち、疾はしりつづけた。湿った地下牢獄に、鞭が肉を切り裂く乾いた音が響いては果てている。

　ギュスターヴの逞しい背中は鞭に掻かれて出血していた。背に垂れていたくすんだ金の長髪には、血がしみこんでいたり鞭に切られて何本も冷たい床に散っている。大きな口の端からはしどけなく涎よだれを流しながら、ギュスターヴは朧な金の目で、鞭を繰る者を見上げた。

　もう、痛みなど感じなかった。痛いのも苦しいのも最初の十分ほどで、ある領域に達してしまうと痛みは全て快楽と化してしまうのである。痛みが連れて来る快感に頭の芯が溶けてしまいそうだ。

「どうしたの、ギュスターヴ？」

　ギュスターヴの視線に気づいた貴公子が、麻薬のように甘やかな声を降らせた。悶え苦しみ、そして快楽に喘ぐギュスターヴを見ては、整った口元に歪な笑みを刻んでいた貴公子は、一度、鞭を繰る手を止める。

「主あるじ、もっと、鞭を……」

　主人が下ろした左手が持っている鞭の先端から、床に血がぽたぽたと滴っている。咲いて漂う血の香りに酔い痴れたように、美しい主人はその美貌を綻ばせていた。

　ギュスターヴはかすれた声で、主人に懇願した。

　主人は息も絶えそうなギュスターヴの哀願を聞いて、満足そうに口元を裂いた。血を吸いすぎてすっかり革が柔らかくなってしまった、血が絞れそうな荊鞭を捨てて、牢の壁にかかっていた新しい荊鞭を手にとる。強度を確かめるように一度だけ床を打ってから、主人は再び残酷な鞭打ち刑に戻った。

　ギュスターヴは再び、酷い責め苦と快楽に喘いだ。主人は苦痛と愉悦との間で板ばさみになっているギュスターヴを眺めて嗤っている。ギュスターヴは今にも焼き切れてしまいそうな思考のなかで、自分と主人に自嘲をこぼしていた。この関係性が、更に頭を痺れさせるのだ。

　自分は主人の奴隷で、愛玩動物なのである。主人の思い一つで、可愛がられてなぶられる。

　鞭の爪に背を掻かれながら、ギュスターヴは床に這いつくばったままで、だらしなく開かれた口から唾液を垂れ流していた。主人は頭と心がおかしいし、自分は狂っている。

　思って、ギュスターヴは主人の靴先にはねた自分の血を、長い舌を伸ばして舐めとったのであった。

　ギュスターヴは雨の街を傘を差して歩いていた。主人に言われたものを買いに百貨店に行った帰りであった。街の中心から近道をつかって、主人の居城へと引き返していく。ギュスターヴの他に、その細道を通行する者はいない。

　雨の音を聞きながら、ゆっくりと歩く。気温や気圧のせいであろうか、主人に鞭打たれた背中の傷が、手当てをしてあったもののしくしくと痛んだ。罰を受けているときはいいが、傷から熱が引いてしまうと、快楽の海は蒸発して痛みだけが生々しく残るのである。

　ギュスターヴは眉のない強面を痛みに歪めて、足早になる。履き古した軍靴の先端が酷い雨に濡れて湿ってきていた。水溜りを踏んだわけでもないのに、つま先が気持ち悪い。

　四辻を曲がったときであった、ギュスターヴがそれに出会ったのは。ギュスターヴはうっかり蹴飛ばしそうになった箱に気付いて、ふと足を止めた。

　箱の中でうずくまって雨に当たっていたのは一匹の子猫であった。黒猫である。やわらかい毛をしっとりと濡らして、寒さのせいか小刻みに震えていた。

　ギュスターヴは立ち止まったまま動けなくなってしまった。子猫と目が合い、箱の前でかがみこんで思わず目を細める。沈黙が雨の音を、より大きく感じさせた。

　子猫の瞳は綺麗な金色をしていた。ひとを疑うことを知らなそうな透明度であった。生まれたときから誰かに飼われていたのかもしれない。

　子猫はもう衰弱していた。よりによってこんな雨の日に捨てられてしまったのであろうか。子猫の濡れた小さい身体を、無骨な手でそっと触る。ひとの温もりに飢えていたのか、子猫は嬉しそうにギュスターヴの手のひらの温度を感じている。　ぎこちなく笑って子猫の頭を撫でてやる。

　猫なんて拾ったところで主人に笑われるのは目に見えている。　ギュスターヴはそっと目を伏せ、子猫に触れるのをやめた。伸ばしていた手を引いてしまう。そして主人は何か飼うことを許してはくれないであろう。従者である自分が、愛玩動物なのであるから……

　ギュスターヴは自分の差していた傘を、子猫が雨に当たらないように置いてやった。主人が買ってくれた傘であったが、驚くほど躊躇いはなかった。

　子猫に傘をあげてしまうと、ギュスターヴは雨の止まない曇り空を仰いだ。浅黒い肌に、冷たい雨が注ぐ。

　唇を噛みこんで、身を翻した。ギュスターヴは買ったものの紙袋を庇うと、城まで走って帰った。今にも雨に掻き消されそうな弱々しい子猫の鳴き声が、ギュスターヴの背中に追いすがった。

「どうしたの、ギュスターヴ……濡れねずみじゃないか」

　城に着く頃にはギュスターヴはすっかり雨に降られてしまっていた。顔や身体に貼りつく髪と服が体温を奪ってしまって、唇がかすかに紫色に変色している。

　ギュスターヴを迎えた主人は美貌に呆れたような表情を浮かべていた。ギュスターヴは俯きがちになったままで、買ってくるように言われていたものが入った紙袋を主人に渡した。紙袋の中身は、無事であった。主人は紙袋を執務卓の上に置いた。

「傘持っていかなかったの？」

「……失くしてしまって」

「僕が買ってあげたやつ、失くしたの？」

　主人は小さく溜め息をついたが、ギュスターヴに何かあったことは敏く察しているようであった。

　ただ主人はギュスターヴがたかだか一匹の子猫のためだけに傘を置いてきたとは思っていない。深く追及はせず、小さく、そして優しく微笑む。

「シャワーを浴びて早く着替えておいで、コーヒーでも淹れておくからさ」

「あの……主」

「まあいいさ」

　喉元で絡まった言葉を飲み込んで、ギュスターヴは主人に一礼した。傘をなくしたことを謝ろうと思ったが、上手く話せない。

「……失礼致します……」

　ギュスターヴは主人の執務室を出て、後ろ手に扉を閉めた。

　――ギュスターヴは廊下を下がって自室へ戻ると、シャワーを浴びた。冷え切って寒気がしつつあった身体が徐々に温まっていくのに反して、背中の傷に湯水がとてもしみて、顔をしかめる。指先の血の巡りがよくなっていくのを感じながら、ギュスターヴは柄にもなく悲しい顔をしていた。

　戯れの優しさに喜ぶ子猫の姿に、主人がつかい分ける飴と鞭の『飴』を思った。主人の気まぐれに翻弄される自分と、降って沸いたような哀れみに擦り寄ってきた子猫……

　子猫はもう弱っていた。傘を置いてきたのは自分の、期待をこめた気まぐれであるが、そんなことをしたところであの子猫が助かるわけではない。運よく誰かに拾われでもしない限り、あの猫に未来はない。

　あの子猫にはもう、牙がないのだ。一度、人間に愛玩されてしまったから。牙を抜かれてしまったから、もう一人では生きていけない。野良ならば、ひとの温度に擦り寄ってしまってはいけないのである。だがあの子猫はギュスターヴの温もりに、ひとの温もりに飢えて近寄ってきてしまった。

　ギュスターヴは首にそっと触れた。ギュスターヴの首には、二つの首輪が巻かれていた。一つはルビーが散りばめられた高価なもので、もう一つは丈夫な革の首輪である。ルビーの首輪は主人の奴隷になった時に、主人から愛玩動物の印としてもらったものだ。革の首輪は、主人がギュスターヴを鞭打つ前に牢につなぐときにつかわれている。ルビーはいつでも美しいのに、革の首輪は傷だらけだ。

　自分でも驚くくらいにあの子猫には客観的で冷静で、且つまともであるのに、主人が関わると正常な思考がなくなってしまうことに、ギュスターヴは変なおかしみを覚えた。自分は主人を愛し敬っているから、当然のことなのであろうか。目玉をくりぬかれて耳をつぶされたようである。

　それでもギュスターヴは主人の笑顔が好きであった。何気なく微笑みかけてくるときや、鞭打ちをしながらの哄笑でも、どちらでも構わない。主人の笑顔は美しいのである。

　シャワーが傷にしみて痛む。傷を忘れないようにナイフで何度もなぞったように痛む。傷からはもう血は出ていないのに、思考の奥で血がしぶく。細胞の一つ、血の一滴、ひとひらの思いという極小の単位から、ギュスターヴの身体と思考には服従が刻まれていた。主人の魔性という鋭い爪が、尖った牙が、研がれた剣が、ギュスターヴを傷つけるたびに、傷口から服従を強いる毒を注いで侵していく。毒を孕んだ傷は、傷をつけるたびに深さと痛みを増している。

　まだ自分は、堕ちることができる。主人のためならばいくらでもおかしくなれる、かの美貌のためならば何だって出来る。

　主人に望むことなど、ない。言うならば、これからも自分に魔性の猛毒を刻み続けてほしいくらいである。ギュスターヴはそれだけで、幸せであったのだ。








サークル名　　黒の貝殻（Twitter）直参　B-45（Webカタログ）

執筆者名　　　緑川かえで





一言アピール

　仮想西洋ダークファンタジー短編集を頒布しています。









昨日の猫は、トリの友

ヒビキケイ





　見られている。そう感じて窓の外に視線を向けると、キラリと光る双眸がジッとこちらを窺っていた。

　薄い茶色ともベージュとも思えるふさふさとした体毛。ピンと立った両耳と顔と両手足が黒い双眸の主は記憶が正しければ多分――シャム猫。

　身の危険を感じてザワザワと羽が逆立つ。と、その瞬間、そいつはペロリと口元を舐めた。

「ヒッ」

　食われる。精一杯身を縮めると、丸い瞳を三角にした双眸の主は、ツンとおすまし顔で口を開いた。

「失礼なトリね。おあいにくさま、貴方を食べなきゃいけないほど、飢えてないわよ」

ブロック塀の上から見下ろすシャム猫は、とても高飛車だった。

「ア、アッチ、イケ！」

　ブルブル震えながらも抗議する。声が高いから、迫力はない。でも、シャム猫はムーッとした表情をして、

「なによぅ。本当、失礼しちゃう！」と文句を言って、スクッと立ち上がった。そして、尻尾をピンと立てると、尊大な態度で塀の上を歩いていった。尻尾も黒かった。

　翌日、猫はまたブロック塀伝いにやってきて、目の前で丸くなった。日向ぼっこのつもりなのか眠たそうな瞳で、くわぁと大きなあくびをしている。開けた口の大きさに絶望。食われたら間違いなく、一飲みされるサイズだった。

「ネ、ネコ！」

　けん制するように一鳴きするが、相変わらず迫力のない甲高い声で泣きたくなった。しかし、猫は首をもたげてチラリと視線を投げた。

「なによぅ」

　昨日と同じ、まったりとした口調。全く興味のなさそうな瞳。その顔には、昼寝するんだから邪魔しないでよ、と書かれている。

　こちらは部屋の中、向こうは外。すみかは細い鉄作で覆われている。だが、網戸はあるとはいえ、窓は全開。向こうに本気を出されたら、あまりにも心許ないバリケードだ。こっちこそ、平穏な日々を邪魔するな、と言いたい。

「ナンデ、クル！」

「昨日から思ったんだけど、貴方、お喋りが下手ね。インコでしょ？」

　無視された！自分の質問、無視された！

「もっとこう……ペラペラ喋る印象があったんだけど違ったのかな」

　逆に聞きたい。なんで、お前はそんなに喋るんだ。記憶が正しければ、猫、という生物は人の言葉で話ができないはず。にゃあ、とか、フーッ、とか、せいぜいその類で、自分達のように人語が使える猫なんて、生まれてこの方一度も聞いたことはない。そんな思いを知ってか知らでか、猫はキランと目を輝かせ得意げに尋ねてきた。

「それとも貴方は規格外？」

　瞬時に顔が赤くなった。もともと頬は赤いけど。

　歌うのは得意だけれど、確かに話すのは苦手で上手くない。滑舌もよくない。それは、ご主人である謙一にもよく言われる。

「おかちゃんは、あまりお喋りしないよね。よく歌いはするけど」と、とても残念そうに。

　謙一に出会う前に住んでいた所では、立て板に水を流すように喋る仲間はいた。そうは言っても、上手く話せないものは話せない。多分、練習すればどうにかなる、とか、気合があればどうにかなる、とかそういう問題じゃない気がする。しかし、あまりにも謙一が言うので、自分はトリじゃないのかも、と不安も覚えた。

　そんなある日、「兄さん」と呼ばれる男の人が言った。

「おかちゃんは、オカメインコだからね。セキセイインコと違って、お喋りより歌う方が得意なんだよ」

　兄さんがいうには、インコ、と呼ばれるトリにはオカメとつくものと、セキセイとつくものがいて、自分はそのオカメで、お喋りが下手なのはもって生まれた性質だと言う。なんだ、自分はちゃんとトリだった。当時、そう安心したことがある。

　でも、古傷をえぐるような「規格外」発言は、グサリとくる。何も言えず黙っていると、猫が首を傾げた。自分が一番可愛らしく見える、首の傾げ方。

「あれ？よく見ると貴方、髪の毛がツンと立ってるのね。その髪型、インコの間で流行ってるの？それともやっぱりインコじゃないのかしら？」

「インコ！」

　目一杯の自己主張。オカメ、とつくけど、インコはインコ、そう言えないのがもどかしい。ジレンマに陥っていると、猫は一つ伸びをして、さっさと歩いてどこかへ行ってしまった。

　気まぐれにもほどがある！

　ゆらゆら優雅に揺れる尻尾を睨んだ。つぶらな瞳なので、迫力はない。

　翌日。猫はまたやってきた。今日は何を言われるのだろうと肩を竦めると、ブロック塀の上から話しかけてきた。

「イズミに聞いたら、貴方はインコじゃないって！」

　興奮しているところ悪いんだけど、イズミ、って何？人？猫？

と、いうか、

「インコ！」

「オカメインコ、でしょ」

　猫は、ふんっ、と鼻を鳴らした。偉そうに。

「インコと付くけど、貴方はインコじゃなくてオウムの仲間。オウム目オウム科なの。ツンと逆立った髪があるでしょ？それがオウムの証」

　驚いた。自分はインコでなくオウムだった。と、いう事実ではなく、この話の流れでいけば、猫が聞いただろうイズミというのは、おそらく、人間――。

　自分が謙一に向かって片言日本語で話しかけても、褒められはしても驚きはしない。だって、インコもオウムも「お喋りをする」トリだから。でも、猫は違うような気がする。

　イズミ、という人は、この猫に話しかけられても、疑問に思わないのだろうか。それとも、猫の中にも猫目オウム科とか、あるのだろうか。目とか科とか、よく分からないけれど。じゃなきゃ、猫に話しかけられて平常でいられないと思う。少なくとも謙一は……うん、驚いて叫ぶ。

　そんなことを考えていたら、猫が徐に質問してきた。

「貴方、名前は？」

　唐突すぎるだろう！本当に自由だな！と、思ったけれど、猫が目をランランと輝かせているので、答えることにした。

「……おかちゃん」

「おかちゃん？」

　猫はまた可愛らしく見える角度に首を傾げた。でも、「ああ」と呟いた。

「オカメインコだから、オカちゃんか！君のご主人は、安直ねー」

　余計なお世話だ。謙一が一生懸命……か、どうかは分からないけれど付けてくれたんだ。それなりに気に入ってはいる。見知らぬ猫に文句をつけられる筋合いはない。

「オマエ、ハ？」

「貴女、でしょ！」

　怒った。気分屋だな、おい。

「私は、ゴージャス。宜しくね、おかちゃん」

　何が宜しくなのかさっぱりわからないけれど、ゴージャス、という名は猫のイメージにぴったりだと思った。もっとも、言っちゃ悪いが、「ゴージャス」と名付ける君のご主人も相当だ、とも思ったが。

　ブロック塀は見回り対象になったようだ。ゴージャスはまたやってきた。次の日も、その次の日も、ふらりと現れては、適当に話したいことだけ話して、ふらりと帰っていく。基本、自由奔放。でも、話をしているゴージャスはとても楽しそうで、いつしかゴージャスの話を聞くのが楽しみになっている自分がいた。　　

　自分は、外の世界で飛べない。謙一も兄さんも遊んでくれるから寂しくはないけれど、やっぱりちょっとは憧れる。とはいえ、出て行ったら最後、ゴージャス以外の猫にペロリと丸呑みされそうだから、出ていく気はない。

　ゴージャスは、よく自分の話をする。その話の中で、彼女の本当のご主人はキリシマと言う人だといった。だったら、前回聞いたイズミは何なんだ。そう思って聞いてみると、

「キリシマはご主人、イズミは手下」としゃあしゃあと答えた。酷い言い草だと思ったが、どうやら本気で手下と言っている訳ではないらしい。イズミは、現在キリシマに頼まれて世話をしてくれている人のようで、彼女はそれが屈辱であり、恥ずかしくも思っている。要するに照れからくる悪態。ゴージャスはツンデレちゃん、かも知れない。

「だって、イズミはただの居候だもん！イズミの面倒を見ているのがキリシマで、イズミは新参者だから手下で良いの！」

　指摘したら、食ってかかられた。やばい、本当に食われたらシャレにならない。身を縮めて謝ると、ゴージャスは小さくため息をついた。

「イズミは就職難民で、キリシマが拾ってきたの。だから兄妹じゃないんだけど、イズミはキリシマを慕っていて、キリシマはイズミを可愛がっている。仲良しすぎて、ちょっと気持ち悪い。男同士なのに」

どういうことなのだろうと、「コイビト？」と聞いたら、「やだっ、キリシマはゲイじゃないわよっ！」と尻尾を太くした。冗談じゃない、ということらしい。

「カゾク？」

「うーん……友達、なのかなぁ。保護者って感じもあるんだけど」

　友達。自分とゴージャスも、そんな関係になれたらいいな、と思う。そしたらきっと、食べられる可能性は０になる。

　いくつかの夜を数えて、いつものようにまったりと話をしていたある日。遠くから「ゴージャス、どこ行ったー！」と男の人の声が聞こえた。

「マズイ、見つかったら医者に連れていかれる！」

　どうやら、イズミという人の声らしい。ゴージャスは、その場で立ち上がると、

「さらば、友よ。また明日！」と言い残して、ヒラリと塀から飛び降りた。逃亡者のようにすたこらさっさと駆けていくゴージャスに向かって「こらぁ、逃げるなー！」とまた声が聞こえた。

「おかちゃん？」

　ふいに後ろから声を掛けられた。振り返ると、制服姿の謙一が立っていた。学校、というものが終わって家に帰ってきたらしい。ゴージャスの言葉で頭がいっぱいになっていて、気が付かなかった。

「誰かいたの？」

　ゴージャスが駆けていく方向を見つめていたからだろう。謙一も、もう影も形もないブロック塀を見つめている。そんなご主人に、胸をそらして誇らしげに鳴いた。

「トモダチ」

「はい？」

　謙一は首を傾げて、もう一度ブロック塀に視線を投げた。もちろん、誰もいない。

「トモダチ」

　兄妹じゃないけれど。

　多分、目とか科とかも違うけど。

　僕とゴージャスは、友達、だ。








サークル名　　シュガーリィ珈琲（Twitter）直参　B-31（Webカタログ）

執筆者名　　　ヒビキケイ





一言アピール

　今までオンラインで恋愛やファンタジーものを書いていました。今回、初の同人誌を出します。ふらりと気軽にお立ち寄りください。

掲載作品は発行する同人誌のサイドストーリーです。（※猫はオンライン上の方におりますが、本には出てきません）









Kato plenigita

藤和





　ここは、この街の中でも貴族等の富裕層が集まる一角。

住んでいるのが貴族ばかりというわけでは無いけれども、庶民の中でも富める者が多い地域だ。

　私は、そんな人々が集う教会に所属する、修道院で暮らしている。

修道院で私が主に担っている仕事は、香草や薬草を栽培している畑の管理だ。

香草は儀式の時にそのまま使う事もあるし、蒸留して香油を作る事もある。

薬草は勿論、誰かが病に倒れた時や怪我を負ってしまった時に使う。

農村に広がるという畑程は広くないのだろうけれども、それでも手入れは労力の掛かる物だ。

　今日も、私は如雨露を抱えて水を差し、痛んだ苗の葉を摘みながら、畑の手入れをしていた。

そこに聞こえてきた、耳の奥を嘗めるような小さな声。何かと思った私が振り返ると、畑の脇に立っている植木の根元に、金色の瞳の黒猫が座って居た。

黒猫は私の視線が不快なのか、髭をひくひくと揺らし、その場から走り去って行った。

　何処かへと行ってしまった猫を気にしていても仕方が無い。黒猫が居た木の根元から視線を外そうとした。

ふと、気がついた。木の根元に、何かが落ちている。

先程までは何も無かった筈なので、きっとあの黒猫が咥えてきたのだろう。

　もし、あの黒猫が何処かの誰かの物を持って来たというのなら、持ち主の元へと返さないといけない。

そう思い、一旦如雨露を地面に置いて木の根本にあった物を拾い上げると、それは随分とくたびれて、薄汚れて、所々が擦り切れている、灰色の猫のぬいぐるみだった。

　お世辞にも作りが良いとは言えないそのぬいぐるみは、私が良く教会で顔を合わせるような方々の持ち物とは思えなかった。

　畑の手入れが終わったら、一旦自室にこのぬいぐるみを置いてから、いつもお世話になっている神父様に相談しよう。そう思い、腰のベルトに付けている小物入れにぬいぐるみを押し込む。

大きいぬいぐるみというわけでは無いのだけれども、私が腰に付けている小物入れはそれ以上に小さいので、ぬいぐるみの頭はまるまる、小物入れからはみ出してしまっている。

畑の手入れをしている間に落としてしまわないか心配だったけれども、手入れを放り出すわけにもいかない。私はまた如雨露を持って苗に水を差し、痛んだ葉を摘み始めた。

　畑の手入れが終わり、如雨露を道具置き場に置いた後、神父様がいらっしゃるであろう教会へと向かった。

途中、教会へと続く道の先、敷地を区切る塀に開けられた門の側で、一人の子供が泣いているのを見付けた。

まだ背が低く、小さな手で目を擦りながら、喉が嗄れるほど大きな声で泣く子供。その子供は、きちんと手入れをされてはいるけれども上等とは言えない服装で、周囲から浮いてしまっている。

　おそらく、隣の区画から迷い込んできた子供だろう。きっと迷子になって心細いに違いない。そう思った私は、泣いている子供に駆け寄り、優しく声を掛ける。

「どうしました？

迷子になってしまったのですか？」

　するとその子は、しゃくり上げながらこう答えた。

「にーちゃんがつくってくれたねこさん、さがしてるの」

「猫さん、ですか？」

　作ってくれた。と言う事はぬいぐるみか何かなのだろう。

もしかしたら先程拾ったぬいぐるみだろうかと思ったが、違うという事もあり得るので、見せる前に猫の特徴を子供に訊ねる。

すると、両手を胸の前で広げながらこう答えた。

「はいいろでね、これくらいでね、しっぽとおみみがついてるの」

　涙で顔をくしゃくしゃにして、鼻を啜りながら一生懸命に説明するその子に、私は腰に付けた小物入れから、先程のぬいぐるみを取り出してまた訊ねる。

「もしかして、この猫さんですか？」

　ぬいぐるみを見た子供は、目を見開いて、声を詰まらせながら手を伸ばしてきた。

「それ、にーちゃんのねこさん！」

　涙で濡れた手にぬいぐるみを渡すと、子供はしっかりと猫を抱きしめて、笑顔になる。

大事そうに、大事そうに猫のぬいぐるみを抱きしめてお礼を言う子供を見て、私は疑問に思った事が有る。

「そのぬいぐるみを、どうして無くしてしまったのですか？

もしかして猫に持って行かれたとか」

　訊ねてばかりで申し訳ないとは思ったけれど、子供は素直に私の疑問に答えてくれる。

「いじわるなひとに、とおくにぽいってされたの。

それで、ぽいってされたほうにきたら、くろいねこさんがいて、にゃーっていうからついてきたら、ここにきたの」

　この子が言っている黒い猫というのは、私が先程畑で見掛けた猫だろうか。

もしそうだとしたら不思議な話だし、別の猫だったとしても不思議な偶然だ。

　暫く子供はぬいぐるみを抱いて安心した顔をしていたけれども、ふと私を見上げて不安そうにする。

ああ、黒猫に付いてきたと言っていたから、帰り道がわからないのだろう。

「おうち……」

　また泣きそうな顔をしている子供の頭を撫で、この街のどんな所に住んでいるかを訊ねる。

どんな所。と言われてもこの子にはよくわからなかった様で、口を尖らせている。

この場合、どう訊ねたらいいのだろうか。

私も頭を悩ませて、暫く子供の頭を撫でて、それからこう訊ねる。

「君のお父さんは、どんなお仕事をしていますか？」

　この街は同じ職業の者がある程度固まって住んでいる。なので、この子の親の仕事がわかれば、大体の住んでいる場所、若しくは、通っている教会がわかると思ったのだ。

　私の問いに子供は、嬉しそうに父親の仕事について話し始める。

服の仕立てをしていて、偶に布の店や糸の店へ連れて行ってくれると、一生懸命に言う。

　仕立て屋に布屋に糸屋。その類いの店が集まっている区画の教会に、私は心当たりが有った。

「なるほど、わかりました。

君が通っている教会までは案内出来ると思うのですが、いつも通っている教会からは一人で家に帰れますか？」

　すると子供はこう答える。

「きょうかいからは、ちゃんとおうちにかえれる！」

「ふふっ、そうですか。頼もしいですね」

　得意げな顔をするその子供が愛らしく、思わず笑みがこぼれる。

　それから、修道院の敷地から外に出る為には許可が必要なので、子供に少しだけ門の側で待っていて貰い、外出許可を取りに行った。

　子供が通っている教会へと向かう道すがら、この子はしっかりと猫のぬいぐるみを握りしめ、両親の話をする……かと思いきや、ぬいぐるみを作ってくれたというお兄さんの話をずっとして居た。

「にーちゃんね、ぼくとにーちゃんにいっぱいふくつくってくれるの。

それでね、ぼくがにーちゃんのふくきるとね、いいこだねってだっこしてくれるの」

　優しいお兄さんの事を余程話したいらしく、私が相づちを打つと、子供はにこにこと口を開く。

　そうしている間にも目的の教会に辿り着き、子供は手を振りながら、路地の中へと入っていった。

　修道院へと帰る道すがら、背後に視線を感じた。

何かと思い立ち止まって振り返ると、そこには金色の瞳の黒猫が居た。

黒猫は目をすっと細めて鼻を嘗めた後、ふいっと顔を背けて何処かへと姿を消した。








サークル名　　インドの仕立て屋さん（URL）直参　C-33（Webカタログ）

執筆者名　　　藤和





一言アピール

　現代物から時代物まで、ほんのりファンタジーを扱っているサークルです。

　今回のアンソロジーは、中世西洋風のお話で参加させて戴きました。

　こんな感じの少し堅めの物からゆるっとした物まで色々有ります。









泡盛さん・猫

つんた




茶トラの猫がいる。白薔薇亭の一室に。

「えーっと、もしかして、トマス殿」

「はいそうです」

少年は、オーナーの弟にしてリース教授の養子のリチャードである。年齢は十二歳、見かけは九歳くらいの小柄な子供。実は中世イングランドの国王だった人間である。そして茶トラのにゃんこは…ブラックプリンスのお取り巻きの一人、ウォリック伯爵だった男、らしい。らしい、というしかない状態だ。

「わ、私は、ど、どうしたらいいんでしょうか、で、殿下の…」

挙動不審な茶トラ猫。ベッドの上でうろうろおろおろ…。

「慌てないで、落ち着いてください、トマス殿」

「殿下は」

「落ち着いてらっしゃいますよ、いつものように」

「は」

「というわけで行きましょう、階下に」

ひょいと少年に抱き上げられ、茶トラの猫はパニック状態になっていた。

「落ち着いて、トマス殿」

階段をゆっくり降りていくと…いた、猫が、もう一匹。サイベリアンによく似た長毛種の品のいい猫だ。抱えられていた猫も普通の茶トラよりは品がよく見える。

「なんだ、トマス、おまえもか」

サイベリアンに似た猫がそう話しかけてきた。

「で、殿下」

「ね、大丈夫でしょ、トマス殿」

少年はそう言うが。

「どこが大丈夫だ、おまえ」

白薔薇亭オーナーの元イングランド国王エドワード四世がそう言って溜息をついた。猫同士のお話もしっかり理解出来る弟にドン引き状態。

「兄上、相変わらずわかんないんだ」

「猫の話なんかわかるかよーーーっっ」

「殿下だよ」

「そうであっても、俺にはわからんっっ」

「こっちも落ち着けって言うべきなのかなあ…まあいいけど、兄上は放っておいても…」

「おい、リシィ…」

オーナーの掛け声はむなしく響くだけだった。

「いとこ殿―、二人分のキャットフード、よろしくねー」

「おー」

料理長・リチャード・ネヴィルの返事にオーナーはますますがっくりする。いつもの事なのだが。

「どうです、殿下、気分は」

「まあまあだね」

猫ミルクを飲みながら、猫、もといブラックプリンスというあだ名で呼ばれたエドワード三世の王太子殿下はそう返事なさっていた。

「トマス殿は」

「はい、大丈夫です」

トマスと呼ばれる茶トラの猫も落ち着いてミルクを飲んでいる。

「ホントか」

「殿下、勘弁してください」

その横で少年はジュースすすりながら、笑っていた。

「トマス殿はしばらくは無理でしょ」

「そ、その通りです…三世陛下」

ミルクを飲み終わって茶トラの猫はそう返事する。

「相変わらず、わけのわからん状態だな」

料理長はグラスにハブ酒を入れ、味わっていた。

「その酒、さ…」と白薔薇亭オーナー。

「何だ」

「あの二人が変身する前に飲んでいたやつだぞ」

「あー知っている」

「お前まで変身したらかなわん」

「安心しろ、アンがいる。変身しても大丈夫だ」

「どうだろ…」

「ねこ屋敷になるじゃないかーーーっっ」

目が覚めたら、料理長まで変身していたのだ、猫に。真っ黒い猫に、だ。

「いとこ殿、ご機嫌いかが」

「まあまあだな」

サイベリアンもどきに茶トラ、それに黒猫。またもオーナーは猫の話が分からない。全員なぜかすでに落ち着いている。茶トラはサイベリアンもどきの殿下猫に慰めてもらったのか、落ち着いていた。ごろごろにゃーんとしか聞こえないのだが、少年だけが冷静に猫たちに接している。代わる代わる抱き上げたり、撫でたりして…。その間もちゃんと話をしているところが…なんというか。

「なんでおまえはわかるんだーーーーっっっ」

絶叫。そしてベランダのマタタビに気付いた少年がやばい、と思ったのだが。

「あ、マタタビ…」

三匹がふぬけになって転がっている…。

「遠ざけなきゃ」

三匹、正常。

「戻る方法ねえ…」

いくら考えても…解らない。解らないが、試しに試しまくった。そして…ハブ入りの泡盛。

「よしっ、戻ったっっっ」

「殿下はね…」

「は」

ウォリック伯爵を名乗っていた二人の男は…茶トラと黒猫のまま、うなだれていた。

「次は何でしょうかねえ…」

「まあ、いい、こいつでいくか」

それはとあるマッドサイエンティストじみた学者が作ったゲロマズキャンディだった。黒猫は大男に戻っていた。茶トラは…戻らず。そしてパニック。

茶トラ猫が人間に戻ったのは実に一週間後で、その間、彼はリッチーくんことあの少年の家で飼いネコをするしかなかったのであった。何せ、殿下は…宇宙軍の幹部なのだからして…。ついでに白薔薇亭には危険な食材がたくさんあったりするのだ、サソリとかマムシとかハブとか…←食材か、これ。

茶トラ猫もといトマスは…

「殿下―っっっ、心配でたまりませーんっ、戦闘機壊さないでくださいよーーーっっっ」

と騒いでいるのだが…発情期のにゃんこの声にしか思えない。そのせいか雌猫が…そのたびに逃げ回る出家したての坊さんみたいな茶トラ猫。

「トマス殿、変な声、やめましょうよー」

「三世陛下はよく落ち着いていられますね」

「なんでもござれの人生だったもん。どうってことないよ」

「…ほんとっにお強いですね」

「アンのご先祖様とはとても思えないなあ」

「え」

「まあ、彼女はまあ、なんでもござれだったし…」

「私はただ、ただですね…」

「ああ、殿下なら、今日も元気よく戦闘機壊したよ、フランシーのブログによれば…大破らしい